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歴代誌を読むにあたり
　予告したものの、歴代誌を調べ始めて、少々躊躇しているところもある。この書については理解の仕方に幅があって、前提次第では受け止め方に大きな違いが出てくるのかもしれないと、解説書を読みながら思わせられている。「毎日、聖書」はおおよそ、聖書そのものを開きながら書き綴っていて、ぜひとも必要という場合以外はあまり注解書などで調べ物はしていない。書いていることは基本的に私の頭の中にある知識が前提だ。だが今回は、注解書も手元に置きながらにしようかと考えている。いくつもの書籍を研究、分析しながら詳細な検討を、というのはこの連載の趣旨には合わないので、日本語のティンデル注解に含まれているセルマン氏のものを参照するつもりだ。ただし、聖書そのものに書いてあることを読んでいくという基本は同じなので、様子が見えてきたら手放して、いつものように聖書だけを隣に置いて読み進めるかもしれない。歴代誌の全体的な理解についても、そうやって読んでいく中で見えてくるだろう、とも期待しているのだが。では明日からさっそく、である。
 
第一歴代誌　1:1-4
　歴代誌は1章から9章まで、とても長い系図が書きしるされている。これが難関で、読むのを放り出してしまう人もあると言われる。注解者のセルマン氏によれば、歴代誌を楽しむ際にはここは飛ばして、その先から読んでも差し支えない、のだそうだ。でも、歴代誌が書かれた理由を考えると、この長い系図はとても意味がある。この書は南ユダ王国が滅んだ後、おそらくペルシアの時代に入って再建が始まった後に書かれたものだ。だが、かつての栄光はもはやなく、民は憔悴し、自信を失い、自らの存在意義が分からなくなっていた。そんな人々に対して、神の御業を指し示し、一切は神が支配されているのだということを語り告げる意図が、この書には込められている。そのためには、この長い歴史を指し示し、彼らが神のそういう御業の中に織り込まれている一部であることを指し示すのは、とても力強い語りであった。ユダの民は、系図というものに強い関心を寄せる民なのだから。なので、やっかいに思われるだろうが、あえて系図から読んでいこう。なるべく取りまとめることにするが、その分だけ、読む箇所は長くなるが、それは何とも避けられない。
 
第一歴代誌　1:1-4
　ここに記されているのは、創世記5章に出てくるアダムからの系図を短縮したものだ。歴代誌は、ヘブル語聖書では旧約全体の最後に置かれている。日本語や英語その他が列王記の後にあるのとは違う。そのように並べた意図はどこにも書き留められていないが、この順列を見ると歴代誌は旧約全体を受けて書かれたものだと考えられるのではと、注解者セルマン氏は告げている。全体を読み進める中でその是非は見えてくるだろうと思うが、配列からすると、そしてこの箇所のようにして系図が示されていることを見ると、この観点には道理があるようにも思われる。アダムは神によって直接に造られた存在だ。それは読む者たちに、人とは神によって生み出され、神の御心、御業の中にあるのだということを意識させてくれる。神はご自分の造られたものを、適当に放り出したりはしない。最初から最後まで責任を持たれる方である。神を崇拝するつもりなら、理神論は馬鹿げている。
 
第一歴代誌　1:5-23
　洪水以降の系図が示されている。ノアから始まる諸民族が述べられているが、創世記10章に該当する。洪水の話も含めて詳細は割愛され、話はどんどん進んでいる。読み手が旧約をよく知っているという前提であったのかもしれない。セム、ハム、ヤフェテの三人兄弟の子孫は、広く各地に展開する。この語りは、人類全体が神の御手の中にあること、イスラエルだけではない、ユダだけでもない、すべての人間に対して、神が思いを傾けているのだということを意識させられる。かつてのイスラエルは、自分たちのことだけ考えていれば済んだかもしれない。でも歴代誌の頃の民は、すでにペルシア帝国の一部として存在している。世界全体と神との関わりを思わないわけにはいかないのだ。グローバルと呼ばれる現代の私たちにとっても、それは大事な視点である。
 
第一歴代誌　1:24-33
　セムの家系、とりわけアブラハムを経ていく民のことが語られている。イスラエルの本筋は後回しで、まずはイサクの兄弟にあたるイシュマエルの子孫。それから、サラの亡き後、アブラハムがめとったケトラとの間に生まれた子どもたちの系譜が語られる。ミディアンはイシュマエルの子孫とされているが、この系図ではケトラの方にいる。おそらく途中で混合したのだろうが、旧約時代の人々にはそのあたりの事情が分かっていて、違和感がなかったのだと考えられる。ただし、親戚筋として扱われているモアブとアンモンのことは出てこない。歴代誌はすべてを記録する意図ではなく、必要に応じて書きしるしているのだ。創世記などとの違いが生ずるのは不思議なことではない。
 
第一歴代誌　1:34-54
　続いて、ヤコブの兄弟であるエサウの子孫、つまりエドムについてである。38節にセイルという名が突然出てくるが（創世記でも）、セイルの山地はエサウが住んだ場所で、その子孫はセイル人とも呼ばれるようになっていたのだろう（セイルの先住民がエドムと融合したという理解もあるようだ。それも大いにあり得ることだが）。54節まではエサウの子孫の話である。エドムはイスラエルの南に住んでいた民で、関わりが深い。彼らもまた神の御業の一部であると語っていることになる。後に、エドム出身のヘロデがユダヤの王位を担う。神の御手は民族の枠を越えていくのだと考えさせられる。
 
第一歴代誌　2:1-2
　当たり前のことかもしれないが、ヤコブの子どもたち12人の名前が、しっかりと並んでいる。この書が記されたのは、北王国はとうの昔に滅び、南も滅んだ後であるが、こうして列記することによって、神が始められた御業は終わってはいないのだということを指し示している。北の部族も含めて、である。そしてここではヨセフの名が記されている。部族としてはほとんどの場合、マナセとエフライムとして語られるのだが。原点を指し示しているのだとも言えるだろう。現状認識は大切だが、おおもとを意識することも欠かせない。
 
第一歴代誌　2:3-8
　諸部族の系図が語られる中で、ユダ部族が冒頭に取り上げられている。ヤコブの息子としては4番目だが、上の3人が問題を起こしているので、長子的な立場を持っていたとも言われていることもあるだろう。もっとも、ヨセフこそ中心という考え方もあり、それがイスラエル全体の中でエフライムがリーダー的な立ち位置を持つようになった誘因とされることもある。だが歴代誌はイスラエルの歴史を記録することが目的ではないので、南王国の後継となるユダヤの民に語るには、やはり、ユダ部族から語るのが適していたのだと考えられる。ただしここにはタマルの件、そしてアカル（アカン）の件が語られて、この部族に多くの問題があったことがはっきりと語られていることは重要である。悪はあったのだ。でも神はそこになお働いてくださるのである。
 
第一歴代誌　2:9-17
　ユダの子孫の中から、ダビデに至る系図が語られている。詳しくは後に取り上げられるのだが、ダビデの存在はユダ部族だけでなく、イスラエル全体にとっての希望の星である。ダビデの甥に当たる人々のことも語られている。ダビデ王家で活躍した人たちでもある。イシュマエル人の名が出てくるのは、その当時、異邦人との結婚がよくあったからだろう。この一族は、ルツの存在があって、そういう関わりには広い意識を持っていたのだとも言える。偶像礼拝との兼ね合いもあり、この点をどう理解するかは、聖書全体から考えていかねばならないだろう。
 
第一歴代誌　2:18-55
　ここは一気に流そう。ダビデに至る家系とは別に、カレブの系図、それからエラフメエルの系図が記されている。ほとんど知られていない名前が続いているが、ユダ部族は何もダビデ王家だけではなく、様々な氏族が含まれている。彼らこそ、放浪中のダビデを招いて自分たちの王とした人々である。そしてまた、ダビデ王家と共に南王国を築いていった人々でもある。ユダ部族の中では、ダビデはごく小さな者の一人に過ぎなかったのだ。それを神が用いられたのである。この膨大な名簿を見ると、神のなさることの不思議を改めて思う。なお、ここにあるカレブは、ヨシュアと共に活躍した民数記のカレブとは別人と考えられている。
 
第一歴代誌　3:1-9
　ダビデの家系は、後に詳しく語られていくことになるので、ここではリストが挙げられているだけである。イスラエル全体の王になる前に生まれた息子が6人、結果的には彼らが混乱を生む人々になった。激動を歩んだ父親を見ていた分だけ、ほしいものは自分の力で取るという生き方を選んだのかもしれない。エルサレムに来てからは、バテ・シェバとの間に4人、その他で9人となっている。彼らは幼少期から穏やかな日々を歩んだが、一方で、父の結婚関係が乱れていることを見続けてしまったのだとも言える。息子だけで19人、これを多いと考えるか、諸国の王としてはよくあることと考えるかは、何とも言いがたい。ただ一般的には、王の息子が多いことは政権の安定に資する人材を輩出する意味があるはずだが、そういった様子は聖書からはうかがえない。後を継いだ者次第になっているのは、世間的知恵からすると残念なことだ。
 
第一歴代誌　3:10-24
　10-16節に出てくるのは、南ユダ王国の王たちのリストである。比べてみると分かるが、マタイ1章のリストはかなり省略されている。彼らのことについても後の詳しく語られるので、ここではあっさりと通り過ぎている。確認したという程度か。17節からは王位を失った後の系図で、エコンヤが捕らわれ人と呼ばれているように、バビロン補囚が関連している。エコンヤはバビロンの王のもとで暮らしていたわけだが、だとすれば、この家系はそのままバビロンで生き続けていたと考えるのが自然かもしれない。クロスによる解放の際に戻ってきたかどうかの記述は聖書にはないはずだ。異国の地に住む失われた王家、とも言える。マタイにあるイエスへの系図とは途中からずれているので、本家はバビロンに暮らし、一部が戻ってきたと言うことかもしれない。でもその後、帰国した人たちがダビデの家系だからというので重視されたことはない。
 
第一歴代誌　4:1-23
　ユダの諸氏族についての記録が続いている。聖書の他の箇所から得られる情報がないので詳しいことは分かりかねるが、おそらく、ユダ部族の比較的中心的な氏族が2章に記され、ここではその他の小規模な氏族が出ているのだろう。系図と呼ぶけれど、どう辿ってユダに行き着くのかは明示されておらず、むしろ、ユダ部族として認識されている人々の一覧表として受け止めた方が良さそうだ。職人という言葉や（14）、様々な業種が挙げられているので、ごく一般的な民としてそれぞれに活躍していたことが肯定的に語られているのだと言える。歴代誌のこういった記し方を見ていると、神の賜物には様々あると告げている新約書簡の言葉を思い出す。
 
第一歴代誌　4:9-10
　ヤベツという人物が系図のどこに位置するのかは明示されておらず、これ以降も全く出てこないので、聖書全体としてはさほど注目されていない存在と言っても良い。ただ、だいぶ前になるがこの祈りが日本のクリスチャンたちの間で話題になったことがある。当時人々は、「そうか、ヤベツのように自分の祝福を祈り願っていいのか」と驚きと喜びの声を挙げていた。私としては戸惑いで、それは当然のことで、聖書が警告しているのは、「自分のことだけではなく他の人のためにも祈れ」ということのはずなのに、なぜ、こんなに大騒ぎをするのかと考えてしまったものだ。日本ではしばしば自己抑制的であることが立派だという感覚がある。それは良い効果もあるが、時に、神の祝福についても抑制的で、幸せになってはいけないような観念が出てきてしまうのかもしれない。神のために犠牲を払うことが信仰であり、神から助けていただくことなど二の次、三の次、と。でも神は本来、人に祝福をもたらすためにご自身が犠牲を払われたのだから、これではせっかくの御業を否定しているようなものだ。そういう風潮が広がっているとしたら、それは教会、あるいは牧師たちの責任は大であると痛感する。
 
第一歴代誌　4:24-43
　シメオン部族は民数記の時点ではそれなりの人数だったが、その後の推移の中で、ユダ部族に付随するようになったと見られている。ただここには、ヒゼキヤ王の時代にもシメオン部族として認識されていたことが書かれているから、全面的な同化ではないようだ。もっとも補囚後の人々にとってはむしろ、ユダの一員として認識された方が暮らしやすかったかもしれないが。彼らの居住地はイスラエル全体の中でも南に位置している。このことも、南北分裂においてユダ王国に属した理由になっているはずだ。39-40節を見ると、彼らが一生懸命に生きていたのだな、という思いを懐かせられる。
 
第一歴代誌　5:1-2
　イスラエル諸部族の中で、それぞれの立ち居地が説明されている。ルベンはヤコブの長子だが、問題を起こしてその立ち位置を失った。創世記を見ると、ヤコブの長子として扱われるのはヨセフであり、後のエフライム・マナセである。彼らが北王国、つまり、イスラエル王国を継承する人々になったのは当然でもある。もともと、創世記の頃からそういう扱いだったのだ。ユダは長子としての権限は持たなかったが、部族として大きく勢力を伸ばしたので、ヨセフの子孫とは主導権争いをすることになったのだろう。それで、ダビデは初め、ユダのみの王となり、それからイスラエル全体の王となっている。イスラエルがカナンの地にしっかり根を張るにはかなりの年限がかかっていて、結局はサウル、ダビデの時代まで引きずるのだが、その一方で部族の間での主導権争いもあったのだろう。人の常ではあるが。
 
第一歴代誌　5:3-10
　ルベン部族はイスラエルのリーダーにはなっていないが、ヨルダン川の東側に居住地を定めて、そちら側を広げていった人々である。神が元々イスラエルに与える予定だったのはヨルダン川と地中海の間の土地である。だから、ルベンたちが東側に土地を持とうとした際、モーセはあまり良い顔をしなかった。ただ、後々のことを考えると、彼らがそこにいたことによって、イスラエルが東側からの脅威に対抗しやすくなったのは事実だ。彼らの存在には意味がある。ただし、過酷な場所でもあるし、異教との接点も多くなりやすく、様々な戦いは多くなりやすく、そして残念ながら負けてしまうことも多々あったのであるが。彼らを見ていると、果敢な生き方のすばらしさと、それが多くの厳しさを伴うことの両面を、しっかり見ておかねばならないことを痛感する。
 
第一歴代誌　5:11-17
　ガドはヤコブの子としては下の方であり、彼がルベンの次に取り上げられているのは居住地が隣り合っていたからだろう。バシャンは肥沃な土地とされている。シャロンも良い土地として知らせていたようで、歌などにも出てくる。もっとも地図で見るとバシャンはもっと北、マナセの領地に属しているので、部族間のせめぎ合いもあったのかもしれない。17節のヤロブアムは、ヤロブアム二世と呼ばれている人のことだ。そのあたりはまだまだ北王国は勢力があり、ガドも繁栄していたと言うことだろう。だが、歴代誌が書かれた時期からすると、かなり前の時代のことが取り上げられているのは、その後のガドには注目点が少なかったと言うことだろうか。
 
第一歴代誌　5:18-22
　ヨルダン川の東にいる部族が領地を確保していく様子が語られている。だが注目点は彼らの頑張りではなく、彼らが神に拠り頼んだことによって勝利を手にした、ということにある。旧約は一貫して、戦いの勝利はひたすら神によるのだと語り続けている。どれほど人間が知恵を尽くし、力を蓄えても、神が共にいなければ勝てず、神が共にあれば小さな兵力でも勝てる、という図式だ。そんなに簡単にはいくまいと私たちは考えてしまうのだけれど、聖書は明らかにそう告げている。それは、戦いに限らず、人に取って最も重要なのは神との関係性だと言う呼びかけである。なお、人が自分たちの都合で神を引き合いに出すやり方は、ここに書かれていることとは全く別であり、むしろ否定される。
 
第一歴代誌　5:23-26
　マナセの領地は広大で、ヨルダンの両側にある。ここは東側の部分である。その勢力が強大だったことを、人々はよく知っていたのだろう。だが彼らが神を捨てたとき、その力は失われて、アッシリアに滅ぼされてしまった。神を捨てたのはこれら三部族だけでなく北イスラエル全体であるが、アッシリアに近い地域に領地を持っていた彼らが先に連れ去られたということなのかもしれない。列王記を見ても、そのあたりは明確ではない。第二歴代誌では28章にその時のことが記されている。ともかく歴代誌の主張は明確である。神を捨てると民は滅ぶ、のである。
 
第一歴代誌　6:1-15
　大祭司の家系が語られている。レビからアロンに至るまでと、アロンから補囚時のエホツァダク（帰還したときの大祭司の父親に当たるようだ）までのものとなっている。ソロモンの時のアザルヤが分岐点となる書き方だが、むしろエホツァダクの位置づけを明確にしたいというのが意図なのだと思われる。この系図は完全なものではない。歴代誌の意図は歴史の記録ではなく、歴史を辿ることを通して神の御業と、人々のあり方を問うものだから、必要に応じて取捨選択するのだ。決していいかげんなのではなく、その意図からすればむしろ的確と言える。なお、同じ名前が何度も出てくるのは、祖先の名前を用いることが多かった民としては不思議ではない。
 
第一歴代誌　6:16-30
　アロンはレビ族だが、むろん、レビ族全体が祭司の家系ではない。モーセの時代に明確にされたように、この一族は神に仕え、人々の礼拝を支える役割を果たしていく重要な人々である。部族としてはあまり強大にはならなかったが、神ご自身のゆえに、その勢力よりもはるかに大きな存在意義を持っていた。ゲルション、ケハテ、メラリはヤコブの息子レビの子どもたちである。レビ人の存在は新約にも見られる。祭司が堕落したようにレビ人も混乱したが（士師記のあたりでも）、後に立ち返って、よく仕え続けていたのだなと考えさせられる。祭司とは違うのだが、その職務もまた重要である。
 
第一歴代誌　6:31-53
　レビ族が受け持った奉仕内容に言及されている。旅の間は契約の箱や幕屋を運ぶ仕事があったが、安置されてからは礼拝のために仕える者となっている。歌、音楽は、当時から礼拝において重要な意味を持っていたようである。たしかに、詩篇のような膨大な歌の集積があることからしても、人々の歌に対する、いや、礼拝に対する思いは深かったのだと言えるだろう。この箇所の終わりに、同じレビ部族ではあるけれども、別の使命を与えられていた祭司の家系のことが、再び記載されている。レビを重視し、祭司を重視することが、歴代誌が書かれていた時代の中で、とりわけ大きかったのだと言える。
 
第一歴代誌　6:54-81
　レビ族は、部族としてまとまった領域を持っていない。それは彼らが担う使命（民の礼拝を支える）のゆえで、イスラエル全体に広く分布して町や村を与えられて暮らすことになっていた。ちなみに、他部族との結婚が禁じられていたわけではないから、レビの家としての継承は守られつつも、血統としては広く浸透することになったことは想像に難くない。それぞれの地名を地図で探してみるのも興味深いと思うが、ここでは各部族からそれぞれの広さに応じて町々が割り当てられていることに注目しておきたい。
 
第一歴代誌　7:1-40
　さてさて、名前の羅列に少々飽きてきていると思うが、ここにはヨルダン川の西側、本来の約束の地に展開した諸部族が紹介されている。ユダとシメオンについてはすでに述べられている。出てくるのは、イッサカル、ベニヤミン、ダン（12節後半）、ナフタリ、マナセ半部族、エフライム、アシェルである。この中には歴代誌が書かれた時代にはすでに失われているものが多いが、ここではしっかり記録されている。神が本来意図したのは十二部族による民であり、それが人々の罪によって損なわれたことは神ご自身にとって大いなる嘆きであるからこそ、無視せずに書き記されていく。
 
第一歴代誌　7:20-23
　この出来事に注目したいわけではなく、一連の記録が部族によって語られ方が様々であることを指摘したいと思う。エフライムのようにかなり個人的な話が載っているところもあれば、人口調査的な記録に終始しているものもある。ユダやベニヤミンのように意図的に綿密に語っている場合もあるが、これらの記録の多くは、すでに存在した諸部族の記録や伝承を採用して書き記したのだと考えられる。歴代誌の著者は先人たちの蓄積を大事に受け止めようとしている。それはルカの書き方にも似ているように思う。なお、ゼブルン部族だけは出てこないのは不思議だ。6:77には言及されているので存在しなかったわけではないのだが、その人数や領地は載っていない。これも、著者がゼブルンに関する記録を見いだせなかったので、勝手に書くよりは空白にしておこうということかもしれない。誠実さと受け止めておきたい。
 
第一歴代誌　8:1-40
　ベニヤミン部族は、ユダ部族と共に南ユダ王国を形成した人々であるので、このように大きく扱われている。歴代誌は明らかに、南ユダ王国の後の人々の中で書かれているのだから。もっとも、出てくる名前は系図としてはすっきりしているわけではないようだ。はるか昔までさかのぼってベニヤミンに関する記録を拾い上げ、それらを書き留めた結果と言えそうである。雑多な感じもするけれど、これもまた歴代誌著者なりの誠実な対応と考えるほうが良いと思う。6節のエフデは3節のアビフデと同一人物のようでもあり、たぶん、士師記3章の人物なのだろう。もっとも6節の「捕らえ移され」は、バビロン補囚のことのはずなので、時代的にはかなり圧縮されている。歴代誌の意図は、そこにいる人々が、本来、神の民としてその約束の中にいた人たちなのだということを思い出させることだから、これで十分でもある。
 
第一歴代誌　8:33-40
　ここにはサウル王の子孫が記録されている。非業の死を遂げたサウルであり、ヨナタンもまた共に死んだのだが、その子孫はちゃんと長く続いているのが分かる。この系図が補囚時期までのものかどうかは不明だが、ともかく、その家系がしっかり続いていることは、ダビデとヨナタンの約束、あるいは、神がサウルを選んだこととの関連では、なかなか意義深いことだと思う。サウルは問題を抱えたが、でも神はヨナタンを祝福されていたし、その子孫もまたちゃんと存在したのであって、子孫の繁栄を何よりも祝福ととらえるイスラエルの民にとっては、これは大きなことだったに違いない。
 
第一歴代誌　9:1
　聖書についている章や節の区分は、後の人たちが便宜上つけたもので、大ざっぱなところがあり、内容とずれている場合もある。箇所を指し示す住所表示のようなものと思っていた方が良さそうだ。それで、9:1はここまでのまとめの言葉で、それを受けて2節からの話が続いていくのだと受け止めていただくと良いだろう。ヤコブの12人の息子たちを源とするイスラエル全部族のことが語られてきて、でも彼らはすべて、「不信の罪」ゆえに滅びてしまった、それがこの民族の歴史である。何ともやりきれないことだが、でもそれが旧約の語る歴史である。人はせっかく神から祝福を与えられたのに、自らそれを台無しにしてしまったのである。それはイスラエルに限らず、全人類のことでもある。「イスラエルの王の書」の正体は明確ではないが、歴代誌の著者が手がかりにした書の一つだろう。
 
第一歴代誌　9:2-9
　9章の残りの部分は、補囚から戻ってきた民のこと、つまり、歴代誌が書かれている時代の人々のことが記されている。かつてのイスラエル民族の系譜が、補囚を経て、でも、残されていることを歴代誌は強調する。それはつまり、神が与えた約束の継承は続いているということでもある。2節にはあえて「イスラエルの人々」と記されており、3節にはエフライムとマナセの名前もある。南ユダ王国に残った部族だけでなく、イスラエル全体を継承して今の自分たちがあるのだという意識が打ち出されている。その名前があるのは、南王国にもそれらの部族からも流入していたということだろう（十分にあり得る。主を慕う人々は、自らの部族の領地を離れて南に移住しただろう。新約にもアシェル族が出てくる）。もっとも、ここに出てくる名は補囚以前の感覚では馴染みがなく、その隔たりも痛感させられるのだが。
 
第一歴代誌　9:3
　この言い方からすると、3節以降に書かれているのは、補囚から戻ってきてエルサレムに住んだ人たちのことを書き記そうとした、ということになるようだ。もっとも17節からはむしろ、レビ人たちの役割についての話が中心になっているのだが。エズラやネヘミヤの時代には、復興ユダヤとは言えども、まずはエルサレムの再建が最重要課題だったから、その意識からすると、荒廃していたエルサレムに戻ってきた人たちに注目するのは分かる。当初としては、エルサレムより、他の村々のほうがずっと安心な暮らしが可能だったろうから、これらの人たちは覚悟を決めて戻ってきたのだとも言えそうである。（ネヘミヤ1:3,2:3,2:13-14）
 
第一歴代誌　9:10-13
　補囚から戻ってきた祭司たちの家系が記されている。エルサレムに神殿が再建され、神への礼拝が再開されていく時に、祭司の存在は重要である。彼らがそこにいることは、この後の民の歩みがどうなっていくのかを指し示す重要な意味がある。祭司もまた、滅亡と補囚を経て激減しているのだが、それでも、こうして残されていたことには意義がある。人の罪と混乱は多くのものを失わせるが、でも神は、それでもなお人々を再び立たせて下さる。祭司の存在はそのような神の御業の象徴でもある。
 
第一歴代誌　9:14-27
　レビ人は本来は全国に散って住むべき役割があったのだが、この時期にエルサレムでの役目を重視したのは当然ではある。むろん、ここに出てくるのがエルサレム在住なら、それ以外のレビ人もいただろうけれども。17節からには、特に門衛の役目が語られている。彼らが守ったのは神殿である。もともとレビ人は主の宮（会見の幕屋あるいは神殿）に仕える者たちである。エルサレムが再建途上で、国としての軍隊などが頼りにならない状態であれば再建された（あるいはされようとしている）神殿の守備は、まさにレビ人たちが担うしかない。盗賊には最もねらわれやすい場所でもあるから、その役割は重責だったことだろう。それは同時に、人々の礼拝のために仕える者でもあり、現代なら会堂を守り、礼拝のための場所を整える奉仕者たちにも当てはまる。
 
第一歴代誌　9:28-34
　門衛だけではなく、その他の神殿のための奉仕も担っていたようである。ここには器具類の管理と、ささげ物に使うものの管理、それからささげ物のための調理を担当すること、そしてまた、音楽に携わる役割もあったと書いてある。祭司は直接的な礼拝行為に携わって人々の礼拝を支えたが、レビ人はそれら全体を支える役割を果たしていたことになる。彼らの存在がどれほど重要で、かつ、欠かせないものであったかを痛感させられる。レビ人なしではユダヤでの礼拝は成り立たないと述べても過言ではあるまい。歴代誌は、そういう人たちによって民の礼拝が再建されて行っていたことを指し示そうとしているようだ。
 
第一歴代誌　9:35-44
　サウルの家系のことが再び出てきているが、8:29以降と同じである。何でまた同じものを、と思いたくなるところだが、これは続く10章からの記録の序章である。いよいよ歴代誌は民の歩みを具体的に書き記し始める。歴代誌はダビデ王権のところからなのだが、当然にその冒頭にはサウル王からの移行が語られるわけで、そのサウルについてまずは改めて紹介し、そして、すぐさまサウルの死を語り、ダビデへと進むのだ。こういうあたりは、単なる資料として読んでいるとわかりにくいが、まさに語りかけているという意味合いを考えると、とてもドラマチックな話の流れであることを感じさせられる。
 
第一歴代誌　10:1-7
　歴代誌は実質的にはダビデ王朝から語り始めるのだが、その前提としてサウル王の最期を書き記す。ダビデこそ、という印象が強いけれど、イスラエルに神が与えた最初の王はサウルであり、サウルがいたからこそのダビデであることも忘れてはなるまい。ただし、そこに記されているのは彼の死であり、息子たちの死であり、つまりは、その王家の滅亡である。サウルはイスラエルを助けるために登場したが、その役割を果たし得なかったのである。なお、この箇所は第一サムエルの最後とほぼ同じであり、そちらを手元に置いて書いたのだと考えて良い。歴代誌は先人たちの記録を尊重する。
 
第一歴代誌　10:8-12
　サウルは民を守るためにペリシテと戦い続けたが、その相手に敗北した死んだ。その遺体をさらすペリシテ側の対応は、サウルという存在がかなりの脅威になっていたことを物語る。彼らにとっては安堵であったのだ。ヤベシュ・ギルアデは、かつてサウルが王としての初戦でその町を守るために立ち上がった、関係の深いところだ。さらにさかのぼると、サウルの出身であるベニヤミン部族との関連も深い。彼らとしては、サウルの遺体を放置はできなかったのだろう。サウルが王として人々に認められていたことを物語る出来事だ。彼は決して悪王ではなかった。それなのに、であるのだが。
 
第一歴代誌　10:13-14
　サウルはこの世的に言えば悪い王ではなく、民のために尽くした人である。息子たちと共に、民のための戦いで命を落としたほどに、である。そんな彼が神の前から退けられた理由が、ここに記されている。彼は神の信頼を裏切った。神によって立てられ、神と共に歩むことでその使命を果たすことになっていたのに、神をないがしろにして、他のものに頼った。神は頼れと言うのに、彼はそれを拒んだ。だから、彼はイスラエルの王としてはふさわしくないとされた。このことは、以降のダビデの姿、その後の王たちの姿を見る上でも大事な指標となる。もっとも、それらの王に対する扱いに比べると、サウルへの対応はとても厳しかったとも言えるのだが。最初の王であるがゆえ、と見るべきだろう。
 
第一歴代誌　11:1-3
　ダビデがイスラエル全体の王になるまでには、しばらくかかったことがサムエル記には語られている。が、ここではそのあたりは省略して、サウルが死んでから7年半経った時の場面に飛んでいる。イスラエルの民の言い分は、真実とは言いがたい。全イスラエルがダビデを認めていたのは、彼が世に出た頃であり、サウルと対立してからは敵対していた。サウルの死後もすぐに迎えに来たわけではない。だが、この言葉からすれば、彼らはようやく、神がダビデを任命されたことを思い出して、ダビデに国を託そうと決意したのだろう。過ちはある。でも、もしそこで悔い改めて神の御心に立ち返るなら、その先には道が開かれる。ダビデの存在はイスラエル全体の祝福となったのだ。
 
第一歴代誌　11:4-9
　都となるエルサレムがエブス人から奪取される。この町はヨシュアの時代以降全面攻略ができず、服従させるのが精一杯だった。サウルが死んでイスラエルが混乱したので離反したのだろう。だが立地的にも、ここに敵対する勢力を放置することはできない。それに、良き要害であるので、王の都とするのにはちょうど良いと考えたのだろう。確かにエルサレムの防御は強かった。そして歴代誌がこの出来事を記すのは、後々の人々にとってはまさにエルサレムの存在こそ希望の光であったからだ。9章にもこの町への強い関心が示されていた。ヨアブはダビデの甥だが、同世代のようであり、ダビデと共に戦い続けてきた人である。功罪はあるが右腕として存在感を示し続ける、頼もしい味方なのだ。
 
第一歴代誌　11:10-19
　ダビデ軍の中核を形成する人々が紹介される。10節の「彼を王とした」は、11:1-3ではなく、ダビデが逃亡生活をしていた頃からずっと共に歩んできたという意味である（15節）。三人とあるが名前は二人しか出てこず、第二サムエル23章からシャンマを加えるべきだろう。そこにある記述との食い違いは、著者の手元にあった記録が混乱していたためと言える。が、意図することは同じなので、著者が都合良く修正しなかったことを評価すべきだろう。彼らへのダビデの信頼は篤く、彼らもまたダビデのために尽くす思いが強かったようだ。水を主の前に注いだのは礼拝の意味で、こういう人々の活躍を神に感謝していることになる。
 
第一歴代誌　11:20-47
　最初の三人に次ぐ勇者として、アビシャイ、ベナヤそしてアサエルが挙げられるが、アサエルはダビデがユダの王であった時期に死んでいるので、これらを必ずしも同時に活躍したと考えなくても良い。ともかく、ダビデを支え、彼を盛り立てている勇者たちがたくさんいたことを歴代誌は記録する。それは荒廃し、衰退していた民に、かつての栄光を指し示し、神が許してくださるなら再びそれを取り戻せるはずだという希望を語るものになったことだろう。26節からのリストにも多くの人々が挙げられている。幅広い部族の出身が見られるので、これは全イスラエルの王となってからの陣容と言えるだろう。ちなみに、30人以上いるので、「あの三十人」のリストとは言えないが、入れ替わりがあったのかもしれないし、その呼び方自体がある種の立場を意味していたかもしれない。後の百人隊長も、必ずしも部下が百人とは限らなかったとも言われる。ともかく、ダビデに与えられていた軍事力は大きなものだった。41節にウリヤも登場するのは印象深い。
 
第一歴代誌　12:1-7
　ツィケラグは、ダビデがサウルから逃れてペリシテの地に渡っていた時に住んだ町である。つまりは、ダビデの命運が最も危ぶまれた時期に、彼の側についた人たちということになる。しかもここにはサウルと同族のベニヤミン部族からの人々が記されている。これらの人たちがイスラエル全体の中ではごく一部に過ぎないことは明らかだ。でも、こういう人たちの存在がダビデをどれほど励ましたかは想像に難くない。
 
第一歴代誌　12:8-18
　要害にいたとき、というのは、ツィケラグよりも前、ダビデがイスラエルの国内で逃げ回っていた頃だ。その頃、600人が集まっていたということはサムエル記にもある。ここにはガド族の人たちが記されている。サムエル記からすると、そうやってダビデの元に集まってきたのは、それぞれに理由があって、元の場所に留まれなかった人たちであるように見受けられる。歴代誌ではそういう趣旨のことは出てこず、もっと積極的な意味合いが込められているのだが。人の現実を考えれば、それは両方の意味があったのだろうと推察される。そう、様々事情はある。でも、結局のところ、どうすることにしたのか、それが真価を指し示していくのだ。
 
第一歴代誌　12:16-18
　ダビデの側でも集まってきた人々のことを警戒したようである。当然だろう。彼の状態は、何一つ期待できるようなものはなかったのだから。でも、アマサイが語った言葉によって、彼らは同じ心、同じ所に立つ者としての思いを確認している。その礎になっているのは、神ご自身の意志である。神がダビデを導き、彼を王にすると決めておられる、そのことを受け止めるからこそ自分たちは共に行動するのだというこの姿勢は、物事に向き合う時の大切な姿勢と言えるだろう。
 
第一歴代誌　12:19-22
　ペリシテ側に滞在していた時のダビデは、かなり危うい立場にいた。サムエル記ではそのぎりぎりの状況が語られていて、ダビデが自滅の危機に瀕していたことも告げられている。だが神ご自身が介入して、それを守り支えてくださったわけだ。そのことがここにも記されている。ダビデがペリシテに身を寄せたことの是非を聖書は告げていない。だが、神の特別な守りがなければ大変なことになっていたのだ。王になる話も、むろん消えてなくなるようなものだ。やはりダビデは神によってこそ支えられる。それは共に歩もうとした人々にとっても、である。そして、それこそが最も良きこと、である。
 
第一歴代誌　12:22
　逃亡状態のダビデにとって、こうやって人々が集まってくる様子は、大きな励ましだったことだろう。この12章に出てくる記録はサムエル記にはない。書かれた時代がずっと後なので、こういう記載がイスラエルの中に混乱の火種になる可能性がすでになかったことも理由だと考えられる。そして、民全体の中にダビデを中心とした同じ思いがあったことを示し、なお神の助けは確かなのだと示す、積極的な意図が見出される。ふと、使徒18:10で神がパウロに告げた励ましの言葉を思い出した。そういう支えが誰にでも必要なのだとも考えさせられる。
 
第一歴代誌　12:23-40
　最後に出てくるのは、ヘブロンにいたダビデをイスラエル全体の王として迎えようとした人々、である。言い換えれば、最後の最後になって、ダビデを認めた人たちということになる。もっともここにはそういう批判的な様子はなく、民全体がダビデを迎えたことを大いに評価する形で書き記されている。イスラエルの民にとって大事なことは、経緯はどうであれ、ダビデが真の王として皆に認められたことである。もしもしの始まりは神ご自身の任命だった。それが受け入れられるまでに長い日々を要したのだが、でもここにたどり着いた。皆の祝宴は真の思いであったのだろう。なお、ユダ部族の人数が少なく、北方の民が多く数えられているが、この時すでにダビデはユダの王だったから、わざわざ大勢で集まる必要性はなかったのだというのが理由だと考えられる。
 
第一歴代誌　13:1-8
　神の箱はモーセの時代に作られたもので、神がイスラエルと共に歩んでくださることを象徴するものだった。もっとも、箱そのものが神の臨在をもたらすのではなく、これが「契約の箱」とも呼ばれているように、神と民との結びつき、人間の側からすれば「信仰」こそが神が共に歩んでくださっていることを示す大切な要である。ちなみに、バビロンによってエルサレムが攻略されたとき、この箱は失われたのだと目される。エズラ、ネヘミヤの時代に神殿が再建された時には、箱への言及は見られない。箱に込められた意義は大きいけれど、これが神の祝福の源というわけではないことは覚えておいてもいい。なお、箱には本来、さだめを刻んだ石の板と、マナの入った壺、そしてアロンの杖が入れられていたのだが、後の記述では石板しか語られておらず、時代を経る中で翻弄されてきたことが分かる。
 
第一歴代誌　13:1-4
　ダビデが神の箱を都に運ぼうとしたのは、それまでこの箱が辺境の地に置き去りにされていたからだ。もともとはサムエルの前、エリの時代にペリシテ人によって奪われ、紆余曲折があってキルヤテ・エアリムに取り残されていたのだ。サウルの時代に顧みなかったとダビデは言っているが、サムエルの時代にも同様であることを考えると、イスラエルがペリシテに抑え込まれていたからでもあるが、そのこと自体は必ずしも信仰的な衰退と同じとは言いがたい。ダビデ自身の思いはともかく、聖書全体の流れとしては、ようやく神の箱を民の中心の場所に置けるようになったという幸いと受け止めるのが良い。ただし、国の政治の中心と礼拝の中心が同じであるべきかどうかは別問題で、南北分裂の際に見られる神の意図は、むしろそれを分離したほうが望ましい、というようにも見えてくるのだが。ともかく、ダビデの意図はとても単純明快で、それ自体には曇りはない。
 
第一歴代誌　13:1-4
　ダビデは民に呼びかけ、民の合意を受けて行動している。サムエル記にはそのあたりは記されていない。王といえば、民に君臨して自らの権威で物事を決めていくというふうに感じられるが、聖書にはそうではなく、神によって立てられた王もまた、民と共に考え、皆の受け止め方を通じて御心を確かめつつ、というふうにしている様子も見える。むろん常にそうではなく、一人で突っ走ることも多々あるのだが。でも、神が立てられた王というものの意味を考えると、王としての責任と、そしてまた、民と共に神の前に立つという両面性はとても大事なことだと考えられる。
 
第一歴代誌　13:5-11
　悲惨なことになったが、原因は大きく二つある。一つは、ウザの安易さである。神の箱は長く彼の家に置かれていた。その分だけ思い入れも強かっただろうが、同時に、身近に過ぎたのかもしれない。本来は、誰の目にも触れないところに置かれていた箱で、近寄れるのは祭司だけとなっていたはずなのだ。箱が車から転がりそうになって押さえようとしたのには何ら邪心はないが、もし神への恐れがあったら、むしろ飛び退いて逃げるだろう。さもなければ、死を覚悟して押さえるか、である。燃えさかる松明が落ちてきたと想像すればいい。身を避けるか、それとも大事な松明だからと大やけどを覚悟で抱えるのか。
 
第一歴代誌　13:7
　この事態のもう一つの原因はダビデである。神の箱は運び方が定められていた。彼は熱意があったけれど、神の定めに十分に注目していたとは言いがたい。箱はかつぐのであって、車に乗せるのではない。定め通りなら、落ちそうになることはなかった。律法への思いがはたしてどれだけあったのかは、旧約を読みながら考えねばならないことだ。たとえば過越の祭りも、サムエル、ダビデ、ソロモンの時代にはまったく言及されていない。書いていないので行われていなかったと言えるかどうかは不明だが。いずれにしてもダビデが慎重であれば、いや、ごく単純に、指し示されているとおりにしていれば、この事態にはならなかった。
 
第一歴代誌　13:11-14
　驚愕したダビデは、神の箱を都に持っていくことをためらっている。神の刑罰が都に降りかかるのではないかと恐れたのだろう。それでオベデ・エドムの家に置いた。ガテ人（ペリシテの町）と書いてあるが、この家が神への敬虔な姿勢を持っていたことは見られるので、ペリシテ人ということではなくて、ガテの町と関わりを持っていたのでそうあだ名されていた人、ではないか。オベデ・エドムの家がどこにあったのかは不明だが、おそらくペリシテの領域にも近いほうだったろう。結局ダビデは神の箱を辺境に残している。だが神はオベデ・エドムの家を祝福されて、神の箱が恐怖の元凶ではないことを示されている。人は、物体にとらわれすぎるのだ。
 
第一歴代誌　14:1-2
　神の箱を都に運び入れるという話の途中で、この14章が書き記されている。時間的な順番通りでないのは明らかだが、歴代誌の著者は慎重に意味合いを考慮して書き進めているので、これは決して紛れ込んだというようなものではない。ダビデは神の箱運搬に失敗し、自分は神から見放されているのではないかと不安を懐いた。それに対して14章は、神がダビデを深く顧みてくださっていることを様々な出来事を重ねて書き記すことで明確にしている。それだから15章で運搬は再開されているのだ。ダビデがこれらの出来事によって悟ったと言うよりは、読者に対して、神がダビデを深く顧みておられたことを指し示すのだ。そのことはバビロン補囚以降の民にとって、様々な過ちがあってもなお、神はしっかり民を顧みてくださるということはあるのだと勇気を与えられるものだったに違いない。
 
第一歴代誌　14:1-2
　ツロはイスラエルの北方にあり、豊かな山林を持っていた。2節の言葉からすると、ヒラムのほうからダビデに連絡をよこしたようである。むろん彼としては、勢力を拡大し続けていたダビデとは友好関係を築くのが良いとの判断からだろう。でもダビデとしては思いもよらない援助で、まだまだ途上を思っていたのに有力な国が向こうから握手を求めてきた、それも「手助けしましょう」と呼びかけてきたのだから、これは実にうれしい。そしてダビデは、自分が神に深く顧みていただいていることを実感して、何よりそれを喜んでいるというのが、この箇所の意図である。ちなみに14章の出来事のうち、どれが神の箱運搬の途中にあったのかは不明だ。全部ではないだろうが、どれか一つは、その狭間でのものかもしれない。それに合わせて、他のことも重ねて書き記しているわけである。
 
第一歴代誌　14:3-7
　3章にも似たリストがあり、そこにはエルサレムに来る前の子どもたちも載っている。趣旨としては、エルサレムに来て、ダビデはますます神によって祝福されたということを示すものだ。子どもが多いことは豊かな幸いであるというのが、昔からの観念である。そこには同時に、ダビデに数多くの妻がいたことも出ているが、この箇所の言い方からすると、そこに批判的な様子はない。旧約聖書全体としては、妻が多いことは争いの種という認識が見られるが、個別に批判されているのはソロモンくらいである。それは決して多妻を推奨しているのではないのだが、でも、問われるべきことはもっとほかにある、ということなのだと考えられる。バテ・シェバの事件は、彼女が既婚者だったからの問題で、そうでなければあの混乱は生じなかった。聖書のこういう感覚、物事の軽重の扱い方は、心に留めて置いた方が良い。人はその見極めをしばしば間違える。
 
第一歴代誌　14:8-12
　ペリシテは、サウル王の時代にはまだまだイスラエルを圧倒していた。サウルは奮闘し、必死に対抗し、でも、それは成功とまでは行かなかった。だが、ダビデが王になったとき、これはまずいと考えたのだ。ダビデ自身の力量もそうだし、イスラエル全体が一つになったことも脅威だった。町の数、民の数としては、イスラエルは圧倒的に多かったのだから。それで即位後間もなく、態勢が整う前にと戦いを仕掛けた来たわけである。ダビデの側としては厳しいところを突かれたということになる。だがダビデはこの戦いに勝った。しかも大事なのは、神の指示に従って戦い、その通りに勝ったことである。この勝利は、神がダビデに味方してくださっていることのしるしとして受け止められるものだった。繰り返すが、歴代誌は語るのだ。ダビデは神によって顧みていただいている、と。そのことがダビデに与えられた約束につながり、そして、後々の民にとっては神との関わりにおける拠り所となる。
 
第一歴代誌　14:13-17
　ペリシテとの戦いは続いた。今度も神の指示を求めたわけだが、前回成功したのとは別の方法が示されている。それに従い、そして勝利したことは、戦法がよかったから前回の勝利があったのではなくて、神の助けと、そしてその神に聞き従おうとする姿勢が大事であったことを明らかにするものだ。ダビデはペリシテを完全に滅ぼしたわけではない。だがその生涯を通じて、圧倒的に彼らを抑え込んだのは確かだ。あれだけ苦労した敵に対して、全面的な勝利を得た。ダビデの力は周辺諸国に認識され、それはイスラエルの平穏に大きく貢献するものとなっている。一切は神の助けのゆえであるのだと、この書は語る。そして、ダビデがそうやって顧みていただいているということを指し示し、彼が再び神の箱運搬に取り組む、その礎が築かれていく。どの人であっても、神の確かな顧みを知るときにこそ、その歩みを勇気を持って踏み出せる。逆に、そうでないとしたら、はたして誰が歩み出すことができるだろうか、ということでもある。
 
第一歴代誌　15:1-3
　13章でしくじったダビデは、13:14によれば3か月、逡巡したようである。だが14章に記されているように、神がダビデに対して注いでいる祝福が切れてしまっていたわけではない。必要なのは、ちゃんと御言葉に沿って歩んでいくことである。歴代誌は、補囚後のユダヤ人に対してそのように告げる意図を持って、この箇所を記している。それは今の私たちにとっても同じだ。なお、前回の事態は、言われた通りの手順を踏まないので神が怒った、という意味ではない。だが、御言葉を無視すると、たとえ志は悪くなくても、問題が生じやすいのだ。ダビデは思い知り、今度はしっかりと律法を確認し、だからレビ人に担がせたわけである。御言葉に聞くことは、とても重要なのだ。
 
第一歴代誌　15:4-10
　この記録はダビデが事に慎重に望んでいることを示しているようだ。ケハテ、メラリ、ゲルショムはレビ族の三本柱である。8-10節に出てくるのはケハテ族の中に含まれている氏族で、契約の箱を運ぶ役割は、もともとこのケハテ族に任せられていたものだ（民数記4:15）。そのことを確かめたからこそ、ダビデは彼らを呼び出したのだと言える。箱の運搬だけだからケハテだけでも良いとも言えるが、重要な取り組みなのでレビ族全体を行列に参加させたということだろう。この出来事を慎重に、かつ、盛大に行おうとしているダビデの思いが分かる。
 
第一歴代誌　15:11-15
　13節の言葉からすると、最初の時にダビデは祭司らに相談しないで事を進めようとしたようだ。ダビデの神への熱心は疑いようがないのだが、神への礼拝に関する儀式面は祭司らこそが携わるべきものとして定められている。どれほど偉大な王でも、信仰深い王でも、祭司がなすべきことを自分でしてはいけないのだ。サウルがサムエルを待たずにいけにえを捧げた出来事（第一サムエル13:8-9）を思い起こす。むろんダビデとサウルは違う。それでも人は、似たようなことに陥りやすいのである。ダビデは踏みとどまったのだと、歴代誌はそういう思いを込めてこのように書いているのだと受け止めて良い。
 
第一歴代誌　15:16-24
　ダビデの時代の合唱隊についてこのように詳しく書き記しているのは、なかなか興味深い。ダビデは音楽の才能があった人として有名で、詩篇もたくさん作っているわけだが、この合唱隊の系譜が歴代誌の時代にまで継承されていたわけではあるまい。むしろこれは、歴代誌の時代において人々が改めて合唱隊を編成し、神の前に歌い、人々の礼拝を支え導く役割を果たさせようとしていた、あるいはそのことにためらいを覚えていた、そんな状況の中で、かつてもこんなにしっかりと取り組んでいたのだと指し示す意図があったのだと言えるだろう。その後もずっと、聖書にあるこのような記載は、多くの歌い手たち、音楽家たちを励まして、礼拝に関わる賛美のために尽力する取り組みを後押ししてきた。
 
第一歴代誌　15:25-29
　ダビデはこの運搬を指示しただけではなく、自らでかけていって、共に歩み、そしてその喜びを大いに表現した。13:8でも「力の限り踊った」とあるから、前回の失敗を取り返そうというようなことではなく、もともとからの思いなのだろう。妻のミカルがそんなダビデをさげすんだのは、王としての品位がどうということよりも、神に対するダビデの思いを理解していなかったということだ。時として、神にあってなそうとすることが回りに理解されず、奇妙にしか受け止めてもらえないことがある。それは残念なことだが、そうであればなおさら、人はそれぞれ、自分は神の前にあったどう生き、どう行動するのかを、よくよく考えて、見定めていくことが必要だと言えるだろう。ミカルはサウルの娘であるが、息子だったヨナタンなら、きっと一緒に踊っただろう、とも思うのだが。
 
第一歴代誌　16:1-3
　神の箱を運び入れることができた喜びから、ダビデは神に対しては礼拝を捧げ、民にもその喜びを分かち合おうということで、贈り物を配っている。民を祝福するのは本来祭司の役割だが（民数記6:23-27）、このあたりの時代は祭司の位置づけが不安定になっていたことも影響するのだろう、サムエルの例のように、他の霊的指導者がその役割を果たす事例が見られる。もっともこれは、サウルのしたこととは違う。彼は自分の都合から儀式を行ったのだが、ダビデは民と共に神の幸いを喜ぶためのものである。もっとも、かつてモーセがしたような部類の、民のための祈り、民の罪のための祈りは出てこない。神殿建設時のソロモンの場合ですら、民の祈りを聞いて欲しいという求めまで、である。とりなしは、やがて御子ご自身によってなされるところに、その頂点がある。
 
第一歴代誌　16:3
　ダビデがパンなどを民に配ったということが記されている。神の祝福は内面的、霊的なものであるのだが、同時にそれを受けた者たちは、物的なものによって互いに分かち合うことが、新約においても、神の民にとってごく自然な行為として語られているのは、覚えておきたい。手にした良きものその自体を分かち合うだけでなく、手にしている幸いを総動員して、という様子だ。むろん王であるダビデ、しかも国を統一できたからこその行為であって、誰にでもできるわけではないのだが。当時の正確な人口は不明だが、第二サムエル24章の数字を参照すると、数百万人くらいだろうか。個々人の割り当ては些細なものでも、全体としては厖大な費用だったことになる。ダビデの心意気、というところか。
 
第一歴代誌　16:4-6
　当時のイスラエルでは、礼拝に関する事柄が混乱していたはずだ。サウル以前には祭司エリの家系は続いていたが、でも、祭儀の中心はサムエルが担っていたので（それは祭司たちに問題があったからだが）、律法通りの態勢とは言いがたい。そしてサウルは祭司の家系を切り捨てたので、ダビデの時には生き残った人々によってようやく再興が図られていたのだと見て良い。しかも、祭壇は相変わらずギブオンにあり（16:39）、神の箱だけがエルサレムにある。分断されたようなものだ。こういう状況からも、ダビデは祭司だけでなくレビ族に礼拝所での役割を果たさせるべく、こういった対処をしたのだろう。レビ族が礼拝のために仕えること自体は、律法の中でも定められていたことではある。
 
第一歴代誌　16:7-36
　レビ族の役割には、音楽に関するものがある。彼らが最初に歌ったものとして、ここに記されているものは、詩篇の中では105,96,100,106などに載せられているもので、それらをつぎ合わせるような形になっている。もとの歌はおそらくダビデの作だろうから（明示されていないものもあるのだが）、それをアサフたちに編集させたということかもしれない。その内容は、神が民を守り支えてくださって、それで今日の幸いがあるのだという信仰の告白である。これはまさにダビデ自身の思いであるが、それが民全体のものでもあることを切に願っているということだろう。ダビデの時代には、どうやら民はこういう意識を保っていたように思われる。彼は国の安定だけでなく、民の信仰の安定をももたらした、確かに偉大なる王であったのだ。
 
第一歴代誌　16:8-22
　どんなことが歌われたのかを見てみよう。8-22節には神の偉大さが歌われている。とりわけ、神が約束を果たしてくださったことに注目して、この方はほめたたえられるべきなのだと告げる。ダビデの時代、人々はまさに、神の約束が実現したことを体感していた。ここまでの道のりが安楽だったわけではない。神の約束があっても、すべてが平穏無事だったわけではなく、むしろ多くの苦しみを民は経てきたのだ。途中では、神の約束など意味がないと思いたくなったこともあり、希望は失われたという思いにもなった。民自身が神から離れてしまったこともある。でも、こうしてたどり着いてみて、人々は確信するのだ。神は真実に約束を果たされたのだと。約束の成就、これこそ神も最も偉大な姿であることを、聖書は繰り返し告げている。
 
第一歴代誌　16:23-33
　次に歌われているのは、神の偉大さは全人類のためのものだ、ということである。神はイスラエルだけのために存在しているのではない。もし、その程度だとしたら、それは数多く祀られている神々と同じだ。自分の民だけを顧みるのだとしたら。イスラエルも、そういう思いになったことは多く、これからもそうだろう。でも、少なくともここでは歌われている。神は全世界にとっての神なのだと。そのことを世界に対しても高らかに叫ぶのだと、それが祝福を受けた民としての使命であることを、この詩は歌う。残念なことは、この感覚は受け継がれていかず、自分の幸いだけしか考えないのが、人の常になってしまっているのであるが。
 
第一歴代誌　16:34-36
　35節の言葉は、ダビデの時代以上に、歴代誌の書かれた時代の人々にとって切実なものだ。そしてこの詩全体も、その時の人々にとって大きな意味を持つ。彼らは自らの罪によって神から遠ざけられたのだ。それで終わりでも文句は言えない。でも、かつてモーセが訴えたように（出エジプト32）、神はこの民を導くと約束された。人々がすがれるのはこの約束のみである。そして、それゆえにこそ、どれほど罪深くても、それでもなお人々は諦めず、投げ出さず、神の助けを待ち望み続ける。復興後のユダヤは厳しい状況だった。彼らにとってすがり得るのは、まさに、神の約束だけなのである。そして主なる神が全地の神であるからこそ、今の自分たちがいる。ユダヤ自身には何の力もなく、神の助けを得てもなお、ペルシアなどに対抗できるはずもないと痛感させられる彼らだが、でも、そのペルシアも他の国々も神の御手の下にあるのなら、それなら、道はあり得る。歴代誌はダビデの時代のこの詩を書き記しながら、自分たちへの激励として受け止めていたに違いない。
 
第一歴代誌　16:37-43
　ここに記されていることからすると、神の箱はエルサレムに、主の幕屋はギブオンにあったことになる。幕屋は、民の礼拝の中心地として用いられ、旅の間は文字どおりに真ん中に置かれていた。定住した時に、ヨシュア18:1によればシロに設けられたのだが、エリもここで神に仕えていた。この町の近くには祭司の町と呼ばれるノブもあるので（第一サムエル21-22章）、サウルの時代にもここにあったのだろう。ただ、サウルが祭司たちを殺し、あるいはペリシテとの戦いがあり、それ以前にすでに神の箱が失われていたことから、シロの意義は失われて、ダビデの頃はギブオンに設けられていたのだろう。律法によれば定着すべきという指示はないので、移動すること自体は問題ではないが、イスラエルの混乱を示すものとは言える。その意味でもダビデは恒久的な幕屋を意図することになるのだが、この時点ではまだ、神の箱を持ってきただけで、天幕自体も移設することは持ち出していない。ダビデの思惑がまだ定まっていない状況が描写されている。
 
第一歴代誌　16:40
　それにしても歴代誌が幕屋の存在について強い関心を示しているのは、彼ら自身の時代において、国の復興を示すものとしての神殿再建がなされ、人々が神への礼拝を軸として歩み始めていたことが関連する。あの栄えたダビデの時代にも、神を礼拝するための取り組みが熱心になされていたのだということを示しつつ、自分たちもまた同じ道を歩んでいくのだという意図が見えてくる。歴代誌の時代には神の箱自体はすでに失われているので、なおさら人々は、神への礼拝の場を整えていくことに全力を注いだ。それが後々までの神殿に対する強い意識を生んでいくのでもある。それに比べると今日は、場所よりも中身のほうが重視されているわけで、神への礼拝ということは常に大事にされつつも、その具体化においては結構、時代、状況に夜変遷が見られるということになる。
 
第一歴代誌　17:1-6
　ダビデが神殿建設を志したことについて、聖書は基本的に好意的である。預言者のナタンも当初は賛同したくらいだ。ダビデは、神の箱と祭壇を同じ場所に置くことを意図したのだろう。その部分こそ、律法の定めからしても当時の状況は望ましくないものだった。その位置が都のエルサレムであることは、旅の途中で幕屋がどこに置かれたのかを考えれば、しごくまっとうな発想でもある。もっとも、天幕よりも建物、という1節の言い方には少し首をかしげる。神の箱は天幕に、というのは神ご自身の定めである。4-6節の神の言葉からすると、ダビデは自分の思い上がりに震え上がったことだろう。ただし、あの天幕はすでに失われて、ダビデが考案した仮の場所だったのだろうか。だとすれば、ダビデの思いはよく分かる。しかし、人は常に、神の御心を聞く必要がある。
 
第一歴代誌　17:4-6
　この言葉からすれば、神は明確に、建物としての礼拝の場所を否定なさっている。神が意図したのは天幕であり、当然にそこには意味がある。仮の住まいであることもまた、意味がある。もしもダビデが、現在のものをみすぼらしいと思ったのであれば、それを刷新することを意図すれば十分だった。モーセの時代から、その部品がまったく劣化していないはずはないのだから、当然に取り替えはなされてきたはずだ。むろん、天幕形式を絶対と言うわけではない。変更もあり得るだろう。時代により、機能的な必要にもよって、変更はあり得る。だからこそ、自分の熱意ではなく、ちゃんと問い掛け、指示を仰ぎ、その上で、であることが必要だ。神はそのようにダビデを導いてくださっている。
 
第一歴代誌　17:4-6
　このような箇所は、聖書の読み方を検証するのに良い機会かもしれない。一般に、ダビデの行動は神に肯定されるだろう、という感覚が浸透しているし、また、立派な神殿を建てることを神は歓迎するだろう、というように受け止めている。そうするとこの箇所も、単に「待て」とおっしゃっているだけのように見えてしまう。だが、言葉そのものからすれば、神はやはり拒絶なさったのであり、そして17章ではもはや、神殿建設への言及はない。ダビデが再び神殿のことを言い出すのは、別の事件があったからだと歴代誌は語っている。神殿さえあれば何とかなる、などというものではないことを、歴代誌の時代の人々は嫌と言うほど思い知らされている。それでも彼らは神殿を建てた。そのことの意味合いを、エズラ記などを読みながら、よくよく問い直すべきだろう。
 
第一歴代誌　17:7-10a
　神殿建設ではないとすれば、この章の残りは何の話か。それは、民が、あるいはダビデが神のために労するという話ではなくて、神が民のために頑張ってくださっている、という話である。方向が逆なのだ。そして、聖書はずっとこの方向を語り続けている。それなのに人は、自分は、自分はと言い続ける。私が何をどれだけするのか、と言い続ける。中心にあるのは自分。だから、ちょっと思いがずれると、神などはそっちのけで、自分の思うように行動し始める。神への熱心は良いこととされる。だがもしその前提として、神ご自身の熱心ということを見ていないとすれば、献身的思いがどれほどあっても、実は危ういものに過ぎない。
 
第一歴代誌　17:10b-15
　前の部分の論理そのままに、神はダビデに対して、ダビデが神のために、ではなく、神がダビデのために、こそが重要なのだと告げる。ダビデが神に熱心によくやっていることは、皆が承知していることだ。でも神は、その点をどう評価しているかよりも、神の恵みがダビデに注がれているということをこそ重視する。息子が王座に就くのは、王家として成立したことの証しだ。サウルは一代限りであり、それはどれほど偉大でも、家系としての王位ではない。ダビデの子孫にも問題ある者たちはいた。でも神は、この約束を400年も保持し続けている。最終的には、いったん滅ぼすのでなければ立ちゆかないところまで堕ちてしまったが、神はダビデへの約束に徹底的に忠実であり続けられている。それが神のなさり方なのだ。だとすれば、御子の犠牲によって与えられたこの命、この約束については、神はどこまでも関わり続けてくださると信頼できるはずだ。こんなにどうしようもない人間たちの実状を越える神の恵みである。
 
第一歴代誌　17:12
　この言葉は、やがてキリストによって実現するものとして語られることが多い。補囚からの解放以降には、もはやダビデ王家は存在しないのだから、その上で、神はこの約束をどのようにして守り続けられるのか、ということを尋ね求めようとするのは必然ではある。そして現に神は、イエス・キリストという存在によって事を推し進められ、この預言がなお続いていることを示されたのだから、それを意識して読むのは当然ではある。もっとも、ダビデ自身の時代には、そのことはあまり意識されなかっただろう。私たちも、この箇所を見る時には、まずは昨日述べたことを思うのがふさわしい。メシヤ預言としては、むしろ、そっちのことを考えているときに、そう言えばというふうにここに戻ってくる、という読み方が妥当だろう。キリストへの道筋は重要だが、そっちだけに気を取られて、この箇所自体が告げる幸いを見落としてしまったら、もったいないことだ。
 
第一歴代誌　17:16-27
　ダビデは、神が告げられたとおりの受け止め方をしている。ここにはもはや、神のために家を建てるという意識は出てこない。ひたすら、神が与えてくださる恩恵を見上げ、そのことに感謝し、それこそが自分や一族を守り支えるものであることを語る。ダビデはいわば神から自分の考えを拒否されたわけだ。それも、良きことだと確信していたことを、である（今でも間違った計画だとは考えていない）。でも、自分の業がどうかよりも、神がここまで祝福を注いでくださる、そのことこそが重要だと彼は認識している。これがダビデの信仰であり、私たちも追い求めるべき姿である。
 
第一歴代誌　17:17
　ダビデの喜び、感謝は、神が自分に目を留めてくださっていることを、驚きとして受け止めているからである。ダビデくらいに頑張れば、誰でも功績を認めてほしい、良くやったとほめてほしいと考えるものだ。でもダビデは、自分などが神に目をかけられていることそのものに驚嘆すると言うのだ。聖書全体からすれば、神は人に対して切なる思いを持って関わり続け、目を注ぎ続けている。まさに大いなる関心事であるのだ。私たちは自分たちに注がれる神の思いは決して失われることはないのだということを、強く意識すべきである。人は神の目には高価で尊いのだ。その意味では、ダビデの言い方は神の愛を忘れているものだと指摘され得るようなものだ。ただ、それなのに純粋に神の恩恵に驚き、喜んでいるところに、蛇尾での意義深さを思う。
 
第一歴代誌　17:21-22
　神がこれほどまでに恵み深い方であることを、ダビデは自分の家系の話としてだけでなく、イスラエルの民に注がれている祝福という点でも注目している。そう、旧約聖書はまさに、神のそういった驚くべき恵みを土台にしてなりたっている。こういう視点は大事である。自分のことだけにしていると、思い込みが過ぎたり、または、自分の状態が混乱してしまうと一気に自信喪失、神への期待も喪失となりかねない。だが、自分一人ではなくもっと長い年月、そして多くの人々に注がれている神の祝福であるのなら、この幸いだけは決して変わらないと確信することができるだろう。自分一人の熱心などでは、とうてい立ちゆかない。民と共に神の祝福を受けるのだ。そのためにも、自分のことだけでなく、民のために、その祝福を切に祈り続けたいものだ。
 
第一歴代誌　17:25
　御前で祈る勇気、そうである。よくよく考えるならば、神に祈ることも存外であるし、神が自分を祝福してくださるようにと祈るのも、何とも傲慢というか、そんな願いを持ち出せたものだと言われてしまっても仕方のないものだ。でも、私たちは祈れる。理由はただ一つ、神がそのようにするとすでに言ってくださっているから。そして、神は最善に事をなしてくださるのだと信頼しているから。だからこそ私たちは、どれほど拙いものであってもなお、神に堂々と、積極的に、多くを期待して祈ることができる。
 
第一歴代誌　18:1-8
　ダビデが地域一帯を支配していく様子が語られている。ペリシテは長くイスラエルの宿敵だったが、この時代には完全に圧倒された。ガテはダビデが亡命した先で、因縁が深い。同様にモアブはダビデの先祖が関係し、一時期は両親をモアブに逃がしていたこともあるのだが、それらを圧倒することで、ダビデが、いや、イスラエルこそがこの地を支配することが明示された。ツォバの王ハダドエゼルはユーフラテスまで勢力を伸ばしつつあったのだから強大な相手で、ダマスコのアラムは長くこの地域を支配していた勢力だ。両者を打ち破ったことでダビデはメソポタミアからエジプトにつながる地域に君臨したことになる。もっとも、かつてのカナン諸氏族とは違い、これらは滅ぼすのではなく、支配して、貢ぎ物を納めさせる方式になっている。安定した支配の確立と言えるだろう。
 
第一歴代誌　18:9-11
　ハマテはこの地域としては最北に位置する。ここの王はダビデの勢いを認めて友好関係を求めている。ダビデとしては相手を打ち倒すことが目的ではないので、この関係を歓迎している。ハマテとしては、ハダドエゼルの侵攻を止めてくれた恩人でもあったわけだ。ダビデは厖大な財を手に入れることになっているが、それらを「主のために聖別した」とある。自分の財として国の建設に使うこともできただろうが、8節にある青銅もしかり、ダビデは神のために用いることを意図して蓄えている。これは後に神殿建設に使うことになるのだが。こういう姿勢は息子のソロモンとは異なるものに見える。歴代誌時代に即して言えば、ダビデと同じ繁栄は無理だとしても、彼の姿勢を見習うことで、何とか国を再建していけるように、神の助けがあるようにと、切に願う意図が感じられる。
 
第一歴代誌　18:12-17
　ここにはダビデの家来たちが書き記されている。ダビデ一人が活躍したのではなく、側近たちも大いに頑張ったのだ。そうやって一人ではないことが記されているのを見ると、モーセの孤独性を痛感する。そしてこの人々、一癖も二癖もあるような人々だが、それをまとめ上げたこと、いや、彼らがダビデの元に集まったことに、ダビデのすごさを思う。歴代誌時代の人々からすれば、ダビデの再来を願ったのは当然だろう。せめて、ダビデが意図した平穏な日々を、ぜひともと願うわけである。ともかく、ダビデは一人ではない。モーセの孤独と見比べると、モーセがどれほど厳しい歩みをしていたのかが痛感させられる。
 
第一歴代誌　19:1-5
　ダビデとアンモン人の王ナハシュとの間に友好関係があったのかどうかは、聖書からは分からない。ナハシュはかつてヤベシュ・ギルアデを攻略しようとして、サウルに率いられたイスラエルに撃退されている。サウルへの憎しみから、サウルに追われていたダビデには好意的だった可能性はある。が、イスラエル全体にとっては敵である。すでに周辺領域を手中に収めつつあったダビデが、アンモン人を積極的に打破するつもりがなかったということか。安定した関係が築かれるなら、今のイスラエルにとってはアンモン人との戦いは必要がないと考えたのだろう。葬儀は外交の機会となると昔から言われている。形だけでも平穏を尊重するのが礼儀だからだ。でもアンモン側はダビデを警戒しすぎたのだろう。死者を侮辱して送り返した。ダビデが怒るのは当然で、ハヌンはそういうことも分からない愚か者だったということだろうか。この段階でイスラエルに勝つのは至難の業である。
 
第一歴代誌　19:6-15
　戦いを仕掛けて来たのはアンモン側である。自分たちだけでは力不足と悟り、アラムの町々から援軍を雇い入れている。そちら側としてもダビデに痛い目に遭ったばかりだから、団結して勝てるならぜひ、と考えたのだろう。ダビデ自身は戦いに至らせるかどうか決めてはいなかったようだが、こうなれば全面戦争である。ダビデ自身は出陣せず、将軍ヨアブが率いている。アンモンの町に向かったところ、アラムの援軍が背後から近づいており、挟み撃ちの事態になった。これはかなり厳しいことであるが、ヨアブが精鋭部隊を率いてアラムに向かい、弟のアビシャイが本隊を指揮してアンモンに立ち向かい、アラムが敗走したので、アンモン側も町に閉じ籠もって、戦いはあっけなく終結した。17章に告げられていた通り、ダビデの繁栄はすでに確かなものになっていたのである。
 
第一歴代誌　19:13
それにしても、イスラエルはつい先日まで、王のサウルが討ち死にし、ダビデも逃亡生活というように、弱体化の一途を辿っていたのに、これだけの勢力を持つようになるとは、周辺諸国も考えもしなかったことだろう。17章にあるように、神が守り支え、立たせて下さったからこそと、人々は痛感したのではないか。ヨアブたちの戦いそのものは、世の中の取り組み方とさほど違いはない。ただ、彼は言っている。「主が御目にかなうことをされる」。自分たちは自分たちなりに頑張る。結果は、神の御心のままに。神が顧みてくだされば勝てるのだし、そうでなければどうにもならない。個々の行動の是非は様々あるが、こういう基本姿勢を保持し続けられれば、少なくとも神の前に居続けることはできる。物事の成否よりも前に、まずはここを基盤とできたらと願う。
 
第一歴代誌　19:16-19
　アラムは、あの地域一帯に広い勢力を持っていた。共通語がアラム語と呼ばれ続けるのも、それだからこそである。もっともアラムは統一王国は形成せずに、それぞれの都市国家で栄え、同じ民族として協力し合うというやりかたをしていたようだ。それで、ダマスコあたりのアラムはユーフラテス方面の同族に加勢を依頼して、大軍が終結している。個別の町ならばまだしも、こうなると戦いは厳しい。だが、結果はダビデの大勝利であった。この戦いには意味があり、アラムの勢力はアンモン人に加勢することをやめ、ダビデとは穏やかなつきあいを選択するしかなかった。イスラエルとしては安定のための大きな一歩である。歴代誌の時代について言えば、後にイスラエルは、ユーフラテス方面の勢力、アッシリア、そしてバビロンによってひどい目に遭わせられた。今でもペルシアの支配下である。でも、かつては互角に立ち、堂々と独立を確保したこともあったのだというこの記録は、人々に何が必要か（神にこそ頼ること）を考えさせる機会になったことだろう。
 
第一歴代誌　20:1-8
　アンモン人に対する決着が記されている。この地域には様々な民族がいたが、扱いはそれぞれで異なっている。モアブは貢ぎ物を送りながらも一応独立を保持し、アラム系の町やエドムは代官を置く。ペリシテは圧倒されつつも独立を保ったようだ。だが、アンモンは徹底的に隷属させられている。それぞれの状態による違いだと考えられる。ただ、すべてを滅ぼしてイスラエルだけが残るというやり方にはなっていないことは、覚えておきたい。イスラエルに必要なのは、自分たちが神の前に平穏に歩んでいける環境である。世界にイスラエルだけが存在することを意図するものではなかったということである。このやり方のゆえに、後々にはまた反撃が起こり、苦労が伴うが、それでもである。ペリシテについては、長くイスラエルと戦い続けてきた民族だが、この決着によって、以降、ペリシテは国として独立した状態を保っているけれど、かなり長い時代、イスラエルにとって脅威になることはなかった。
 
第一歴代誌　20:1-8
　20章で注目させられるのは、あのバテ・シェバ事件が出てこないことだ。20:1にはダビデが都に留まっていたことが指摘され（それで事件を起こした）ているので、著者が知らなかったはずはない。だが、あの事件はダビデの個人的な罪である。そして歴代誌は民としてのイスラエルに注目している。だから、21章の過ちは記録するが、バテ・シェバのことは語られていないのだろう。個々人としてはダビデのこの罪は深刻である。だがそれは民全体の心掛けでどうこうできるものではない。そう思うと、なおさら、あの事件は重たいのだが。ダビデが動けなくなっている一方で、彼の家来たちはちゃんと活躍し、民の平穏のために奮闘している。事はダビデ一人ではなく、やはり民全体として、である。ダビデの再来を待望する人々は多かっただろうが、救い主に関すること以外では、むしろ、民全体の取り組みが重要なのだ。
 
第一歴代誌　21:1-6
　この出来事は、ダビデの犯した罪として、強く語られている。むろんダビデにはほかにもいろいろと間違いはあるのだが（バテ・シェバの件以外にも）、聖書が明確に断罪しているのはこの二つである。人口調査は王の行為としてはごく当たり前のもので、どの国でも、いつの時代にも調査は国の統治の基本である。聖書の中でも何度もなされている。民数記という書名自体が、まさに人口調査でもある。だが今回のダビデの行動は神から罪として処断された。その理由について聖書は明言していないが、一連のことからすると、ダビデが自らの繁栄を軍事力として考え、しかも自分の力として考えたため、と理解するのが妥当だ。イスラエルの戦いは常に、神が共にいれば勝つし、そうでなければ勝てないものだ。人数でもないし、戦闘力の問題でもない。旧約はそのことを何度も語っている。だが、この時のダビデは自らの繁栄保持を、神に頼ることではなく、国としての力量に求めてしまったのだ。それは神を忘れるのに等しい。イスラエルにとって、ダビデ自身にとって、その根幹を否定する行動だったのだ。
 
第一歴代誌　21:3-6
　王の命令に、ヨアブは反対している。ヨアブの言動は必ずしも良いとは言えない。だがこの時のヨアブは、ダビデの命令が深刻な意味を持っていることに気づいている。彼の反対は神への熱心さのゆえではないかもしれないが、神の助けを失ったら国の安定を損なうのだと考えて、抵抗しようとした。神ご自身への熱心さが重要なのは言うまでもない。だが、とても利己的に考えてもなお、神に従い続けることは重要だという結論に到達するはず、それなのに人はしばしば自ら悪を選び、自らを破滅させている。その深刻さを、愚かさを、この時のヨアブから学ばせられる。
 
第一歴代誌　21:1
　旧約ではごく例外的にしか出てこないサタンへの言及がある。しかも、サタンがダビデをそそのかしたのだと告げられている。事は言うまでもなく、ダビデの罪である。サタンのせいにして、自分には責任がないなどという、そんな話を持ち出す余地を与えるような意図は、聖書には皆無だ。ここでもサタンはすぐに姿を消している。話としては、ダビデの思いつきとして語られても問題はないし、十分に正確な話でもある。それでも聖書はあえてサタンについて触れる。17章以降、ダビデが神の祝福のもとに歩んでいる様子が語られてきたからこそ、そのように良い状態の者であってもなお、こうして悪に堕ちることがあるのだと読み手に痛感させるため、油断するなど語るため、人の思いを凌駕する存在としてのサタンが言及されている。この緊張感は、私たち人間、弱き者にとっては必要なのだ。
 
第一歴代誌　21:6
　ヨアブは王の指示を少しでも軽減しようと考えたのだろう。王への抵抗というより、神の前に、という思いだったかもしれない。それで、レビ族が統計から外されている。彼らは神に仕える者として特別な役割を与えられていたので、そんな者たちの人数など数えるのは恐ろしいことだという意味だろう。ベニヤミンについては、前のサウル王の出身なので、ダビデの支配下には入っていない人たちもいるのだぞ、という暗黙の声とも言える。実際にはベニヤミン出身でダビデに深く仕えている者もいるので、象徴的な意味合い以上のものにはなりえないのだが。王命に抵抗はできない、でも、事態を深く憂慮しているヨアブの姿が見える。私たちは誰かの悪を押しとどめる勇気を持ち得るだろうか。
 
第一歴代誌　21:7-8
　事をなしてから、ダビデは気づいたようである。自分がいかに愚かなことをしたのかを。サムエル記からしても、ダビデは誰かに言われる前に、自ら悟ったようだ。バテ・シェバの時とは違う。そして、神の前に深く悔いる。悔いるのだったらしなければ良い、のだが、そうは行かないのが人間の現実ではある。だとすればせめて、ダビデのように率直に罪を認め、また、赦しを求める者であった方が良い。ここがダビデの信仰と言える姿でもある。神のために奮闘するよりも、神の前にひれ伏す姿こそ、である。
 
第一歴代誌　21:9-14
　この選択はダビデ個人の経験（若い頃の逃亡生活）からなのか、それとも民全体を思ってのことなのか、いずれにしてもダビデは、国全体が長い間苦しむよりも、神の御手による扱いの方を選んだ。結果的にはそれは、ダビデが思っていたよりも激しいものであったのだが（14節）、でも、神のあわれみによって軽減されているので、貴重な選択だったとも言える。それにしても、人数を誇ろうとしたダビデなのに、その国民が激減する事態に至ってしまったわけで、実に人は愚かしいと痛感する。
 
第一歴代誌　21:14-17
　ダビデが微かに寄り頼んだように、神が直接手を下されていたからこそ、ご自身があわれんでくださって、それで罰は一時休止となった。でもすでに被害は大きく、ダビデは自分のしたことの深刻さをよりいっそう痛感させられている。我が罪によって民が苦しむ。そんな事態を、自分の家族でなくて良かったと見物できるようなダビデではない。ダビデにできることは、ただひたすら神の前にひれ伏して、赦しを、あわれみを請うことだけである。そこに長老たちも共にいることが、バテ・シェバの時とは違う。これは国として、全体としての行為でもあったのだから。それゆえに共にいるのは当然ではあるが、でも、その存在は微かな幸いであることをも思う。
?
 
第一歴代誌　21:18-21
　祭壇を築いて捧げ物をすれば天罰が止む、というような単純な構図ではない。求められているのは、神の前で心を尽くした祈りであり、神の前に立つことである。そこには神ご自身の指示にそのまま従うという「神への信頼」も伴うから、もちろん祭壇は築かれるのだが。そしてダビデはまさにそのように、主の言葉に従って、その通りにしている。人はしばしば、神の前に謝るときですら自分の論理を持ち出し、あれやこれやとする。そこにいい加減さが含まれていない場合でも、だ。ダビデのような率直さをよくよく考えたいものである。
 
第一歴代誌　21:20-21
　エルサレムはもともとエブス人の町なので、それでエブス人オルナンが暮らしている。この様子からすると、平和裏に住んでいたようだ。御使いを見てもオルナンはさほど動揺していない。息子たちは身を隠したとあるから、オルナン自身は何も恐れる必要性、つまり、何かの罰かと不安がる必要性を感じていなかったと言うことか。もちろん人は完全ということはありえない。でも、せめて自覚的にはちゃんと胸を張って神の前に立っていられる、神がお怒りなのだというような時でない限りは、穏やかに神と共にいられるようでありたいものだ。だからこそ、王が目の前にいることに気づいた時にはひれ伏している。それは謝罪ではなく、王ゆえの態度である。
 
第一歴代誌　21:22-25
　王が民のための祈りに必要としているのだから、そのまま差し出しますと言っているオルナンの言葉は理解しやすいが、ダビデとしては自らの行為として祭壇を築き、捧げ物をするつもりがあるわけで、対価を支払うのは当然と考えているのも道理だ。この場面は値段交渉の駆け引きと考える必要性はないだろう。金で600シェケルというのは今の相場に当てはめると5000万円近くになる。今の土地の値段としては、当教会の敷地で考えればかなり手狭でそのくらいであるから、妥当なところか。この金額は、ダビデもオルナンも、ちゃんと向き合って、常識的に対処したということだと受け止めて良いだろう。
 
第一歴代誌　21:26-27
　ダビデは祭壇を築き、神への捧げ物をして、神の指示通りに神に祈った。そう、これは神の指示なのだ。人が神のご機嫌伺いのために何ができるかと画策するのではなくて、神に聞き従う姿こそが問われている。そして神もそれに直接的に応じられたのが、天からの火である。時々、神がその祈りを受け止められたことを分かりやすく示すために、こういうやり方が用いられる。御使いが剣を鞘に収めたというのが、はっきり見える形でのものだったのか、それともダビデたちには疫病が終息したということによって分かったことなのかは不明だ。27節と28節の間に時間的な感覚があったとしてもおかしくはない。ともかく、神はダビデに予告したよりも早く、刑罰を取りやめてくださった。主の基本は怒りではなくあわれみであることを、聖書はしばしば語っている。
 
第一歴代誌　21:28-30
　本来は、モーセに指示されたあの天幕こそが、神への礼拝の場所である。それ以外の祭壇もこの当時は認められていたけれど、疫病の終息に伴う感謝の献げものであれば、会見の天幕に出かけていってするのが常識ではある。だが、ダビデはまだ恐れを覚えていたのだと書いてある。神の赦しを信じられないのかと、ちょっと戸惑うような語られ方であるが、人の本音というものだろう。そのこと自体は問題ではない。ただ、歴代誌はこの言い方と、それから22:1によって、会見の天幕という場所とは違う礼拝の場所が成り立っていく様子を語っている。すでに神の箱が会見の天幕ではなく都に安置された15:1でもそれは始まっているのだが。聖書はそれを否定的には語っていない。ただ、確かに異なる扱いということは意識されている。とすれば、神殿での礼拝のみとする必要性はもともとからしてなかった、という話にもなりそうであるのだが。
 
第一歴代誌　22:1
　聖書に記されている出来事がすべて正しいことであったとは限らない。それが信仰深い人々の行為であったとしても、である。ダビデが神殿建設のために備えたことは肯定的に扱われている。だが、歴代誌はそのあたりに微妙な言い方を伴わせている。ダビデは神の罰を恐れて、本来の「会見の天幕」に行けなかった。エルサレムでの礼拝は、疫病終息を願う場所としては妥当であるし（その場所だから）、神もそれを受け止めて下さっているが、事が収まった後では本来、あの会見の天幕でこそ礼拝すべきではなかったか。さもなければ、会見の天幕をエルサレムに移動させるべきだろう。だがダビデは、新しい主の宮を造ることを宣言している。それは良いものであるが、神の指示よりもダビデの発案であることは、神殿の限界性につながっていくようなものと思われる。人の手に拠らない神の宮がやがて待たれることになるのだが。
 
第一歴代誌　22:2-5
　ダビデが神殿建設の準備を始めている。禁じられたのではなかったか、と思うのだが、建設の栄誉はソロモンにあるので、準備は肯定されているのだと見るべきなのだろう。歴代誌はこの後、ダビデが相当の準備を進めたことを語るのだが、列王記ではソロモン自身の取り組みがより強く語られている。はたしてどちらの取り組みが大きかったのかを比較するのは容易ではないけれど、ダビデの強い意志が示されている。ただし彼はそこにソロモンの存在を強く意識して、息子に建てさせるという意味合いを大前提として取り組んでいく。神への熱心が源だが、息子への思い入れもまた強く表されている。歴代誌の頃の再建は、名もない人たちによる取り組みだ。歴代誌はかつても神殿と、ダビデ・ソロモンの繁栄を意識しつつ人々に励ましを与えようとしているが、建設者は大きく変わることによって、建設者の偉大さではなく、神ご自身の意志こそが祝福の源であることを強く指し示そうとしているのだと言えそうだ。
 
第一歴代誌　22:2-5
　材料調達の労力は、「寄留者」たちによって担われたのだと書いてある。肯定的に見れば、彼らがその方面での熟練工であり、その力量が採用されたのだとも言える。また、神殿がイスラエル民族だけでなく諸民族全体のためにも存在することを思わせられるものでもある。だが反面、イスラエルの民自身が取り組まないでどうするのだ、ということも考えさせられる。大変な仕事は支配している民に押し付けるのでは、この世の諸国と何も違いがない。後の民は自分たちのみで建てることにこだわった（エズラ4:1-）。歴代誌は当時の状況を書き記すことで、人々に自らのあり方をどう考えるのか、その材料を提示しているのだとも言えそうだ。これらの記述を見ると、神の祝福と賛同を見ると共に、「留保」をも感じさせられる。
 
第一歴代誌　22:5-6
　一連の準備は、ダビデがソロモンを後継者として考えていることを大前提とする。ダビデの心は定まっていたということになる。サムエル記・列王記ではソロモンの即位までには混乱があったと記されているが、これを見ると、アドニヤや彼を推奨した人々はダビデの意志を分かっていなかったということになる。それと共に、列王記冒頭のダビデは、そこにもあるように、そうとう弱っていたのだなということも分かる。混乱を避けるためには元気なうちに後継者に譲った方が良さそうでもある。が、その当たりのことは歴代誌が告げていることではない。
 
第一歴代誌　22:6-10
　ダビデからソロモンに、神殿建設についての指示が与えられている。8節の言葉は考えさせられる。17章では、ダビデが神のためにではなく、神がダビデのために、であることが告げられただけだったが、ここにはダビデには資格がないのだと指摘されている。その理由が戦い続け、血を流し続けた者だから、と言う。ダビデの戦いはほとんどのものについて聖書は肯定的である。むしろ称賛される。だが神殿建設の資格については、それはないと言う。ダビデを否定するものではないが、神を礼拝することは、戦いとは隔絶するはずのものであることが意識されているということになる。このことを考えるならば、目指すべきは戦いによって覇権を築くことか、それとも、戦いではない方法での繁栄を志すことか。この箇所を戦争否定といった意味合いに適用するのは無理があるが、戦いは神の本意ではないことは見ておかねばなるまい。
 
第一歴代誌　22:9-10
　戦い続けたダビデではなく、平和と平穏の時代を統治するソロモンによってこそ、神殿は建てられるべきなのだと告げられている。ソロモンという名前自体も平和と結びつくものだ。ソロモンがまったく戦わなかったわけではないし、ソロモンの戦いが少なくて済んだのはダビデのおかげであるのだが、それでも、平和と平穏の時代が強く評価されている。それは平和だからいい、ということよりも、平和のゆえに人々は安心して神を礼拝できるということがある。第一テモテ2:2にもその概念は出てくる。時に、混乱した世界のほうが人々は神を求めるようになると言われる。それも現実だろうが、神の意図される信仰はむしろ、平穏の中で人々が静かに、じっくりと培っていく信仰の姿ということになるのだ。
 
第一歴代誌　22:11-16
　ソロモンが神殿を建てるにあたり、必要なものがあるのだとダビデは語っている。資材と技術者についてはダビデが用意したと書いてある。ソロモンが建設を始めたのは治世の４年目であり、彼自身が十分な富を築くまでには至るはずもない。ダビデとしては、代替わりをしたら一刻も早く、と願ったのだろう。だが、もっと重要なのはソロモン自身の信仰姿勢である。それがなければ神の宮は建たない。そして歴代誌の読者はその後の経緯を知っている。確かに建ったのだが、でも、ソロモン自身が、そして後の王たちが混乱して、神の宮はやがて崩壊する。再建された神殿を見ながら、あるいは再建しようとしながら、人々は何が要であるかを強く意識させられたに違いない。
 
第一歴代誌　22:17-19
　ダビデは、建設事業はソロモン一人の話ではないことを意識している。これは民全体がなす業である。かつて、モーセの時に会見の天幕が造られた時もそうだった。これは民の礼拝の場なのだから、民自身のなすべきことであって、決して、王が民に与えるものではない。だが、後々の様子を見ていくと、民の自主性よりも王の信仰が一切を左右するようなことになっていくのは、イスラエルのまさに悲劇である。王が信仰から逸れても、民はそれを押しとどめようとはしない。そうやって、民自身が滅んでいくことになる。
 
第一歴代誌　23:1-11
　ここからしばらく、レビ人のことが語られていく。それは神殿建設との兼ね合いで、そこで活躍することになる彼らをダビデが編成したことが指し示されていくのだ。その役割はモーセの時代に支持されたものとは大きく異なっていくが、23:25-26にあるように会見の天幕を移動し、設営する役割がなくなるので、新たな使命が定められていくのは当然でもある。一方で、これだけレビ人が重視されるのは、歴代誌の時代にはすでに王権はなく、祭司など、神殿に関わる人々こそが民を導いていく役割を果たしていたからだろう。そういう大きな使命を、本人も、民全体も意識するためには、その根拠を明確に示していく必要がある。それだからこそ、一連の解説ではおおよそ、一族の始まりあたりの区分けが指し示されていて、ダビデの時代からしてもかなり昔のものとなるのだが、そうやって彼らの権威を明示することが意図されている。
 
第一歴代誌　23:6-23
　レビ族は、ゲルション・ケハテ・メラリの３つの系統を源とすることはモーセの律法でも告げられていることだが、律法にはそれぞれの役割分担が示されているのに対して、ここでは全体として扱うように変化している様子が見える。ただし、アロンの家系は別扱いで、彼らは祭司としての役割を果たしていくことになる。この箇所で興味を惹くのはモーセの家系が出てくることで、だが、それは特別扱いはされずに、レビ人の一部として存在しているのみ、という扱いになっている。モーセの偉大さからすると不思議にも思えるが、神はアロンの家系には使命を与えたが、モーセの子孫についてはそういう扱いはしなかった。個々人の貢献度ではなく、神の指示があるかどうかが事を決するという姿勢は、神の民のあり方としては重要である。常にそうあり続けたいものだが。
 
第一歴代誌　23:24-32
　すでに述べたが、神殿として定住することになって、礼拝場所の運搬や建設という役割はなくなる。それでお役ご免になるのではなく、同じように人々の礼拝を支える役目が定められていく。23:4-5では神殿の運営に携わる者、レビ族自身の統治に関わる者、それから神殿の門衛、そして音楽の役割を担う者、とされている。28節からには、祭司のなす様々な儀式、業を支える役目も書き記されている。これらを見ると、まさに、礼拝が祝されていくための業であり、彼らがいなければ民の日々の礼拝そのものが支障を来す、大事な存在であることを痛感させられる。礼拝を支える役目というものの意義、必要性を、改めて考えてみたいと思わせられる。
 
第一歴代誌　24:1-19
　祭司の家系も、ダビデの頃にはずいぶん人数が多くなっていたようである。一度に全員が仕える必要性はなくなって、だからくじ引きをして順番が決められている。ルカ1:8にもそういう様子が見えるので、歴代誌において再確認された仕組みは新約の時代にも継承されていたのだろう。なお、復興後の祭司についてはエズラ、ネヘミヤ記にそのリストが出てくるが、ここにあるものとは合致しない。歴代誌はその当時のものではなく、古くから伝えられているリストを記載している。現状の肯定化も必要だが、その根拠となる元々の状態を指し示す方が重要だと、歴代誌は考えて書かれているのだと言えそうだ。
 
第一歴代誌　24:20-31
　レビ族に属する家系をしっかり書き留めようとする様子がうかがえる。それは補囚後に様々なものが再興されていく際、その家系が問われたからでもある。その頃の人々は、できる限り、神の指示通りに物事を進めようと必死だった。神から離れた結果としての崩壊があったからだ。かつてのままに行うことが常に必要かどうか別としても、元々の指示を思い出し、それを確かめていこうとすること、そこを出発点にする姿勢は重要である。少なくとも歴代誌ではそのように意図されている。レビ人もたくさんいたので、役目は順番に割り当てられたようだ。
 
第一歴代誌　25:1-31
　ダビデは音楽に秀でていたので、礼拝を導く音楽を形成するレビ人たちを整えていったのだと考えるのが自然だ。もっとも、聖書は以前より様々な賛美の歌を用いて神との関わりを形成しており、ダビデもその系譜の中にあるのだが。それにしても、これだけの楽隊を常設できるというのは、国が安定していたことと深く関係する。神への祈りはどんな時でもなされるのだが、その礼拝を豊かなものにしていくためには相当のエネルギーが必要であり、ダビデによって成し遂げられた平穏は、国の反映と言うことだけでなく、まさに人々にとって大きな祝福となっていたのだと言える。歴代誌の時代にここまで形成できたかどうかは疑問だが、こうありたいという願いを込めた記述とも言えるだろう。
 
第一歴代誌　26:1-19
　門衛は、幕屋時代にはさほど必要性はない。神殿が建てられてから活躍することになる。規模が大きくなって人々の出入りも増えただろうから、その場所を管理する必要性は大きくなった。新約時代にはイエスが商売人を追い出したように雑踏とも言えるような事態になっていたようだ。礼拝の場が多くの人に開かれていくことと、その本来の意味合いに整えることの両立には、それなりの苦労は必要になる。オベデ・エドムの名があるのは印象的だ。かつて神の箱が置かれていた家である。ダビデはその役目を担った彼らに、大事な立場を与えたということになる。もっとも、彼らがレビ人であったかどうかは疑問もある。この一族は後から組み入れられたのだと考えるほうがすっきりする。となると、血統が絶対ではない、ということにもなるので、これもまた興味深い。ヨハネ福音書1:13を思い起こす。
 
第一歴代誌　26:20-28
　音楽、門衛に続いて、宝物倉の管理という役目が定められている。神殿に関わる財務を担当した人々である。神殿としての独自の財政基盤を整えることは、王権からの独立性を保つためにも必要なことだ。もっとも歴代の王たちは、しばしば、神殿の宝物倉にあるものを自分の都合で使用していたので（他国への貢ぎ物など）、この役割は真に機能発揮していたとは言いがたいが。王権の元にある神殿であることの限界と言うべきだろうか。だが、他国では神殿や神官が王位を凌駕する権威を持つこともある。預言者は王権を恐れずに語ったが、世の中の制度・権力としては、王権に匹敵するものを神は設けなかったのだとも言えるわけで、興味深い点でもある。
 
第一歴代誌　26:29-32
　一部のレビ人たちは、各地の行政官として任用されていた。イスラエルは基本的には各部族ごとに動き、それぞれの族長たちが存在していたわけであるが、ダビデは王が直接に民を指揮する構図を考えたことになる。もっともそれを軍人ではなく、祭儀に携わるレビ人にしているというところが、妙を得た行為と言えそうだが。もっともこれはうまく機能したわけではないようで、ソロモンの後に諸部族がダビデ王家を見限るのを押しとどめることはできなかった。それらのレビ人は分裂の際に南に移住したのだと推測される。
 
第一歴代誌　27:1-15
　神殿の話から、国全体の統治の話に移っている。もっともそれは、神殿建設を支える国の安定を意味するのだという見解もあるようだが。ともかく、まず指し示されているのは軍事部門であり、その能力がある人々が重用されて、各部隊を率いていたことが書かれている。ここでは部族のバランスなどは意識されていない。それができるくらいに、ダビデの権威は確立していたということでもある。サウル以前は常備軍は存在しなかったわけだが、ここでも月ごとの輪番制だから、それ以外の時は自分の村に戻って畑仕事ができるということだろう。戦い続けたサウル、そしてダビデの時代から、安定期に移ったことのしるしでもある。
 
第一歴代誌　27:16-24
　国の機構として次に示されているのは各部族の存在である。ここを抜きには古代イスラエルは成り立たない。だが、補囚以降においてはそれはあまり顧みられなくなるわけで（北イスラエルが滅亡しているから）、民族としてのイスラエル、あるいはユダヤの民ということよりも、もっと別の視点で補囚以降の「神の民」は意図されていることを痛感する。福音が異邦人にも届けられていったのは聖書全体からしても当然のことであるのだ。なお、ここには各部族の人数は記されておらず、神がそれを否定されたことが指摘されている。23節の姿勢こそが、神の前にあるべきものなのだろうが。（26章のレビ人の配置については詳しく人数がある。それは民としての力ではなく、実際的な必要に即したものだからである。）
 
第一歴代誌　27:25-34
　国全体の機構を記した後、王宮の機構が示されている。最後に出てくるというあたりは、ダビデの意図する優先順位だと考えたい。ただし、王宮は国全体をリードするものだから、いいかげんで良いものではない。しっかりと整えられ、大いに機能していたようである。ソロモンの後、レハブアムの時代に、それが崩壊してしまった様子は、これと見比べると、実に嘆かわしいものだ。何か良きことを成し遂げるためには、それに必要な態勢を整えることもまた、とても重要なのである。
 
第一歴代誌　28:1-8
　ダビデが国を良く整えたことが書き記された後、再び、神殿建設のことが取り上げられている。ダビデの切なる願いを思うが、ただしそれは決して、彼が偉大な建造物を残したいというような意図ではないようだ。ソロモンの存在も含めて、一切は8節にあるように、民が神のもとで幸いに暮らしていくため、である。そのための国であり、そのためのソロモンであり、そのための神殿である。もし、国が荒れ果てたら、あるいは民が神から離反するなら、神殿には何の意味もない。ソロモンという平和を意識させられる名前を持つ息子を後継者にしたことは、ダビデが目指すものの意味合いを考えさせるものだ。
 
第一歴代誌　28:3
　戦いの中で血を流してきた人だから、というのが、ダビデが建設するのではなく、ソロモンによってということについて、歴代誌が語っている理由である。もっとも、この話はダビデの言葉として書き記されているだけで、いつ、どのようにして神から告げられたのかは何も出てこない。もちろん、ダビデは真実に神からそう告げられたのだろう。でも、それはダビデ個人に対して告げられたもので、預言者とか、他の人々が一緒に聞いている場でのものではなったのだと推測される。そのことはダビデ自身が、切に平和を願い、民が安心して暮らしていけるだけの安定を確保すれば、それで王としての権勢を拡げることも十分、という感覚だったことを意識させられる。物事は結局、何のために、ということが問われる。そこで、神が意図されるものを歩もうとするのか、それとも、自分の欲望によって歩むのか（たとえその内容が間違っていなかったとしても）、その違いは決定的に大きなものとなる。
 
第一歴代誌　28:8
　神殿建設は、それ自体が目的ではなく、民が安心して暮らせるための場であり、また、そういう状況が整ったことの印なのだと述べたが、それを考えると、歴代誌が書き記された時代において、まだまだ国土も、民の暮らしも定まらない中で、神殿建設が優先されたことの意味を考えてみることは有意義だろう。壮麗な神殿があっても民が苦しみ続けるのは意味がない。一方、今はまだ民の暮らしは整わないが、それが幸いであることを目指すシンボルとして、そしてまた、それを成し遂げて下さる神との歩みをしっかり握りしめていくために、神殿の建設が急がれたのが歴代誌の人々の様子と言える。一見するとダビデの行動と歴代誌の人たちの行動は食い違うようだが、この書は自らへの励ましと確信の基が確かにあることを意識するための書であって、そのあたりから出てくる意味合いも考えつつ読み進めたいものだ。
 
第一歴代誌　28:9-10
　28章の呼びかけは、民の代表たち皆に対するものだが、ここではソロモンに対しての言葉が告げられている。4節からすると、このあたりの話はソロモンが即位したすぐ後なのだろう。第一列王記で言えば、1-2章のあたり。最期が近づいているダビデが力を振り絞って民に、そしてソロモンに呼びかけているということになる。そして、その内容は、神が託された民の幸いを追い求めること、ソロモンも、そして民自身も、である。目指すところはまったくぶれていない。
 
第一歴代誌　28:11-19
　金銀の器具について、重さまでしっかり書き記されているとの記述は、神殿全体の詳細な設計図がソロモンのために用意されていたことを指し示している。即位間もないソロモンが取り組むためには、これだけのものが必要であるのはよく分かる。結局あの神殿は「ソロモンの神殿」と呼ばれているけれど、実質的には「ダビデの神殿」なのだろう。でもそれをソロモンのものとして作り上げていくところに、神殿と、そしてこの時のイスラエルが意図した国造りの意味合いが、良く指し示されている。なお、設計図は神からのものだと、ここでもダビデの口から語られている。モーセの時のように神が直接語られたという記録ではなく、ダビデ一人のものとしての呼びかけである。それを否定的に見る必要はないが、神の御心が指し示されていくあり方が変化していることは印象深い。そうであればこそなおさら、慎重に尋ね求めつつ、しっかり受け止めていくことを志す必要がある。
 
第一歴代誌　28:20-21
　ソロモンに対する言葉は、まさに励ましである。ただし、一般的には励ましとは、その人の力を称賛して、君にはできる、と自信を持たせることであるが、ダビデが告げたのはそういう部類のものではない。ダビデはソロモンの力量については何も語らず、しかし、神が事を進めてくださるのだということと、それから、ソロモンを助けて導いてくれる神殿に関するまさに専門家である祭司やレビ人、さらには民全体がいることを告げている。ここにこそ真の力の源であることを知る必要がある、という指示だ。ソロモンの息子のレハブアムは、その点で愚かな行動を取ってしまった。歴代誌の時代の人々は、すでに君臨する王は持っていない。なおさら、自分たちが、民自身が取り組んでいく必要性を痛感させられていたであろうから、ダビデのこの言葉は大きな励ましになったはずである。
 
第一歴代誌　29:1-5
　日本の感覚では、ダビデが自らが捧げた分量を誇示しているようにも見えるこの言葉は、違和感を覚える人もあるかと思う。が、そのあたりはあくまでも日本の感覚に過ぎないので、ダビデとしてはごく自然に自らの行動を明らかにしただけ、と受け止めた方が良いだろう。もっとも、ダビデとしては自らの行動を示すことによって、民がそれについてくるようにという願いがあったのはむろんである。最近、災害時に芸能人などが多額の寄付を公然と行うことが話題となっている。彼らとしてはそれが人々の行動を促すきっかけになることを意図しているのだと記事に載っていた。それが日本の社会で十分に受け止められているかどうかまだ不明だが、神の前になす業について、これからの時代、私たちはどうあるのが良き励ましになるのかを、模索していくべき時期に来ているのかもしれない。
 
第一歴代誌　29:6-9
　ダビデの願いは民に通じた。人々もまた、多額のものを持ち寄ってきて捧げている。その分量は驚異的なほどのものであり（1タラントは34kgだから、ダビデの場合は102トン、民は170トンになる）、誇張された記述ではという指摘が見られるようだ。もっとも、イスラエルの民はすでに厖大に人数になっており、その数で等分すればさほどでもない。でも、王は別格としても、民がこのような思いを懐いて積極的に行動したことは大きな意味を持っている。神殿建設は確かに民全体の業であったのだ。なお、ダビデが捧げたのはオフィルの金であるので、民のものより重さは少ないがはるかに効果だったと推察される。民のところにあるダリクとはペルシア時代の金貨のことなので、この書が補囚からの解放以降に書かれたことを示すものの一つである。
 
第一歴代誌　29:10-19
　礼拝の献金において祈りが伴うことは多いだろうが、この祈りはまさに捧げ物をしたときに語る言葉としてしっかり考えておきたいものだ。ダビデはまず神ご自身の偉大さを言う。ただしそれは単なる賛美ではなく、自分たちが行った捧げ物の意味を明確にするという意図と重なるものである。つまり、今まさに偉大なことをしたのだが、それは神がさせてくださったこと、だからこそ、称賛されるべきは神ご自身であるのだと言う。後のローマの時代、権力者たちは神々のために神殿を建てたり、祭を行い、それができる自分の偉大さを誇示していたが、ダビデたちの姿勢はまっすぐである。この姿勢が保たれているなら、驕ることはないだろうし、そしてまた、他者の行動をねたんだりすることもないだろう。すべては神のなさること、なのだから。捧げ物、そして様々な賜物、活動について、この心を決して忘れまい。
 
第一歴代誌　29:15
　寄留者に過ぎない、というのは、自分たちは決して何かを確固として持っているわけではない、ということだ。族長の時代、人々は確かにそうだった。彼らには土地はなく、町もなく、ただ神に支えられて歩んで行くのみ。後のイスラエルはカナンに定住し、それが当たり前と思い込んで神を忘れたが、補囚によって人々は再び、自分たちが決して自らの力で立っているのではないと悟るようになった。この心を決して忘れてはならないのだという思いを込めて、著者はこのダビデの祈りをここに書き記していると言って良いだろう。私たちもまた同じように、寄留者であることを心しておきたい。ヘブル11章も参照。
 
第一歴代誌　29:18-19
　神の業とししての捧げ物であることをわきまえていると、事をなしていく上では非常に大きな意義がある。人の業なら、人の限界の中で頓挫することもあって当然である。だが、神の業であるのなら、たとえ人の力が足りなくても、あるいは人が過ちを犯したとしても、でも、真に必要な神の業は決して途絶えることなく進んでいくことになる。ユダの民は、一度自分たちの罪によって事が頓挫したことを知っている。そのまま滅び去っても当然の事態である。そして自分たちの力にはまったく自信がない。でも、これは神の業、だからこそ、再び立ち上がることができるのだ。最初に神殿が建てられたときも、それを再建していくときにも、事は全て神の業、と心しておくことが必要なのだ。
 
第一歴代誌　29:20-25
　列王記のように、ソロモンへの王位継承はどたばたしていた。でもそれに決着がついたことで、この一連の壮大な引き継ぎがなされ得たのだと言える。ダビデの生涯は決して平安なものではなく、多くの厳しさを伴っていた。彼自身の問題ゆえでもある。だが、こうやって次の人に受け継いでいくこと、神にこそ託していくことができること、そしてまた、民も共に歩んでいこうとしている様子を見られたことは、ダビデとしては何よりの喜びであったことだろう。人の生涯を見定める指標は様々あるだろうが、神の前にあって平安な終わりを迎えられるということは、とても大きな意味を持っている。ソロモン自身は必ずしも十分な者ではなかったが、これはソロモンの是非ではなく、神にある平安とは何かを指し示すものである。歴代誌の時、ダビデ王家はすでにない。国としての威力もない。なおさら、人々は真の幸いは何だろうかとダビデの歩みを振り返りながら尋ね求めていったことだろう。
 
第一歴代誌　29:26-30
　歴代誌はもともとは一つの書、と言われているが、ここで一区切りという意図は、読んでいればすぐに分かる。苦労の多かったダビデの歩みが良き幸いに包まれて終わりに至る、というふうに提示されたのだ。歴代誌はバテ・シェバの事件は語っていないが、ダビデの様々なしくじり、とりわけ王として、あるいは王となるべき者としてのありようについては、厳しく記されている。そういう過ちを経てのこの最後であることを意識しつつ読むのが良いだろう。そして第二歴代誌は、こういう良き状態から始まったのに、でも、となっていく。その下降線は単純ではないのだが、神の前に生きるとは何かを、再び問われていくことになる。29節には歴代誌のもとになった資料が指し示されているが、これらがサムエル記、列王記のことだとの理解もある。が、そのように限定しなくても、列王記にも出てくるようにいくつかの記録が残されていたものとして受け止めるのは十分にあり得ることである。
 
第一歴代誌終わり
　第一歴代誌を読み終えました。4ヶ月半、この書の様子からすれば、妥当なところだろうと思います。この後、続けて第二歴代誌に入ることにします。少し別の書を読もうかなとも思ったのですが、ちょうど今、礼拝では新約のヤコブの手紙を開いていて、歴代誌とは違った部類のものに向き合っていますので、書く側としては、さほど気分転換の必要性は覚えない、ものですから。ただ、休憩は入れることにして、8/25から始めて行きます。
 
 
第二歴代誌　1:1-6
　第二歴代誌は、ソロモンの歩みから始まって、南ユダ王国の滅亡、そしてペルシアによる帰還許可命令の発布までを語る。モーセからダビデまでをイスラエルが国として形成されていく時代と見るなら、第二歴代誌はその国がどのように歩んでいったのか、幸いを手にしたのか、それとも自ら滅亡をつかみ取ってしまったのかを考えさせられるものだ。この書が記されたのは補囚から解放された後であるから、書き手も、読み手も、これからの自分たちがどうあるべきかを考えるために、この書と向き合ったに違いない。順次、読み進めていくことにしよう。
 
第二歴代誌　1:1-6
　歴代誌はソロモンを卓越した王として書き記している。すでに第一においてもそのことが示されていたが、第二は冒頭から、彼のすぐれた統治が語られていく。ただしそれはソロモン個人の特質としてではなく、神の前に立つ王としてのありようである。そのことがまもなく神殿建設のためにソロモンが多くを注ぎ込んで取り組んで様子にも見出されていく。そしてこの冒頭部分でも、即位間もない彼がしたこととして、民の代表者たちと一緒に神を礼拝する姿が書き記される。ソロモンにとっては当然の行為だったろうが、これはイスラエルの王として、あるいは神によって造られた人間のあり方として、まさに基本とすべきことである。
 
第二歴代誌　1:2-6
　ダビデの扱いの結果として、この時期は神の箱の置き場所と、会見の幕屋に設置されていた祭壇の場所は異なっていた。民は様々な場所に自ら祭壇を築いて礼拝もしていたが、やはり民の代表としてのささげ物は、この会見の幕屋でなされていたことになる。聖書はこの事態を明らかには批判していない。だが、神の箱を置くために造られた会見の幕屋と、その中心である神の箱が分離していることを書き記している様子は、やはり違和感があることとして指し示しているのだと見て良いだろう。神の箱を都に置いたのは分かるが、会わせて会見の幕屋を移動しなかった理由について、ダビデは何も語っていないのだけれど、たまたま何となく、ではないのだろうとは推察できる。神殿建設は、この不自然な事態を解消するためにも急がれる必要があったのだ。
 
第二歴代誌　1:7
　この時点では、ソロモンはまだ何も成し遂げてはいない。だから、神からの呼びかけは決して、ソロモンに対するご褒美ではない。むろん、ギブオンでのささげ物に対する神からの祝福などではない。ソロモンたちからすれば、基本的な礼拝に伴う儀礼としてのささげ物程度の認識だったはずで、自分たちが神のために何かを頑張っている、という意識でもないはずだ。そう、よき祝福は神の御心に基づいて、一方的に与えられていく。人の行動に対するご褒美でも、神からの感謝を表すものでもない。それだけにこれはまさに、ソロモンの歩みについて神が期待し、応援しようとしている、その心を示すものである。こんなふうに、神から顧みていただけることを、大きな幸いとしたい。
 
第二歴代誌　1:8-10
　ソロモンの願いは、実にすばらしいものだったと称賛されることが多い。ただ彼自身としては、最も率直な思いを告げただけとも言えるだろう。王にはなったけれど、ふさわしく統治をしなければ国が乱れることは、彼も十分に承知していた。彼には知恵と知識が必要だったのだが、それを持ち合わせるほどには経験もない。神からの呼びかけはソロモンにとって何よりの幸いだったはずだ。自分を王にしたのは神ご自身、であれば、自分が王として正しく行動できるようにするのは任命者である神の責任でもあり、その神が求めよと言っておられるのだから、ここはまっすぐに、今の自分が必要としているものを述べればよい。これはありがたい、と思っただろう。そして、ソロモンの願いが自分のためではなく、民のために必要とされるものであってことは、実に意義深い。これを忘れる時、王位は意味を失うのだ。
 
第二歴代誌　1:11-13
　ソロモンが「良き王」となるための資質を求めたことについて、神は非常に肯定的に受け止めていることが記されている。即位のご祝儀だから、もっと別のものを求めても構わなかったのだが（それで神に叱られることはないし、この件は決して神によるテストではない）、ソロモンの心構えを神は深く喜んだということである。12節の富と財宝と誉れは、こういう事態に対する神からのまさにご褒美である。ここには列王記にある長寿は出てこない。また、従うならば、というような訓戒的なことも出てこない。ソロモンがそれに応えられなかったことを知っているからこそ、そこには触れずにおいたのだと考えるべきだろう。今はまだ、ソロモンの歩みに期待し、そこに意義を見出すべき段階であるから、でもある。
 
第二歴代誌　1:14-17
　ソロモンはさほどには戦っていない。これらの軍備は安定をもたらすためのものだったと言える。だが、周辺諸民族は、あるいはイスラエルの民もまた、ソロモンに逆らうことへの恐怖は思い知らされたに違いない。この値段が高いのか安いのか、今ひとつよく分からないけれど、人々の理解を圧倒するものであったのは間違いないだろう。強権的にも見えるのだが、こういう圧倒製によって平安を保持するという方法もある。戦い続けるよりも、このほうが有益とも言えるだろう。少なくともソロモンは、そういう手法を選んだということである。
 
第二歴代誌　2:1-10
　神殿建設の話が、しばらく続く。補囚から帰還した民にとって、ソロモンの神殿がどのようなものであったのかは大きな関心であったから、詳細が記されているのは当然である。ツロの王ヒラムはダビデと親しい関係にあり、それゆえに息子のソロモンを応援するつもりがあったようだ。ソロモンの願い方は、新改訳2017の訳し方を見る限りでは丁重なものであるようで、ヒラムにも好意的に受け入れられた様子である。後に、ソロモンが支払った代価をヒラムが気に入らないという摩擦が生じるが、この時点では互いに良い結びつきを意識しているようである。そのことは、ソロモンが神殿での礼拝について率直に語り、ヒラムもそれを理解している様子にも見出され得る。ツロは異教の国だが、少なくともヒラムはだび゛てたちの信仰について理解と好意を持っていたようである。
 
第二歴代誌　2:1
　この節の言い方は興味深い。ソロモンは主の御名のためには神殿、そして王国のためには宮殿と、分けて考えている。一般には、壮麗な宗教施設もまた国の威信を示すものとして建造されるものだが、ソロモンの意識は違うようだ。このことは6章の祈りにも通ずるものと言える。彼は決して国としての威信に無関心ではなく、人並み以上の思いを持っているのだが、それでもなお、神に関することを自らのものとは考えないという、この姿勢は常に必要なものである。
 
第二歴代誌　2:7-8
　ソロモンがヒラムに要請したのは、熟練の職人という技術と、それからレバノン杉などの物資である。木材はツロの特産品であるので理解しやすいが、技術面の支援も求めたのは、ソロモンが神殿を完全なものとしようとする強い思いの表れと言える。この時期のイスラエルなら、国内にもそれなりの技術者はいたはずだが、そういう国威の問題よりも、より良いものをということを重視したのである。神殿というものをどうとらえていたのかを考えさせられるものだ。と同時に、現代に至るまで、はたして私たちはこれだけの意識を持っているかどうか、自分たちの力で何とかしようということばかりが優先されていないかを、考えさせられる。
 
第二歴代誌　2:11-16
　ヒラムの返事はとても好意的なものだった。彼はダビデとの友好を踏まえつつ、ソロモンをできる限り応援したいと考えているようである。派遣されてくるフラムは、能力的にすぐれていたために選ばれたのではあるだろうが、彼がイスラエル民族の血も受け継いでいることが告げられているのは、イスラエルを尊重しようとするヒラム王の思い入れと言えるだろう。こんなふうに良い関係が築かれていくのは幸いだ。けれど、後にそれはうまく行かなくなっていることを思うと、関係性というものは熱心に保ち続ける必要があるのだと痛感させられる。
 
第二歴代誌　2:17-18
　寄留者と書いてある。それは必ずしも奴隷ということではあるまい。そしてイスラエルでは本来、在留異国人は大事に受け止められるべき対象である。彼らを虐げてはいけないと律法は定めている。だが、この大工事のために多くの寄留者たちが酷使されている。諸国においては、異国人が使役されるのはよくあることだろうが、でもイスラエルの民にとっては、これは決して良いあり方ではない。しかし、ソロモンはそのことをまったく意識していないし、歴代誌の記者が果たしてどこまで意識していたかも疑問だ。素晴らしい心によって推進されている事業だが、そこに当たり前のようにして異質なものが混入することがあるのを、聖書全体として読むことができる後の者たちは気づかせられ得る。この恩恵を大事にしておきたい。
 
第二歴代誌　3:1-2
　エルサレムに神殿、と言うと、町の中に神殿を作ったというイメージを思い浮かべるが、まだまだそんなに大きな町ではなかったはずだ。モリヤの山とわざわざ書いてあるように、都の郊外に建てたつもり、というところだろう。ダビデが祭壇を築いた時も、そういう感覚だったはずだ。結果的には、都の中に取り込まれていったことによって、神殿は国の中心としての意味合いがより強く示されることになったのだが。取り組んだ人々の意図を越えて物事は意味を持っていく、という事例でもある。おかげで、歴代誌著者の時代には神殿を中心とした復興が可能になったのだが（その時はすでに王宮の再建は意図されるはずもなかった）。
 
第二歴代誌　3:3-9
　寸法については、出エジプトにある会見の幕屋と比較してみよう。そちらでは長さ30キュビト、幅12キュビトとなっているので、形状が変わっているが、倍くらいの大きさということか。玄関を加えればだいぶ細長い形になる。至聖所は、この中に組み込まれているのだと思われる。高さは天幕では10キュビトといくらかの程度だが、ここでは120キュビトという数字があり、50m以上だから圧倒的な存在感を誇ることになる。古代の出雲大社に似たような数字があるようだ。メソポタミアのジグラッドはもっと低いが、ピラミッドは神殿よりはるかに高い。ともかく、驚異的な建造物だったことが分かる。
 
第二歴代誌　3:10-17
　大きさだけでなく、使用された金の量、その他の財宝も膨大なものである。もともとの会見の天幕も金で覆われていたが、使用されている量は比較にならないだろう。ソロモンとしては、それだけのものを用いて、礼拝の場所は整えるべきだと考えたということである。神が要求したわけではないので、人間の側の思いである。ただ、これらの金はやがて他国への貢ぎ物に用いられる。人によって作られたものは、人の都合で変化する。それが悪いわけではないが、そういうものに過ぎないという見極めは必要だろう。神殿の建物は決して永遠ではないのだ（マタイ24:1-2）。なお、この建設は即位から4年目で、ソロモン自身はまだ財宝を蓄えてはいない時期である。ダビデが用意したものが膨大だったということを意味する。
 
第二歴代誌　4:1-10
　祭壇も大きい。元のものは5キュビト、5キュビトで高さが3キュビトだった。牛を一頭丸々載せるくらい、というところだが、今度のものは20キュビトだから一度に大量のささげ物を焼くことができる。以前のものでは容量として足りなかったというのが一番の理由だろう。「海」というのは幕屋では出てこないものだが、祭司が身を洗うとのことだから、洗盤の拡大版ということになる。ただ、ここでは「洗盤」はささげ物を洗うために使うことになっているが、幕屋ではささげ物を洗う装置はない。理屈としては妥当な変更で、人々の礼拝のために役立つ工夫がなされている。歴代誌著者としては、そういう神殿と自分たちが再建した（あるいはする）神殿との対比を意識して、規模の縮小を意識しているようにも読める。ただ、ヘロデの神殿もそうだが、壮麗なものが建てられればそれでいいのか、あの幕屋が持っていた本来の素朴な礼拝が意図したものを受け止める必要性はないのか、ということを考えさせられる。ただし聖書自体は、その点については何も明言していない。結局は、どういう建物かではなく（以前と同じでも何でも）、それがどう用いられるかが問われる。
 
第二歴代誌　4:11-22
　青銅で造られた様々な飾り、それから金製の調度品の類が記録されている。充実した建築作業であったこと、細かいことも含めて、手を抜くことなく、ふんだんに費用もかけつつ、事がなされていたのがわかる。小さいことに忠実な者は、と言われる。これらのものは小さいとは言えないけれど、でも、巨大な神殿全体の中では細かい部分ではあるだろう。それらについてもしっかりと、ということが書き記されているのは意味深い。ソロモンがそうしたということでもあり、歴代誌の著者もそういう意識を持っていたということでもある。両者の規模は違うが、思いは同じ、というふうに読みたい。
 
第二歴代誌　5:1
　細かい記述だが、神殿建設はソロモンとダビデの共同事業であることが、何度も語られている。ダビデが用意したのは様々な用具だけではなく、資金の全体も含めてである。ソロモンはそれらを大切に受け止めたということになる。ダビデ王家においては残念ながら、親の心を息子が受け取らない事例が多々見られる。だが、ソロモンはその点ではよく継承したようだ。彼が崩れたのはずっと後になってからであり、それは彼自身の責任である。親が常に正しいわけではないけれど、神の前に立つ親の姿をきちんと見ていることは、世代交代が健全になされていくために必要なことだと思われる。
 
第二歴代誌　5:2-6
　ダビデはすでに神の箱を都に持ってきていた。当時のエルサレムは後のものよりずっと小さいので、ダビデが使っていた町に隣接して神殿と王宮が建てられ、そこに移したということである。距離的には些細なものであるが、意識の問題と言える。今回はダビデの失敗とは違い、きちんと定めに従ってなされているのが分かる。ソロモンとしても慎重に行ったのだろう。そして、王だけでなく、祭司だけでもなく、民全体がこのことに関わっているのが分かる。神殿はソロモンのものでも、祭司のものでもなく、イスラエルの民全体のためにこそ存在する。そしてイザヤは後に、すべての民のための祈りの家だ、と告げている（イザヤ56）。
 
第二歴代誌　5:7-10
　契約の箱こそ、神殿の中枢と言える。つまりは、神が民と共にいて下さること、である。担ぎ棒が聖所からは見えていたというのは奇妙な光景で、寸法を間違えたのかな、と思ってしまう。そうかもしれないが、結果的には、そこに契約の箱があることを、年に一度しか入れない至聖所の外からで確認できるという都合の良さにはなった。箱の存在ということを意識した記述と言える。「今日までそこにある」という言い方に目が留まるのだが、一般にはこれはその書を書き記した時点を意味するものだ。でも、歴代誌の時代には、バビロンの攻撃の中で、すでに神の箱は失われていたはずで、エズラ記などには出てこない。歴代誌はかつての記録を利用しつつ編纂されているので、その記述が残ったのかもしれない。が、ともかく、神の箱の存在が注目されている。
 
第二歴代誌　5:10
　箱の中には本来、契約の板とマナの壺、そしてアロンの杖が入っていた。だが、契約の板以外はもっと早い時期に失われていたということだろう。歴代誌の時には契約の板も、箱自体もないのだが、だからこそなおさら、最も重視されていた契約の板、つまり、民は神の教えに基づいて生きていくのだということが告げられているのである。帰還後の民は、神の言葉に向き合うことの重要性を強く意識していたことがエズラ、ネヘミヤを見るとよく分かる。ただそれがイエスの時代には異質なものになってしまっていたのであるが。
 
第二歴代誌　5:11-14
　神殿での礼拝には祭司やレビ人の存在は欠かせない。彼らに注目しているのは、確かな礼拝がなされていこうとしていたその様子を語るためである。礼拝の仕方が変われば人員も、役割も変わるのだが、民の礼拝を支えるという役割の本質は常に問われていると言って良い。雲と栄光への言及は、モーセの時代にも見られるもので、神の臨在を指し示すものである。ダビデとソロモンが建て、祭司やレビ人が尽くし、民が神への祈りを捧げるのだが、でも、神殿の主役は神ご自身である。神がおられるからこその場所、それは神殿に限らず、この世のすべてにも言えることだ。雲に圧倒されるかどうかに関わりなく、人はやはり、神の臨在をしっかり受け止めていくことが欠かせない。
 
第二歴代誌　6:1-2
　黒雲の中に住む、というのは5章終わりの出来事に驚愕しての言葉だが、元々はシナイ山の光景を思い出させる言葉だ。ここは暗闇と訳すことが多いようだが、本来は雲なので、新しい訳は、そのシナイ山を思う上での良いと思われる。いずれにしても、人にははかりしれない、近寄ることもできない状態である。そして幕屋でも神殿でも、至聖所は窓もなく、常に暗黒の中に閉ざされているという構造になっている。人は神を知りたいと願い、神を求め続ける。それはとても良いことなのだが、同時に、人は決して神のすべてに至り得るわけではないことをわきまえ知っておく必要があるだろう。神の像を造ることは、その限界性を忘れさせるという意味でも戒められている。
 
第二歴代誌　6:3-11
　ここはソロモンが民に向かって宣言した言葉になる。そこではなぜ自分が神殿を建てたのか、その根拠について、つまるところ神の御心によるのだと語っている。その中身を少し確かめてみよう。5節には、神殿を建てるための町をエルサレム以外には選んだことはなかった、とあるが、元々神は神殿を建てよと命じたことはないと、第二サムエル7章にはある。建設自体を命じていないのだから、どこの町も選んではいないのは事実であるが、他の町よりもエルサレムを選択した、と言えるかどうかは別の話だ。もともとエルサレムはエブス人の町で、ダビデの意図によって奪取されたところだ。その際に、アブラハムの故事（創世記22章）が意識されたということは何も記されていない。とすれば、ダビデが選んで都とした町を、神は受け止めて、祝福してくださったのだと見るのが、聖書の語る筋としては合致する。神がエルサレムを特別視してくださったのは事実だが、その理由は町自体より、ダビデにこそ注目しておられたのだ。そのことを考えると、後々のエルサレムの扱いも合点がいくだろう。
 
第二歴代誌　6:5-6
　イスラエルの君主はダビデのみ、という言葉は、イスラエルの最初の王がサウルであることを考えると、正しくはない。聖書からすれば、サウルが適切に歩まなかったので、ダビデが立てられたのである。しかも、サウルは途中で退位されられたのではなく、ダビデはサウルが死んだ後に王とされている。神がダビデを重視し、彼を特別に扱われたのは事実だが、ダビデのみ、と強調してしまうことは疑問が残る。ソロモンはダビデが王となった後で生まれているので、それ以前の状況を体験していないのだが、ダビデのみ、あるいはダビデ王家のみとしてしまうことの破綻は、すぐに訪れる。現時点で神の祝福がダビデ王家に、あるいはエルサレムに集中しているのは事実だが、それは自分たちが特別という意味ではないことも考えておく必要がある。歴代誌の時代の人々はそのことを嫌と言うほど思い知らされているのだが。この書が記され、読まれていた時代に、ダビデの家系はすでに見出されず、エルサレムも荒廃している。町の復興には改めて民の信仰と歩みが問われ、ダビデの家系はキリストに至るまでは日の目を見ることはない。
 
第二歴代誌　6:7-11
　ダビデは自分が神殿を建てられない理由を、戦い続けた者だったから、という点で語っていたが、ソロモンはその点には触れずに、息子の代に建てるのが最善、という扱いにしている。王家継承という点では、それはとても有効な手段であり、初代の王がすべてを成し遂げてしまうよりは、次世代もまた国の根幹に関わる功績を挙げている方が、王家としての正統性が強化される。ソロモンは事実に反することを言っているわけではないのだが、彼なりの意図は込められていると思って良いだろう。そして、ソロモンの時点では本来、神の意図もまた、こうしてイスラエルの国が安定していくことを望まれていたのは間違いない。それを壊したのは、皮肉にもソロモン自身であり、また、彼の後継者たちであるのだが。ちなみに、ダビデが禁じられた意味については、血を流してきた者はふさわしくない、という理解と、神殿は平和を掲げる場でこそあるべきなので国が安定してから、という理解と、両方があり得るだろう。
 
第二歴代誌　6:12-13
　6:3に見られるソロモンの姿は祭司的意味合いのようにも見えるが、彼の立ち位置はやはり、民の代表としてのものである。だから、この後になされていく祈りは、彼個人のものではなく、民全体の思いとして述べているのだと受け止めるべきだろう。それは何も、民がすでにこういう思いを懐いてそれを集約したのだということではなくて、ソロモンが語り、それを聞いた民がなるほどと共有したということでも支障はない。この祈りが後にはイザヤ56章、あるいはイエスご自身が神殿で語られた言葉につながり、今日に至るまで、神のための場所というものが何を意味しているのかを指し示す、大事な土台となっていく。ソロモンの意義は様々あるだろうが、私個人の思いとしては、この祈りがなされたその点こそが最大の意義ではないかと、そんなふうにも思う。
 
第二歴代誌　6:14-17
　私個人の感想としては、ここに記されている祈りこそ、ソロモンの最大の偉業であろうと思っている。それは神の前に立つことについての、大切な価値を指し示し、後々に至るまでの人々の歩みを導いてくれているのだと思う。冒頭で彼は、神がダビデに与えた約束を守ってくれたことを感謝し、同じようにこれからも神の約束を果たしてほしいと願う。聖書は神の言動を記し、人々の対応を記す。むろん様々な「教え」も語られるが、記録としての意味合いが強いのは、ソロモンと同じように祈り、願い、期待することができるため、である。そう、神は約束を果たされた方。そしてこれからも果たしてくださる方、なのだ。
 
第二歴代誌　6:16-17
　ダビデへの扱いを根拠にソロモンが成就を願った神の約束は、神と共に歩むなら神はその歩みを助け導き、祝してくださる、ということである。この約束は本来的には幸いを告げるものだ。だが同時にそれは神からの厳しい警告でもあることを思わせられる。そしてソロモンはその警告に反してしまった。この時点ではまったく考えてもいなかっただろうが、でもまさに、事は彼の祈りの通りになったのだ。その現実を知る時、姿勢を正される思いがする。ただ、この後に続く祈りからすると、ソロモン自身も、人は決して立派に歩めるとは限らないと認めているようでもある。だとすれば、まさにこの祈りの通りに、後の彼はちゃんと神の元に戻ってきて、赦しを請うことをしたのか、いや、しなかったということなのか。そう、この祈りに告げられていることこそ、人にとって最後の頼みの綱であるのだ。
 
第二歴代誌　6:18-21
　神殿は神の家、である。が、ソロモンはその真実について鋭く語っている。天地を造られた神は、人の建てた宮になど住めるはずがない、と。入りきれるはずがない、ということである。むろんそれは大きさというだけではなく、性質的にも、であるが。この点で、人はしばしば愚かな間違いを犯す。でもそれは偶像を作るのと同じだ。神を矮小化して、人間が自由に扱える程度のものにしてしまう。それは全くの間違いである。ではなぜ建物を作るのか、その意味は何か。人間たちのため、である。人々が神に祈りと願いをするための場所、である。その祈りを支えるために、また手がかりとなるために、この場所は備えられている。それを肝に銘じておけば、どれほど物事が好転するだろう。後々の神殿論争も必要がなくなるはず、なのだが。
 
第二歴代誌　6:22-23
　せっかくの内容なので、少しずつ読んでいこう。人々の祈りのための場所。その祈りの中身は様々あるわけだが、ソロモンはほぼ一つのテーマに特化している。その内容は、罪の赦しを求める祈り、である。23節だけを見ると、罪を犯した者には厳罰という扱いに見えて、赦しではないようにも見えてしまうが、一連のテーマはすべて赦しである。とすればここも、誰かに対して罪を犯し、それを隠していた時に、神の前で問い質されたら、ちゃんと告白し、主の前に赦しを求めて祈るかどうか、それが正しい者とされるか、悪い者とされるかの区別と見るべきだろう。残念だが、悪のない者はいない。だからこそ、それでどうするかが問われていく。
 
第二歴代誌　6:24-25
　神に対して罪ある時、イスラエルが戦いに敗れるという場面は、旧約に何度も出てくる。神の民にとって、勝敗の最大の根拠は神との関係にあるからだ。聖書はずっとそのことを言い続けている。だからここでは、戦地に赴いて、そこで戦いに負けた場合、罪を抱えていたために負けた場合のことを言う。で、そうだとしても、それでも神に赦しを求めねなら、どうか赦しを与えて、そして敗残の兵がちゃんと帰国できるように支えてほしいと、そのように願っている。罪のゆえに罰が下ると概して人は、それで諦めてしまう。神に見捨てられたと思う。だが聖書は違うと言う。見捨てていないから、切り捨てていないからこそ、彼らは罰せられている。そこ先にあるべきなのは、神によって回復させられることなのだ。
 
第二歴代誌　6:26-27
　民の罪に対して干ばつという扱いを神がなさる事例は、有名なところではエリヤとアハブ王の時に見られる。王は飢饉に苦慮したのだが、でも、ソロモンの祈りにある道は歩まなかった。どれほどつらくても、それでもなお、神には頼ろうとしなかったのである。この点では士師記の人々よりも状況は悪化していると言える。あの時は、民は苦しむと神に助けを求めた。事態が解決するとまた神から離れたが、それでも少なくとも求めはした。そして、どの程度の悔い改めでも、神はこの祈りの通りに赦しを与えてくださるのが、聖書に示されていることだ。むろん、それをいいことに繰り返してはいけないのだが。ともかく、ソロモンの祈りの方向性は明白である。神は赦しの方なのだ。
 
第二歴代誌　6:28-31
　罪の結果としての苦難は様々あるので、ソロモンは一括して語ろうとしているようだ。ともかく、神の扱いがどんなものであっても、つまりは民の犯した罪がどれほど重いものであったとしても、それでも民が神に立ち返るならば赦しを、と願い、その通りにしてくださると確信して、ソロモンは祈る。宮に向かって祈る、とあるので、神殿まで来られない場合でも、ということになる。大事なのは場所ではなく、神殿という建物でもなく、人々が神へと心を向けることなのだということがよく分かる。それから31節は、民が自分ではとうてい全うに歩めないことを認めて、神ご自身の助けを願っている。まさに、罪の問題と向き合うために必須のことである。
 
第二歴代誌　6:32-33
　エルサレムの神殿は、神の民とされているイスラエルのためのものである。だがここには明確に、異邦人の祈りも聞いてもらえるのだと記されている。このことは旧約全体の中では当然のことでもある。神は決してイスラエルだけの神ではない。すべての民の神である。だが、人々の思いの中でいつしか、異邦人は初めから除外されている、というような受け止め方が広がってしまったようだ。でも、ソロモンはしっかりと異邦人も対象だと言っている。イザヤ56章の言葉は驚きの新事実ではなくて、当然すぎる最初からの話なのだ。
 
第二歴代誌　6:34-35
　ここには罪の悔い改めに関する言葉は出てこない。だが、一連の祈りが罪の赦しに関するものであることを考えると、この部分もそれと無関係とは考えにくい。この祈りの背景にあるのは、戦いの結果を決めるのは神との関わり次第という認識だ。すでに24節でもそのことは語られているが、敗北して悟るのではなく、出かける時点で一切は神の御手の中にあるのだとわきまえる、ということである。人の側からすると、取り組む際に、そのことが誠実な思いからのものであり、決して自分勝手なものではなく、御心にかなうものと信じての行動であることを、きちんと確かめるということになる。神に対して祈るのだから、当然に、自分自身の中でも明確になっているはずだ。これは戦いに限らず、人のなす様々な営みにも当てはまる。御心を求めるというのは、単に良き道案内が欲しいということではなく、主の前にあって事に取り組むという姿勢である。
 
第二歴代誌　6:36-39
　補囚になった時には、しかも自らの罪を自覚している時には、もはや絶望して、放棄してしまいそうだ。だがソロモンはそこになお、神に向かって祈ることを意図している。決定的に断罪されていたとしても、それでもなお、人は神に祈り、赦しを請い、そして神がそれに応えてくださることを信じるのだ。やがて、イスラエルの民は補囚となった。北王国の民がこの祈りをしたかどうかは、何も記されていない。だが、ダニエルは確かに、補囚の地で、神殿の方を向いて祈っていた。そして神は、その祈りに応えてくださっている。神殿は建物が重要なのではなく、神の恵みを指し示すシンボルとして扱われている。神殿の効果ではなく、神の約束を示すもの。そして人は、その約束に基づいて祈る。
 
第二歴代誌　6:40-42
　ソロモンの言い方を見ていると、今までの祈り、願いもまた、人は神の前にそんなことができる立場ではない、という認識が見えてくる。この約束をしてもらうこともまた、神のあふれるほどのあわれみのゆえに。だからこそ、神がこの神殿を喜んでくださって、それを祝福してくださっていることは、ソロモンや民にとって、歓喜なのである。そう言えば、ソロモン自身もまた、ダビデの罪が赦された、そのことから生まれた子である。そして神はソロモンを喜んでくださった。罪があるのは深刻なことだ。それでもなお神の助けがあることが、大きなことであるのだ。
 
第二歴代誌　7:1-10
　ソロモンの祈りは神に受け入れられたのだと、1-3節の出来事は示している。神がこういう形で応じる例は少ないが、その場にいた人々には圧倒的だったろう。ソロモンのささげた動物の数は膨大で、率直な感想としては、そこまでする必要があったのだろうかとは思う。律法の定めには、身分・立場による捧げ物の違いはあるが（財力に即して）、民のトップが献げる場合ですら牛一頭という程度までであって、ささげもの自体はあくまでも人々の心の象徴という意味合いが強い。ここまでやると、たとえソロモン自身は真摯にしているだけだったとしても、回りからすれば、自らの威勢を誇っているように見えてしまう。歴代誌自体はそのことを指摘はしていないし、ここにもそういう印象は何も出てこないが、後のソロモンを考えると、懸念されることである。
 
第二歴代誌　7:11-16
　神からのはっきりとした応答は、このように言葉で告げられる。それは大事なことだ。単なる同意、好感ではなく、はっきり御心を示されるのが神のなさり方である。神が告げられたのは、ソロモンの祈りの通りである。つまり、人々が悪に陥った場合にそれでも赦しが与えられるための約束、である。単なる祝福の約束とは違う。ソロモンの祈り自体がそうなのだが、これは大事なことである。祝福を求める祈りは、様々な神々の元でもなされるだろう。神のご機嫌を取る祈りも。だが、冒頭から罪の赦しを求める祈りがなされ、神もそこから物事をスタートさせているというのは、なかなか珍しいのではないか。でも、聖書の基軸はここにある。
 
第二歴代誌　7:17-20
　罪の赦しを求める祈りから始まるからこそ、冒頭からこの警告がなされるのは筋の通ったことでもある。神はソロモンを愛されたし、彼に対して好意を傾けられた。でもそれは、ソロモンを無条件に認めたということではなく、彼が神の前を歩み続けるならば、である。残念ながらソロモンはその道から外れた。そしてそのことは国全体を壊すことになっている。権力を与えられた者は、その影響と責任の大きさを知るべきである。自らの問題だけでは済まないのだということを、である。
 
第二歴代誌　7:21-22
　この宣告は激しい。道を行く人々、彼らは他国の者で、主なる神を拝んではいないのだが、でも、そういう人々ですら驚愕するほどに、イスラエルは倒されてしまうというのだ。それにしても、これだけ主なる神を知っていて、その偉大さも、祝福の大きさも、そしてまた厳しさも知っているのに、でも人はそこから離れてしまうというのは、冷静な、常識的な行動からすれば驚きである。でも、イスラエルはまさにそれをした。ヨナ書1:10にも人々の驚愕が記されているが、それがなされてしまうというこの驚きと痛みを、忘れてはいけない。
 
第二歴代誌　8:1-2
　ここからはソロモンの統治に関する記事が続いていく。ヒラムが返した町々とは、貢献に対する対価として提供した町々がヒラムの気に入るようなものではなかったという出来事によるもので（第一列王9:12）、列王記ではソロモンの不誠実を懸念させるものだが、歴代誌はそこには踏み込まずに、ソロモンが町々を整備したことのみを語る。以降も、歴代誌はソロモンの問題性についてはほとんど語ろうとしていない。それは、歴代時の時代にはもはや、そこを追求しても意味がなく、民の滅亡はもっと大きな視点で考える必要があると考えているためと思われる。
 
第二歴代誌　8:3-6
　ハマテはイスラエネの北、ユーフラテス川に接するあたりのことだ。ダビデの時代にダマスコなどが支配下に収められていたので、さらに北へと勢力を拡げたことになる。神が約束された領域からはかなり飛び出しているが、イスラエルの安定からすると必要とされたのだろう。ソロモンの時代には、メソポタミアとエジプトという二大文明の間の地域はイスラエルが支配していた。もっとも、この勢力は長続きはしていない。信仰面での課題もあるが、イスラエルにとってこの領域は広すぎて手に負えなかったのだとも言えるだろう。
 
第二歴代誌　8:7-10
　この記述によれば、ソロモンは国内にいた他国人を使役したということになる。この世の国家においてはよくあることで、自国民とそれ以外を別の扱いにするのは常のことではある。だが、神ご自身は律法などにおいても在留異国人の扱いについては丁寧であるようにと言い続けておられる。その動機付けとして、イスラエル人がエジプトで使役されていたこと、神がそこから助け出してくださったことが告げられていた。そして歴代誌の時代にはバビロン補囚も経験した。とすれば、読者たちはソロモンの姿に違和感を覚えつつだったのではないか。
 
第二歴代誌　8:11-16
　ソロモンが律法に忠実であったということが書き記されている。神殿という入れ物を造っただけではなく、内実においても神の前にしっかり歩んでいたのだということを示す意図が感じられる。このこと自体はそのとおりで、彼は神との関係においては、まさに定めに忠実に事を進めていたわけである。おそらくこういったことは生涯続けられていたのだろう。ただ、歴代誌にはソロモンがその生活の部分、彼自身の行状においても主の前に忠実であったかどうかにはふれていないのが気になる。彼の信仰は王としての祭儀に関することでは強く書き記されているが、彼の個人的な信仰生活、神とのぶつかり合い的なものが出てこない。そのあたりがダビデの場合とは異なる。6章の祈りも、ソロモン自身がそのように自らのことで祈った事例は出てこないのだ。この沈黙が気になる。
 
第二歴代誌　8:17-18
　エツヨン・ゲベルとエイラトはシナイ半島の東側の湾奥にある町で、当時は重要な港があった。イスラエルは地中海には面しているが、アフリカやインド方面へつながるには、これらを拠点にする以外は砂漠・荒野を越えていくしかなくなる。交易による膨大な富を手にしたということである。オフィルの位置は特定されていないようだが、インド半島のほうではとの説もある。「取って」と書いてあるので略奪したという印象も出てくるが、現実的にはやはり交易だろう。ツロの民は航海術にも長けているので、その支援を受けたことになる。まさにソロモンはなすことが皆、うまく行っていたことになる。
 
第二歴代誌　9:1-12
　シェバはアラビア半島南端にある、今のイエメンのあたりに位置し、古代社会では栄えた国であった模様だ。それだけの国の女王がソロモンの名声を聞いて訪ねてきた、ということで、おとぎ話のようなイメージが強くなる。が、冷静に言えば、外交的な訪問ということだ。ソロモンと女王との恋物語も歌われたりするが、想像の産物に過ぎない。聖書自体はそのあたりは何も語ってはいない。ともかく、大いに栄えている国の、立派な見識を持っている人が、ソロモンの英知と繁栄を高く評価したことを示すのが、この記事の意図である。贈り物の壮大さなども目を引くが、ソロモンの繁栄を考えれば、外交的儀礼としてもこの程度は必然とも言える。
 
第二歴代誌　9:7-8
　聖書はこの出来事について、ソロモンの様子を見た女王が主なる神をほめたたえたのだと語っている。これは意味のあることだ。単にソロモンのすごさが称賛されるだけなら、そのこと自体は悪いわけではないが、それだけの話である。だが、もしそれを通して主が賛美されるのであれば、これは意義のあることだ。かつてのイスラエルは、神が共におられることで強い民となり、それを見たラハブなどは主についていくことを決断している。人としての繁栄や功績も良い。だが、もしそれが神への称賛を生むきっかけになるなら、信仰者としては大いに喜ぶべきことだろう。
 
第二歴代誌　9:12
　ソロモンのした贈り物は、外交儀礼として妥当なものだとは考えられる。ただ、この節の言い方は第二列王記20:15を思い出させる。悪事とは言えない。だが、相手の好意を得ようとする姿の中に、神によってこそ支えられているのであって、人ではないのだということが薄れてしまっている様子を、聖書は時折、書き記している。ソロモンのその後を考えると、こういうあたりを書きながら、歴代誌は危惧を示しているようにも思う。
 
第二歴代誌　9:13-28
　歴代誌はソロモンの生涯について書き終えるまとめとして、彼の財の豊かさを語っている。実に膨大なものである。これほどの財が必要であったのかと考えると、現に彼は、実用性のないものを作るようになっている様子が見える。金で楯を作っても防御性はない。王座も獅子の像も同様だ。飾り立てることが悪いとは言えば、贅沢も悪ではない。だが、この記述はその豊かさを示すのと同時に、ソロモンが財を使い切れなくなっているような印象も与えている。これだけの財を用いてイスラエルの民を励まし、あるいは諸国との友好を築いていたら、子孫たちはもっと楽に暮らしていられただろうが。ソロモンの死と共に一切が瓦解するのは、結局彼の治世は失敗だったことを物語るものである。
 
第二歴代誌　9:29-31
　ソロモンについて歴代誌は、彼の晩年の問題性を何も語っていない。神からの厳しい宣告についても告げていない。したがって、歴代誌だけを読んでいると、10章からの反転に戸惑うことになるが、そこはこの書は前提として、列王記などを知っている人々のための書ということがあるからである。と同時に、後々のイスラエルの混乱について歴代誌は、それはソロモンだけの責任ではなく、続く王たち、また民全体の課題であることを意識させる意味もあったと考えられる。一般に、ソロモンの罪のゆえに分裂したと言いやすいのだが、実際は列王記においても、事を決したのはその後の人々のありさまによる。民全体の課題を霞ませないために、あえてソロモンの課題は触れずに済ませたのだとも考えられる。なお、第二歴代誌はソロモンのことで全体の1/4の章を用いている。この繁栄が復興を意図する民にとって、大きな希望になりえるものだったためと考えられる。
 
第二歴代誌　10:1-5
　イスラエルの王の即位を考えてみると、サウルは神の指名で民が了承して即位した。ダビデは神の指名だが、すぐに即位することは意図されていなかったこともあり、後に社会の必要から民がダビデに即位を依頼したものだ。ソロモンはダビデ王の指示と本人の意志に基づいて布告されたものである。神の同意もあったが、指名とは言いがたく、事前に相談したかどうかも不明だ。ソロモンは血筋による王位の最初であり、その息子が王家の意向で即位すれば伝統的な権威となりえる。が、イスラエルの本来の形かどうかは別問題だ。この後、北王国の王選びには何度か神ご自身が介入するが、南の王については神が指名したことはなく、他の国々と同じ方式になっている。両国の信仰的推移を考えると、これはちょっと驚きでもある。
 
第二歴代誌　10:1-5
　ソロモンの息子レハブアムは当然のように王位に就こうとしている。そこに神からの指示はない。もっとも、民が了承してこその王、という図式は保持されている。彼を「王とする」のは「民」と記されている。民の様子はサウルの時に近い。王の候補となる人物との対面、相談という様子が見える。民の言い方には、自分たちが了承しなければ王にはなれないのだという意志が示されており、実際にそのようになった。だがレハブアムのほうにはそういう理解はなく、即位に際して民から要望を受けた、という印象だ。この違い、つまりはイスラエルの王とは何か、という点が決定的な意味を持つことになる。
 
第二歴代誌　10:4
　この言い方からすると、ソロモンは民を虐げたのだということになる。確かに、ソロモンの財政には疑問も残るが、民もその繁栄を享受したはずである。それにソロモンは民を奴隷のように酷使して富を築いたわけではなく、諸国からの貢ぎ物や商売などが大きな割合を占めていたはずだ。税が重かった可能性はあるにしても、一方的にソロモンの悪政と言い募る様子は必ずしも妥当ではない。レハブアムがいらだちを覚えたとしても不思議ではないだろう。それでも彼は、時間の猶予を求めるだけの理性があった。
 
第二歴代誌　10:6-11
　レハブアムは41歳で王となったのだが（12:13）、彼の側近たちは「若者」と呼ばれている。すでに自力で活躍しても良い年齢だが、かなり上の世代にある長老たちが抑え込んでいたのだろうか。長老の助言は穏便に治世を確立するための確かな知恵だが、自分の統治を意図するレハブアムには合致しなかったようだ。しかし、気になるのはむしろ、ここでは誰も神の意志を尋ね求めず、神による即位ということが意図されていないことだ。と同時に、この後の展開（分裂）の可能性を若者も長老もレハブアム自身も全く想定していないことも気がかりだ。彼らはイスラエルの王位をすでに、ダビデ王家の所有物として見ていたと言うことか。偶像礼拝の問題と共に、このことも聖書は強く指摘していることを忘れてはなるまい。ちなみに歴代誌の時代には王はいない。
 
第二歴代誌　10:12-15
　レハブアムの行動は典型的な愚かさとも言える部類のものだ。尊大に見せたかったということだから、邪悪とまで言わなくても良いだろうが、人心を失う愚行である。15節に、神が仕向けたとあるが、レハブアム自身の責任を軽減する意図は全くない。これは神の宣告通りになったことを告げて、一切が神の御手の中にあることを明示するものである。神は決してこんなことになることを望まれてはいないのだが、でも、人はこの暗黒の道をあえて選び取って行ってしまう。この民の今後の推移を予兆するものでもある。それにしても、アヒヤの件は歴代誌では言及されていない。読者が列王記を知っていることを前提としているのだ。
 
第二歴代誌　10:16-19
　諸部族の反応は、一般的には常識的なものである。王は民があってこその王であり、民を率いることができなければその権威は地に落ちる。しかし、神の民という観点では、民の姿もまた疑問だ。彼らが忘れているのは、イスラエルの王は神が定めるということだ。レハブアムが王にふさわしくないかどうかを決めるのは神ご自身である。が、王も、そして民も、この危急の事態において、誰一人、神の指示を求めていない。かつて士師記においては、民は自分の目に良いと見えることを行っていた、とその惨状が表現されていたが、イスラエルはまたそこに戻ってしまったと言える。
 
第二歴代誌　10:17
　これはユダ部族が、という意味である。彼らはダビデの家系を自分たちの王とした。神がアヒヤを通して告げた通りだが、ユダ部族としてはそういう思いではなかっただろう。彼らはせっかく王の部族になったのに、それを手放したくはなかったのだ。かつて、ダビデはユダだけの王だったので、そこに戻る。ただし、ダビデ、ソロモンによって築かれた王の力があり、それと共に、ユダはイスラエルから分離したということになる。この点、十部族が分離したのか、ユダが分離したのかは、見方による。王家からすれば北が離れたのだが、神の語られ方からしても、イスラエル王国は北側であり、ダビデの家系のみ残したということになる。私たちは後々に至るユダ王国を中心に考えたくなり、歴代誌もそういう語られ方をするのだが、でも、国名の通りに、イスラエルは本来北側であることを踏まえて、一連の出来事を見るべきだろう。（だから北王国において預言者は大いに活躍したのだ。）
 
第二歴代誌　10:19
　それにしても、一連のことからすると、王国分裂はレハブアムの愚行をきっかけとした部族間の対立が最大の理由である。かつて神はソロモンの罪に対する結果としての分裂を告げられたが、もしレハブアムが謙虚に行動し、諸部族も誠実に行動していたら、ここまでは至らなかったとも言える。歴代誌はソロモンの罪を書き記していないが、そこにはこの分裂の原因はソロモン個人のことだけではなく、むしろ民全体の罪であることを明示する意図があるのだと言えるだろう。神のさばきは厳しいが、でも、罪があればそれで終わり、ではなく、何度でも回復の機会はあるのだと、これは聖書全体の指し示すことでもある。
 
第二歴代誌　11:1-4
　レハブアムの行動は理解できるが、それはイスラエル全体の崩壊を招くものだ。実際問題として、ユダだけで十部族に勝てるはずもない。その後の歴史においてユダはイスラエルに互角に対峙していくが、それぞれの基礎的な国力からすれば驚きでもある。神はそういう事態を望まれず、対立させるために二つに分けたのではないのだから、この介入は必然でもある。幸いなことに、この時点ではレハブアムはその指示に従った。ソロモン晩年の影響はあるにしても、レハブアムはまだ神からの明確な指示を無視するほどには至っていない。衝突は回避された。
 
第二歴代誌　11:5-12
　北側を取り戻すことは難しいと理解したレハブアムは、南側の領土を確実にするための策に転じた。このあたりは堅実な王と言えるかもしれない。世間のレハブアムに関する印象は否定的な傾向が圧倒的だと思われるが（列王記はそういうふうに書いている）、彼もただの愚者ではなかったということか。この施策は、対外的な防御であるのと同時に、国内に安定をもたらし、人々はこのユダという王国にあって暮らしていくのだという思いを確かなものにしたのだと言える。ユダ王国は決して広大な領土は持ち合わせていない。人心が伴わなければ成り立たないのである。
 
第二歴代誌　11:13-17
　王国分裂に伴い、祭司とレビ人は皆、南王国に移住したことが記されている。神の意図とは違っている。神は王国を分裂させたが、神の民であるイスラエルという国は存続している。北王国は神を中心として歩んでいくはずだったのだ。南王国はダビデの家系を保持することと、神殿を管理、運営する役割を担わせられたのだと考えれば、両者の意味合いと神の関わり方がよく分かる。主流は北側だったのだ。でも、ヤロブアム王は神を捨て、民も同調し、それで両国の趣旨は大きく変化した。南は主への信仰を保持する民という意味合いになった。もともと世界の中でごくわずかな存在だったものが、ますます細くなった。だが、南王国にはその意識はなく、単に自分たちの信仰を意識する程度で、世界の中でこの信仰を高く掲げ、北にも提示するという感覚がない。せっかくの分離が意味をなくしてしまった。
 
第二歴代誌　11:14
　北王国については、歴代誌はほとんど取り上げないので、少しだけ触れておく。ヤロブアムが神の指名に基づいて王となったが、彼はエルサレム神殿での礼拝が続くと民は南に吸収されると案じた。これは杞憂で、神は北に主軸を置かれたのだから、堂々としていれば良かった。でも、それを理由としてはヤロブアムは主を捨てた。結局彼の目には、神ご自身との関わりの是非ではなく、それが自分の支配にとって役立つかどうかという視点しか映っていないのだ。ふと思う。もし、ダビデが礼拝場所を都に引き込まず、シロやベテル、シェケムなどに置いたまま、神殿もそちらに建てていたら、ヤロブアムは神を捨てることを考えなかったかもしれない、と。ソロモンによって神殿が建てられて、その場所が強い意味を持つようになったことも、対立が始まるとやっかいの種になってしまう。むろん、捨てた方に問題がある。でも、あの十部族が失われたことを想う時、そしてまた、人の愚かさを前提とする時、何か方法はなかったのかと思わせられる。
 
第二歴代誌　11:13-17
　祭司とレビ人が南に来たのは迫害のゆえだから仕方がない。ただ、預言者たちは残り続けたことは覚えておきたい。移住してきた彼らの存在は、南において祭儀などが充実するのに貢献したと言える。移住したのは彼らだけではなく、諸部族からも主を礼拝することを志した人々は南に移ったのだとあるのは重要だ。南王国はユダ部族が軸であるが、そこには他の諸部族もまた入り混じっていたことになる。もともとイスラエルという意味では同じである。部族としてまとまった形での十部族は消えたが、その系譜は後々まで続いていくことになる。ただ、これだけの人々がいたのに、さほど長い期間ではない、その程度で、南の信仰もまた混迷してしまったのは、実に嘆かわしい。
 
第二歴代誌　11:18-23
　レハブアムが王家を確立させることに力を注いだのは、彼の置かれている状況からすれば当然でもある。彼に妻たちがたくさんいたのは、父ソロモンのことからすると不思議ではない。もっとも彼は、祖父ダビデとは違って、息子たちの処置については適切に動いていた様子だ。彼の家に関しては、子ども同士の争いによる混乱、というふうにはならなかった様子だ。このように見ても、レハブアムは最初の失敗に懲りて、堅実な治世を進めていたのだと言える。ただし、17節には、それは三年間だったと記されているのが、この後の事態を予告している。
 
第二歴代誌　12:1-8
　11:17からすると3年後である。たった3年、それだけでレハブアムは神を不要だと思い始めた。民も一緒に、というところが深刻である。1節の言い方は、全国民ということではなく、レハブアムを歓迎する人たちは、という意味であると思いたい。いずれにしても、国の主流は神を捨てる道を歩んだのだ。結果は当然すぎるもので、神の民が神を捨てたら、そこにあるのは弱小国の現実でしかない。エジプトに対抗できるものは、ユダの中には何もないのだと、人々は痛感させられた。それでも、レハブアムの時代には王も民も悔い改めた。列王記はその下りが書いていないが、歴代誌の民にとっては悔い改めに伴う助けということは重要なことなのだ。その先に何があるかが問われるけれど、何度も同じことを繰り返しても、それでも神はあわれんでいかれるというのが、士師記をはじめ、聖書の語るところである。レハブアムの悔い改めがどの程度かは私たちには不明でも、神はそれを受け止めて下さっている。
 
第二歴代誌　12:8
　この言い方は深く考えさせられる。神のもとには祝福があると体験していてもそこから離れる。それは祝福の豊かさを忘れてしまったからだろうが、反対の面も考えねばならない。神から離れる理由は、何か気に入らないことがあるからだろうが、でもそれは、神と異なるところで生きる苦労の大きさを本当に分かっていてのことなのかどうか。神などいらないと言うが、神のいない世界はまさに地獄であると、聖書は語る。人はそれを大したことはないと言うのだろうが、でも、事態はとても深刻なのだ。
 
第二歴代誌　12:9-12
　最後の一言、ユダにも良いことがあったである、というこの言い方も、補囚後の民を意識したものだろう。神に背き、刑罰を受けた民である。それでも神は回復して下さった。自分たち自身の中には何も良いことなどないのは承知している。でも神は、そんな者たちの中に喜ばしいものを見出しているのだと言ってくださる。このあわれみの中でこそ、人は立ち上がることができる。そうやって顧みていただいているのなら、自分たちもまた同じように、としたいものである。
 
第二歴代誌　12:13-16
　レハブアムは大混乱に陥った国を建て直したのである。それは王としては十分に評価できる功績だ。たとえ分裂のきっかけを与えたのが彼だとしても。17年はダビデやソロモンに比べると短いが、まあまあと言える。58年の生涯は長寿とは言えないけれど、まずまずとは言える。だが彼の信仰面は定まらなかった。14節の言葉は、しっかり心に刻んでおきたい。神は人と、まっすぐに向き合いたいと願っておられるのだ。
 
第二歴代誌　12:15
　ここで一つ、触れておきたいのだが、歴代誌は基本的に南王国について語っている。歴代誌は北王国についても多くの紙面を割いているのだが、歴代誌にはその大半が出てこない。これは書かれた時期がすでに来たが失われた時であることが関係する。彼らにとって「イスラエル」とはすでに南王国とその末裔でしかありえないのだ。逆に、列王記を読む際には、北王国が神の前では確かに「イスラエル」であり、「神の民」であり続けていることを強く意識しながら読む必要がある。さもないと、神の意図を受け止め損なうかもしれない。
 
第二歴代誌　13:1-2
　レハブアムの子アビヤについては、列王記では良くない王として記されている程度で、あっさり通り過ぎられている。その治世が短かったこともあるだろうが。だが、歴代誌に記されている彼の様子は少々違う。彼の問題性について言えば、列王記には父レハブアムと同様、という言い方になっている。それはヤロブアムとは違うし、後の悪王たちとも違う。レハブアムにしても、まだまだ行ったり来たりの状態だ。アビヤもその類だったのだろう。だからこの章に出てくるようなことにもなる。そして、神はこの時期のユダ王国については、それを処罰する意図は示されていない。レハブアムの場合のように、無用の戦いを北王国に仕掛けることは禁じたが、ユダ王国としての安泰は支えておられる。読み手側が善悪と単純に分けることにも問題があると言うべきだろう。
 
第二歴代誌　13:2-3
　この戦いはヤロブアムが攻めてきたのだと理解されているようだ。12節の言葉からもそれはうかがえる。アビヤは国を守るために立ち上がったということである。ただし、軍勢は北側の半分しかいない。これは国力からすれば当然ではある。むしろ半分も集めたことに、ユダ部族の強さがうかがい知れる。40万と80万を正確な数字とする必要はないだろうが（人口調査とは違う）、両者の圧倒的な違いを示すのが目的であるから、それで十分である。だが、この差は後に見るように、神の助けがなければどうにもならない事態でもあった。
 
第二歴代誌　13:4-7
　北王国の攻勢に、アビヤ王が強く反論している言葉が記されている。ここを見る限りでは、アビヤは両国の立ち位置について、神の御心に沿った理解をしているようにも思える。すべてとは言えず、その一部分ではあるが。まず、北王国がユダの併合をねらうのは間違っていると告げる。ここは神がダビデの家に与えたものだからだ。塩の契約という言葉を持ち出していることから、アビヤが律法についてそれなりの知識を持っていたことが見える。もっとも、北王国成立の事情については、アビヤは父レハブアムの問題点は語るが、祖父ソロモンについては語っていない。この点は歴代誌自体が触れていないので、その流れの中での取り扱いとも言えるが。ともかく、神が定めたことなのだから、北側がそれを覆そうとするのは間違っているという指摘である。
 
第二歴代誌　13:8-9
　北王国への反論の第二の点は、北側が主なる神を捨てていることである。神は国を分割し、ダビデ王家の持ち分は制限した。だがそれは決して神ご自身への思いにおいて離反することを意図されたものではない。当たり前だが。国が違っても、王家が違っても、イスラエルの民は皆、神を礼拝すべきなのだ。神の意図はエルサレムの神殿を軸とすることにあるが、もし、それを望まないとしても、だったら、シロかどこかに再び会見の幕屋を立て、適切な祭司によって営まれる祭儀を進めるべきだった。ダビデの家系を捨てるのは認められても、アロンの家系を捨てることは認められていない。北側は神から離れ、神の助けを失ったのだとアビヤは言う。
 
第二歴代誌　13:10-12
　ユダ王国の信仰状況については心許ないところが多々ある。だがアビヤはここで、適切な祭儀が行われていることを告げている。祭司の存在が大きな意味を持つものとして指摘されていることを見よう。南側が多くの問題を抱えつつも、それでも保たれてきた理由、また、回復することもあった理由は、そこに神殿があり、祭儀がなされていたことが大きく関係していると言えそうだ。儀式をすれば良い、のではない。でも、儀式がなされ、律法が読まれている限り、例えそれが形骸化していたとしても、人々の心が呼び覚まされる手がかりになり得るのだ。マンネリというけれど、信仰の営みが繰り返されていることは、大きな意味を持つ。
 
第二歴代誌　13:13-19
　しかし、アビヤの呼びかけは北王国を止められなかった。そして戦いは兵力の違いが大きく影響し、北側は巧妙な戦略で向かってきている。もっとも、伏兵が良いのかどうかは考えものである。勢力で圧倒しているなら分散させないで一丸となった方が良いとも言える。倍の勢力と戦っても勝ち目はないが、一方が半分程度になれば、それを打ち破れる可能性が出てくる。もっともこの時の戦いでは、ユダの勝因はひたすら、神に助けを求めたこと、神が助けてくださったことにある。これは神の民イスラエルの最も基本的な戦い方でもある。主に寄り頼んだから、という18節の言葉こそ、この事態を語る大切な一言である。
 
第二歴代誌　13:20-22
　アビヤとの戦いはヤロブアムの晩年に当たる。アビヤの治世が3年しか続かなかったので、ヤロブアムの存命中に次のアサ王が即位するが、アビヤは北王国をこの時期、完全に抑え込んでいたようだ。もっとも国力には違いがあるので、北を支配下に収めたわけではなく、南側には手出しをさせなかったということだろう。アビヤ自身の力ではなく、神に寄り頼んだからこそ、であるが。歴代誌はそのあたりの細かい順序は割愛して、神に頼らなかったヤロブアムの衰退を語るのみであるが、この箇所の意図としてはそれで十分である。
 
第二歴代誌　14:1-8
　アサ王は神に忠実な王としてよく知られている人物だ。ここにも、彼が南王国を適切に指導した様子が書き記されている。神の民である国としてはこれが基本となる姿であって、何か神のために頑張りましたというようなものではないのだが、現実としては、こういう基本的なあり方が崩れ去ることがあまりにも多い。この点は、きちんと確認しておく方が良い。神は何か特殊なことをせよと言っているのではなく、神の前に穏やかに歩めと言っているだけである。これを結婚関係になぞらえるのはとても似つかわしい。夫婦には色々あって、いつでも機嫌が良いとは限らないし、仕事やその他のことで、慌ただしく過ごすことの方が多いのかもしれない。でも、ほかの誰かに脇目を振ったりせず、時間のある限りは一緒にご飯を食べ、格別何か熱く語り合わなくても、静かに一緒の時を過ごす、その基本があれば関係は良好と言える。神との関わりもそこが基本である。それなのに人は、せっかくの幸いを捨ててしまうことが多すぎる。
 
第二歴代誌　14:9-15
　クシュはエチオピアのことを指すが、今のエチオピアよりもスーダンのあたりという説もあるようだ。ともかく、エジプトの南である。ゼラフの正体はこれだけでは分かりかねるが、おそらく、エジプト軍の将軍あたりによる侵略だろうと推察されている。かつてはソロモンと友好関係にあったエジプトも、混乱に乗じて勢力を伸ばしてきたということだろう。圧倒的な勢力での侵攻は、アサ王たちを震え上がらせた。だが、彼らはこう言う場合に最もふさわしい行動を取った。つまり、神に寄り頼んだのである。そして神の助けがあって、彼らは侵略軍を撃退することができた。さらには、ユダの南側にある町々を奪い取ることもできた。アサ王についての記述が告げることは単純である。神に頼れば助かる。だが、神を捨てたら滅ぶのだ、と。歴代誌の中心テーマである。
 
第二歴代誌　15:1-7
　アザルヤは後のエリヤのような継続的な預言者ではなく、一時的に預言を与えられた人だったのかもしれないが、神の言葉を伝えるという役割は同じである。その告げた内容は、アサ王の治世で繰り返されている、神に従えば平穏があり、神を捨てれば危機が訪れるというものである。今、アサは神に拠り頼んだところだが、そういう時にこそ改めて確認するのは意義あることだ。アザルヤの言い方からすると、レハブアム、アビヤの時代には国の信仰は荒れ廃れていたことになる。歴代誌の告げることと少々食い違うが、王個人の姿勢としては良き部分もあったけれど、レハブアムやアビヤは国全体をしっかり信仰的にリードするには至らなかったということか。王自身が曖昧な態度を取れば、国はどうしても乱れるのである。
 
第二歴代誌　15:8-15
　アサは、神との契約を改めて確認した。それはアザルヤの預言に応答するもので、神にこそついていくのだという決意表明である。王の姿勢は国全体をも導いて、皆の信仰となった様子が書いてある。イスラエルの王というものは、こうであるべきなのだ。9節には北王国側からも人々が来ている様子がある。国全体としては離れるばかりだったが、神を慕い求める人々はいたのだ。この人たちがそのまま南に留まったのか、それとも戻っていったのかは、ここを読む限りでは分からない。でも、神が本来意図された形が見られている。アサたちが神のもとに歩もうとしたからこそであり、そういう意味で、信仰は重要である。自分のためだけでなく、他の人のためにも。
 
第二歴代誌　15:16-19
　アサの誠実さは、母親への態度にも示されたとある。マアカは第一列王15章では父アビヤ王の母としても出てくるので、「祖母」ではないかとの考え方もある。表現的にはそれでもよいだろうが、単に同名の可能性もある。ともかく、母のしていることに介入するのは容易ではない。が、アサは国全体のことを考えて、事を推し進めたのである。その姿は、彼が神と共に歩む決意を固めていることを、確かに示している。親を否定する必要はない。だが、親だからと遠慮して、それで神から離れてしまっては元も子もない。共に神の前に立つためにも、決断は必要だったということである。なお、王女たちに異教の神々を拝む風習があったのかもしれないとも言われる。
 
第二歴代誌　16:1-6
　治世の36年だからアサもそれなりの歳になっている。まあ、彼はかなり若くして即位したから、まだまだと言えるかもしれないが、現代ほど長寿ではないし、何より、王としての年月はかなりのものである。年月を経てますます神に忠実、という人もあるが、ソロモンのように、逆の動きが見られることもあるのを聖書は語る。いずれにしても、よくよく警戒し、自らを整えていく必要はある。イスラエルの王が攻めてきたとき、アサは慌てて、今度は神に頼るのではなく、アラムに援軍を依頼した。こういうやり方そのものは、この世的にはよくあるもので、不道徳というようなものではない。ただ、神の民の基本は神に頼ることである。それをせずに他国に頼ることを、旧約は何度も戒めている。そして、人々は何度も痛い目に遭っている。そのことを歴代誌はしっかり書き記して、後の民に教訓を示している。
 
第二歴代誌　16:7-9
　アサ王の行動は、一般的には悪事とは言いがたいし、邪悪さもない。だが、神のもとに国を成り立たせているイスラエルにおいては、この点は常に決定的な意味を持つ事柄であった。モーセのころからずっと、である。だから、神からの厳しい言葉が告げられる。同じテーマは、後に、あの良き王とされたヒゼキヤにおいても問われることになる。厳しすぎるだろうか。一般論としては確かにとも思う。でも、神との関わりにおいてはこれがすべてなのだと、聖書は言う。それは、信仰を結婚関係と類似させて語ることにもつながっている。
 
第二歴代誌　16:7
　予見者ハナニの言葉は、驚きの内容を含んでいる。7節はアサ王の愚かな行動によって「アラム」が逃れたのだと告げている。出来事そのものとしては、神ではなくアラムに頼ったユダであり、イスラエルが撤退したのだが、神はその先を告げている。もし、アサ王が神に寄り頼んでいれば、ユダはイスラエルを圧倒することができ、ひいてはアラムに対する圧力を強めるきっかけになったのだと言うのだ。この戦いそのものでユダがアラムを攻撃できるかは疑問だが、ユダがイスラエルに対して優位に立ち、アラムとの戦いに参加させることができるなら、確かにユダないしはイスラエルはアラムを圧倒できただろう。そうすれば、後々まで、両国の安定は築かれたはずだ。イスラエルとの関係も良好なものになったかもしれない。でも、アサはそのチャンスを愚かにも壊してしまったのだとハナニは告げる。とすれば、アサの行動は、信仰の問題であり、かつ、王としての愚行でもあることになる。
 
第二歴代誌　16:10
　預言者によって過ちを指摘された場合にどのような行動を取るのか。王たちの記録を見ていくときに、ここは大きな鍵になる。そして、多くの王たちはそこで怒りを燃やしてしまっている。ダビデがバテ・シェバの時に示した態度、神がそれに対して与えた赦しということの意義を、これらの王たちの姿と比較するときに、深く考えさせられる。残念ながら罪は起こる。悪事はなされてしまう。では、その時どうなのか。そこが重要である。ソロモンは悪事の後で神に赦しを求めて祈ることを告げていた。それだけが道であるのに、である。「民のうちのある者」はハナニのことかもしれないが、アサの行動に異議を唱えた家来がいて、それをアサが踏みにじったということかもしれない。家来の大切な呼びかけに耳を傾けないとき、その権威は最悪の事態を招くことになる。その点はダビデにも見られることだったが。
 
第二歴代誌　16:11-14
　残念ながら、アサの神に対する姿勢は改善されなかったようだ。偶像礼拝などの悪行には至らなかった様子で、神を捨てたとは言えないけれど、でも、関係を損ねたまま、のようである。これはたとえば友人に腹を立てて、それで会話を交わさなくなるようなものに似ている。病気の癒やしをすら求めなかったとあるが、そう、腹を立てていると頼るべき友に「助けてくれ」と言えなくなったりする。神を嫌ったわけでも、異教に走ったわけでも、神殿礼拝をやめたわけでもないが、でも、こういう怒りは、まさに悲しきことである。彼は平安に葬られているが、そのことを記す歴代誌は、神の前に生きるとはどういうことかを、読者に問い掛けている。
 
第二歴代誌　17:1-6
　アサ王の後は、息子のヨシャファテが継いだ。彼についてはかなり長い記録が載せられている。それは、神の前に歩んでいこうとした姿を、大切な手がかりとして歴代誌が人々に提示しようとしたからだろう。彼がどのような王であったのかは、3-6節に書かれていることが物語っている。つまりは、神に誠実に歩んでいく者は、神の守りの中で、しっかりと良き繁栄を与えられるのだと、歴代誌は語るのである。それは、読者が後の王たちの姿と比較する時、とりわけ、異教に走る王たちと比較するとき、歴然と、何が幸いかを指し示すものとなっている。むろん、信仰と繁栄が必ずしも結びつかないことは聖書全体から分かる。それでも歴代誌は人々への呼びかけとして、また教訓として、幸いは神にこそあるのだと明確に告げるのだ。
 
第二歴代誌　17:1-2
　ヨシャファテの治世について、この冒頭には、北王国に対して勢力を示していたことが記されている。アサ王の晩年に、攻めてきた北王国を敗走させたこと、その際に領土を奪うことができたことが、こういった状況をもたらしていたのだと考えられる。ヨシャファテ自身が攻め取ったというふうには書いていない。このことはユダ王国の安定にとっては非常に大きなことである。本来は両国が協力して神の前に繁栄を目指していくはずが、このように対立してしまった。であれば、もともととしては勢力に劣るユダ王国が、自らの力を蓄えることが大事と言える。ヨシャファテは良き基盤を与えられたのである。だが、18章以降で彼はその幸いを自ら壊すことに至ってしまったのだと記されていく。
 
第二歴代誌　17:7-9
　ヨシャファテは、国の中での信仰に深い関心を示して、直接的に民に働きかけていくことを目指した様子が書かれている。補囚後の民においては、エズラなどの人々が精力的に語りかけ、民の信仰を導いていったのだが、歴代誌はそういう取り組みの先例としても、ヨシャファテの行動を好感を持って記しているのだと言えるだろう。レビ人の活躍も記されている。彼らは単に幕屋・神殿の維持管理だけでなく、教えることにおいても大事な役割を担っている。預言者のような特異な人々とは別に、経常的に存在するこういう役割の人たちがいることの必要性を、イスラエルの歴史を読む者たちは痛感しているはずだ。
 
第二歴代誌　17:10-19
　ヨシャファテが勢力を増したことが記されている。父のアサ王も国に安定をもたらしたが、ヨシャファテはそれ以上であったということだ。かつてのダビデやソロモンの時代には及ばないが、南ユダ王国の安泰は神が本来意図されていることでもある。こういった状況になりえた理由について、歴代誌は明確に告げている。「主の恐れがあったからだ」と。つまり、神の守りと助けによってこそ、この隆盛は確保され得たのである、と。ヨシャファテは多くの町を持ち、強力な軍隊も持ち得たけれど、それは神が与えた繁栄の結果である。この順番を間違えてしまうと、せっかくの幸いを自ら失ってしまう。歴代誌が警告の意味も込めてこのことを記しているのは明らかだろう。
 
第二歴代誌　18:1-4
　ヨシャファテ王が良き姿勢を持っていたことを告げた後、歴代誌は彼が北王国のアハブと姻戚関係に入ったことを語る。21:6によれば、息子の嫁にアハブの娘を迎えたのである。この時代のことであるから、息子の恋を追認したなどということではなく、意図的な政略結婚である。北と南が友好関係を保つことを望むのは、常識的な案ではある。だが、アハブは北王国の中でも信仰面でとりわけ悪い王とされ、バアル信仰を本格化した人である。結局、その影響がダビデ王家にも浸透するようになったことを考えると、ヨシャファテの判断は大きな間違いであった。彼は、自らが神に忠実であれば問題はないと考えたのだろうが、人間、あるいは社会というものは、それほど確かなものではないのだ。
 
第二歴代誌　18:3-4
　姻戚関係を結んでいる相手から、一緒に戦おうと呼びかけられたら、それに応答するのは自然なことである。言い換えれば、こういう関係を結んでしまったら、望ましくないことでも容易には断れないということでもある。それでも、決断する前に主の御心を尋ね求めたいと答えるところに、ヨシャファテ自身の信仰は誠実なものであることは現れている。もっとも、この後の経緯を見ると、そういう信仰姿勢ですら貫き通せないほどに、彼はアハブとの関係に縛られてしまっていたことが示されている。愚かな行動は、せっかくそこに信仰があってもなお、事態を破壊的なほうへと引きずり込むのだ。
 
第二歴代誌　18:4-6
　預言者に関する出来事が、けっこう長く語られている。歴代誌はこの事件を一つの事例として、預言者というものの意味合いを語り示そうとしたようである。補囚後にも、まだ預言者の活躍は見られる。ただ、それから後には預言者たちが大きく動く様子が希薄になっていく。歴代誌としては、ぜひともその存在と意義を指し示す必要があると考えたのだろう。預言者とどう向き合うのかは、やがて、神の言葉である聖書とどのように向き合うのかという問いにつながっていくものでもある。
 
第二歴代誌　18:4-6
　アハブ王としては、ヨシャファテの願いを単なる迷信的なものと見たのだろう。現代なら、星占いとか、今日の運勢を気にする人、のようなものとして、である。それで、神々の声を聞くことができるとされる預言者たちを集めた。これらはバアルの預言者たちだろうが、何の神に仕えているかより、そういう特殊能力を持っているらしい連中、という感覚だろう。盛大に占わせて、それで吉兆を手にしたのだから、これで良し、ということである。日本でも古来なされてきたことであろう。しかし、ヨシャファテはそんなことを望んだのではなく、主の御心を確かめたかった。彼のそそういう姿勢が、アハブや北王国がどれほど神から離れていたのかを、鮮明に指し示すものとなっている。
 
第二歴代誌　18:6-8
　アハブの言い方は、彼が望む預言とはつまり、自分の気に入ることを言ってくれることでしかないのだと、明らかに示している。ヨシャファテは勝利を語る言葉そのものを否定したのではなく、そこにいる預言者たちが王に追随するだけであることを見て取って、真剣に取り組む者を求めたのだろう。アハブにとっては笑いぐさでしかないのだが、でも、今から一緒に戦おうという大事な相手であるので、ヨシャファテの気に入るようにと応じている。アハブの時代に最も有名な真の預言者といえばエリヤであるが、さすがに彼を呼ぶつもりはなく、それ以外の預言者たちを思い浮かべての人選であろう。しかし、北王国にもまた、主の預言者たちはいたのである。彼らの活躍には頭が下がる。
 
第二歴代誌　18:9-11
　この様子を見ると、ゼデキヤは主の預言者であるようにも見える。だが、後にユダ王国でエレミヤと対峙した人々とは違い、ここに出てくるのは主によって立てられたのではなく、神々の声を聞くことができる能力を誇示する人々、霊媒師などのようなもので、それで、ある時はバアルの声を聞き、別の時は主と呼ばれる神の声を聞けるのだと言っているようなものだろう。サウルも霊媒師に頼り、死者サムエルの声を聞いたつもりになっていた。彼ら自身は誠実に取り組んでいるつもりなのだが、本来、主の預言者とはそういう霊能的なものではなく、文字通り、神から言葉を託されて、それを人々に伝えるのであるから、異質なものと言うべきである。
 
第二歴代誌　18:12-15
　真の預言者であるかどうかの見極めが、王にとって不利なことを語るかどうかで判別されているというのは、実に悲しいことだ。それほどに北王国は神から離れてしまっているということであるが。ミカヤの言い方は、誰の目にも明らかに、嘲りを込めた偽りを語っていると分かるものだったのだろう。アハブ王ですらその態度に腹を立て、言葉だけを取って「主も味方してくださった」と吹聴することはできなかったのだ。でもそれは、聞く側のほうに、真剣に神に尋ねる気がないのだから、そういう者たちに語り得るのはこの程度のもの、という意味合いでもある。
 
第二歴代誌　18:15-17
　ミカヤが嘲笑的に王の命令通りに語ったことを、アハブはすぐに察知している。神の真実な言葉を歓迎などしないけれど、馬鹿にされるのは我慢がならないのだ。そこでミカヤは、主の本来の言葉を告げている。アハブの注意を喚起するという意味では、このやり方は効果的だった。ただし、アハブは結局、主の言葉には応じないのだが。告げられたのは王の死であり、民の混乱である。つまり、戦いに赴けばアハブは死ぬという予告である。しかし、言い換えれば、戦いを断念して静かに帰国するなら、彼の命はまだ続くのだ。神は北王国がひどい目に遭うことを求めてはいない。彼らが神に立ち返ることを望んでおられるのだ。でも、アハブは御言葉に応じる様子を見せない。
 
第二歴代誌　18:18-22
　聖書には時々、こういう箇所が出てくる。ここに書かれていることを現実として受け止めるのか、それとも、寓話的に告げられたのだと受け止めるかは議論のあるところだ。悪しき霊が神と対話しているという光景は、聖書全体の構図にはそぐわない。それに、この言い方をそのまま受け止めてしまうと、ゼデキヤは単にだまされただけ、操られただけということにもなる。どちらの場合でも、告げられている中身は同じだ。さも真実のようにして語られていることがあっても、実はまったくのまがい物に過ぎないことがありえるのだということを、嘲笑的に、そしてまた、悲しみを持って指し示されているのだ。神はそれを効果的に伝えるために、こういう寓話を用いたのだと考えて良い。その効果は絶大だった。
 
第二歴代誌　18:23-24
　ゼデキヤの様子からすると、彼は自分が神にあって語っていないことにすら気づいていないようだ。でも、こういうことはありえる。つまり、自分には神の意志を察知する能力があると自信を持っていて、そして、自分なりに神の声を聞いたつもりになり、でもその真実は、単に自分の思い込みに過ぎないということだ。現代でも、熱心ではあるのだけれど、でも、御心とは違うことを語る人はいる。これを避ける方法は一つしかない。真実に神の言葉にこそ聞き続けることである。私の確信ではなく、主の告げられることを、である。ゼデキヤが本来の意味合いで主を信じていたとは言いがたく、彼は基本的にはバアルに傾倒していたのだろうが、でも、バアルの預言者である自分には、「格下」の「主」の声を聞くくらいは造作もないという認識だろう。
 
第二歴代誌　18:25-27
　王の行動はよくあることだが、神の声を聞こうとする姿勢ではない。つまりは自分に心地良い言葉を語るかどうかで決めるのだから。でも、似たようなことは人間社会の中にもあって、それが神にも向けられる。神が単なる助言者に矮小化されている。それでも、殺してしまえ、とはしなかった点だけは、アハブの人間性については認めてもいい。いや、ヨシャファテの手前、そこまでしかできなかったのかもしれないが。ミカヤの言葉は考えさせられる。確かに、自らの語った言葉が真実でないなら、アハブは無事に戻ってくるのだ。一切は主の御心のままに、である。ヨナとの違いを思う。
 
第二歴代誌　18:28-31
　ヨシャファテは主に熱心な王であったのだが、でも、ミカヤの警告を聞いても、アハブと共に戦いに出ている。そのこと自体が邪悪というわけではないけれど、神のせっかくの警告よりもアハブとの関係を維持したかったのか。でもそれが身の危険を招く。アハブの露骨な策にも気づかないほど、彼はアハブとの共闘を願っていたということか。気づいていたけれども、という場合もあるのだが。でも、まさに危うくなったとき、主の助けがあったということに、いろいろあっても、足りないこともあったとしても、それでも主に従い続けていることの重みというものを考える。
 
第二歴代誌　18:32-34
　アハブ王の死は、ようするのに、たまたま、という形で訪れた。一切は神の御心のままに、であったことを痛感させられるものだ。敵は王の所在を察知していなかったのだし、狙いを定めたわけでもなく放った矢であるし、小さな隙間を刺し貫いたのでもあるし。でも、結局、神が告げられた通りに、アハブは失われて、イスラエル軍は崩壊した。ラモテ・ギルアデ自体は、これを機にイスラエルを侵略、などと考えられる規模ではないので、戦いが終わったというだけであるから、アハブ個人へへの取り扱いと言えるだろう。それにしても、似たような光景を、イスラエルに攻めてくる国々の出来事でよく見かけるように思うのだが。人々はまだ、神の守りを知らない。
 
第二歴代誌　19:1-3
　エフーの言葉は、ユダの王ヨシャファテの今回の行動について、鋭く神の意志を告げている。やはり、彼は間違ったのである。アハブと協働するという点において、である。南北の融和は大事であり、神の本来の意図でもある。だがそれは、共に主を仰ぐ時にこそ実現するのであって、今の北王国と一緒になることはできない。イスラエル民族にとって、その一致の要は、主なる神への信仰の一致であるからだ。それでも、ヨシャファテの取り組み全体は評価されている。過ちは厳しく問われるべきだが、神によって受け入れてもらえるということは、実にありがたいことであり、ホッとさせられることだ。
 
第二歴代誌　19:4-7
　ベエル・シェバはユダの南方、エフライムはユダより北である。南方に出向いたのは支配領域としてわかるが、北側はイスラエル王国側に属する地域である。アラムとの戦いで王が死に、混乱していた北側に対して、ヨシャファテは勢力を伸ばそうとしている。彼には、南北の再統合、いや、融和を目指す思いが強くあったようだ。ただし今度はアハブとの同盟のような誤った方法ではなく、主なる神への信仰という土台に立った融合を意図したのである。歴代誌はこの姿勢を肯定的に語っている。補囚後のユダは小さな領域だったが、彼らの願いは本来のイスラエル全体を神のもとに再統合することだった。ヨシャファテの姿は彼らにとって、一つの道筋を示すものとなったに違いない。
 
第二歴代誌　19:5-7
　主への信仰に立ち返らせる意図の中でヨシャファテは、各地にさばき人を立てている。つまり、町々のリーダーを整えたということだ。彼らの使命は公正な社会を築いていくことである。いわゆる信仰面は8節以降にあるようにレビ人や祭司が関わる。だが、社会的な指導者たちも、神への誠実さに基づいた統治をすることが欠かせない。そういう取り組みこそが、人々の間に主への信頼や期待を形成するからだ。どれほど王が神への信仰を叫んでも、そこでなされている統治がいいかげんだったら、誰もそこに真実を見ることはない。それは統治に限らず、様々な仕事、あるいは人間関係にも言える。誠実な生き方は信仰の広がりには不可欠である。
 
第二歴代誌　17:8-11
　レビ人、祭司はエルサレムに住んでいる。そこに神殿があり、信仰的な規範の中心があるからだ。でも彼らの使命はエルサレムの町だけには留まらない。各地から訴えが持ち込まれて、彼らはそれを公正に対処するのだ。神殿礼拝に関わる事柄も大切である。が、同時に、社会の中でのもめ事をきちんと取り扱うこともまた、信仰の正しい姿である。モーセもまた細々としたことも含めて、民の争いを取り扱っていた。モーセ一人でするのではないけれど、そういった取り組みの必要性は律法が初めから示していることである。それは今日のおいても言えることだ。教会において牧師たちが信仰を語ることで精一杯なのだとしたら、人々を扱い、支え、守り、整えるのは役員等の欠かせない使命である。
 
第二歴代誌　20:1-4
　この出来事は第二列王記3章のものと比較されることが多いが、内容からすると別の戦いと見るのが妥当だろう。むろん、一つの戦いは別の戦いと連動しているものなので（第一次世界大戦が第二次世界大戦を招いたように）、様々に重なり合ってはいるのだが。ともかく、モアブ人がユダ王国に攻めてきた。ユダの東隣、死海の向こう側にある国だ。2節の「海を渡って」は死海のことである。このモアブが北隣のアンモン人、それからおそらく南方に広がっていた民（彼らもアンモン人と呼ばれている。現代の感覚ではアラビア方面の民だ）と共に攻めてきたのである。ヨシャファテは大きな勢力を築いていたので、その軍勢も大きかったはずである。だが、敵が多すぎたのか、それとも備えが間に合わなかったのか、ともかく彼らは自分たちの劣勢を痛感して恐怖した。その時ヨシャファテと民がしたのは神に祈り、求めることだった。最も良い道を選んだのである。この出来事は信仰を歩む姿を朗々と語っている。
 
第二歴代誌　20:5-13
　ヨシャファテの祈りは神の支配にまっすぐ目を注いだものとなっている。神が地の一切を支配されていること、モアブが今も存続しているのは神の指示に基づいていること、そうやって神が残された民によって今危機的なことになっているのだから、神ご自身が事をなしてくださるのでなければどうにもならないのだと、それはまさに神を信じる祈りである。単なる願い事ではなく、神ご自身を認め、委ねているからこその祈り、である。いつも祈りというものがこうであり得ればと思わせられる。
 
第二歴代誌　20:13
　この出来事において歴代誌は、これがヨシャファテだけのものではなく、民もまた一緒に、というものであったことを何度も指摘している。王の取り組みはもちろん重要である。だが、それが真に意義あるものとなり、国全体に波及するためには、民もまた共に主を仰ぐことが欠かせない。幸いにもここにおいては、ヨシャファテと共に祈り、共に神を待ち望む民の姿が語られている。これこそ、ぜひともと願わずにはいられない光景である。
 
第二歴代誌　20:14-19
　ヤハジエルによって告げられた神の言葉は、モーセ以来のイスラエル民族にとって最も中心となる指針である。彼らにとっての戦いは常に、「あなたがたの戦いではなく、神の戦い」であるのだ。このことが見失われる時、たとえそこに良き志があったとしてもなお、そして、その戦いには勝利したとしてもなお、事態は悪化の要素を強くすることになる。幸いにもこの時期のユダは、ヨシャファテをはじめとして民全体も、神によってこそ国は成り立っているのだということを、強く意識していた様子である。
 
第二歴代誌　20:20-21
　戦いに出ていこうとするときに、賛美部隊を構成する。この世的に考えれば訳が分からないと言われるかもしれない。さもなければ、呪術の類を思い浮かべる人もあるだろう。だが、彼らの意図は、賛美の声が敵を圧倒するというようなものではなく、自分たちが神に寄り頼むその心をしっかりと握りしめていたいということであり、神を求め続けるための手段である。思い起こすのは、ヨシュアたちがエリコを攻めたときである。あの時は神からの指示によって、賛美部隊を先頭に、そして、城壁が崩れるまでイスラエル側がしたことは、まさに賛美のみであった。ヨシャファテがその時のことを思い出してこの案を持ち出したのかどうかは分からないが。なお、ここでも民と一緒に考え、一緒に取り組む姿が記されている。
 
第二歴代誌　20:22-23
　簡単に言えば同士討ちであるが、神が戦いに乗り出される時には、この手法を用いることが少なくない。神の戦いと言うと、天から火が降ってきて敵軍を焼き尽くすとかを思い浮かべやすいが、神はもっと身近な手段を用いることが多い。セイル山の人々というのは、1節では一部のアンモン人と記されている人々に当たり、南方の民になる。ユダに対抗するために協力関係を結んだものの、もともと対抗する国同士だから、疑心暗鬼でセイルの人々を襲い、そうすると、今度は自分がやられるのではと不安になるのは、予想できる光景だ。だが、ともかくユダは、自らは戦闘をすることなく脅威から解放されたのである。
 
第二歴代誌　20:24-30
　この勝利に対するユダの対応はふさわしいものだったと言える。古代社会ではこういう場合の分捕り物は当然で、放置して無駄にすることは考えられない。まして、神が与えられた勝利なのだから、神からの贈り物と位置づけられる。むろん、分捕り物はどれほど多くても一時的な幸いに過ぎず、敵からの守りの方がはるかに大きな意味を持つ。29節の言葉は、この民の本来のあり方が戻ってきたことを告げている。その平安は彼ら自身の強さでも、勢力のゆえでもなく、神が共におられるからこそ確立されていくものなのだ。ヨシャファテ自身にはダビデたちのような強大な才能があったわけではないようだが、彼は神の祝福を手にしたのである。
 
第二歴代誌　20:31-34
　60歳まで、25年の治世であるから、まずまずのものと言えるだろう。そして、父のアサとヨシャファテと、二代続いて主の前を歩む王であったことは、ユダの国にとって大きな幸いであった。彼は自身がまっすぐに主のみを崇拝し続け、統治のあり方についても、神のもとに生きる国であることを意識したものであったと聖書は記している。このような評価を受けられることは、大きな喜びと言えるだろう。33節の高き所への言及は、時代をさかのぼればよくあった風習なのだが（それが主へのものであるならば）、しかしこの記述は、主への信仰を軸としつつも、それ以外のものが社会には混在していたということである。キリスト教社会と呼ばれていても、魔術的なものとか占いの類が流行ったりするのとも似ている。大したことはない、と考えられているが、主に心を定めるのには、それはやはり大きな弊害であるのだ。
 
第二歴代誌　20:35-37
　歴代誌はヨシャファテを評価しているが、しかし、大きな問題が一つあったことを、繰り返し、指摘している。それは北イスラエル王国との同盟にこだわり続けたことだ。アハブとの同盟、そして息子のアハズヤとの同盟である。ヨシャファテは南北の融和と、できれば再統合をも願ったのかもしれない。少なくとも戦い続けるべき相手ではないとの認識を持っていた。本来の神の計画は、両国が平穏に共存することだが、しかし問題は北王国が主を求める志が全く見られないことである。攻略を意図する必要はないが（神はそれを禁じた）、しかし、関係を持つならば良い影響を及ぼすことを意図するのが先決で、共存による繁栄を求めるだけでは意味がない。その点ではヨシャファテは大きな誤解をしていた。それが次の代に大きな課題となっていく。
 
第二歴代誌　21:1-7
　ヨシャファテは悪い人ではなかったが、彼はユダ王国に最悪の事態を招いた。彼の後を継いだヨラムである。ヨラムの状況について、その原因は妻が北王国のアハブの娘であったことにある、と聖書は記している。アハブは北王国の歴史でも最も問題の大きい王であった。むろん、その娘だから問題だとは言い切れない。でも、残念ながらこの時は問題だったようだ。そしてヨラムは妻を正しい方に導くのではなく、自分も堕落した。王たちについて、母に問題があるときに影響を受けた指摘があるが、ここは妻の課題である。そう言えばアハブも妻の影響を強く受けていた。そして、当時の習慣として、結婚相手を決めるのは父親、ヨシャファテである。彼は間違えたのである。かつ、ヨラムの言動についてヨシャファテは分かっていたはずだ。でも長男だからとヨラムを王にした。必ず長男を、という決まりがあるわけではない。ダビデもソロモンも長男ではない。しかしヨシャファテは長男ということで、他の課題には目をつむった。結果は惨憺たるものだった。
 
第二歴代誌　21:4
　ヨラムの悪行は、まず、自分の行動を阻止する可能性のある兄弟を皆殺しにすることだった。一般に、王家の人数を減らすような行動を取ると、その王家は間違いなく衰退する。内部でライバルを排除する必要性があること自体が、すでにだめとも言えるのだが。古来、安定した王家は数多くの傍系を持つことを重視する。彼は目の前の権力しか見ていない。それは自らの、そして、後継者の力を自ら破壊することでしかない。ほかにも、国の有力者を殺害している。
 
第二歴代誌　21:11-15
　ヨラムの暴虐は国政に留まらず、信仰面でも国を破壊した。6節にはイスラエルの王たちの道とあり、これは列王記的にはヤロブアムが作った金の牛を拝む行為に当たるが、あれはエルサレムの神殿に対抗するものなので、ユダ王国ではそのままは成り立たない。詳しい説明は書かれていないが、おそらく様々な異教を持ち込んだという意味合いだろう。11節の高き所は、主なる神への礼拝にも使われるものだが、異教の神々を礼拝するのにも使われる。そういう特別に霊的な場所という意味合いである。そしてヨラムは神殿そのものではなく、そういった周辺的なものを利用して、民の信仰を惑わした。王が率先すれば、民は瓦解する。そこで抵抗して欲しいけれど、現実にはいつの時代にも、愚かな指導者のもとでは、大半の人々は道を踏み外すのである。
 
第二歴代誌　21:12-15
　北王国で活躍した預言者エリヤが手紙を送ってきたとある。エリヤは旧約で最も大きく取り上げられている人のひとりだが、歴代誌ではここだけである。彼の本分は北の民を主なる神に引き戻すことだが、そのためにもエルサレムの神殿での礼拝は毅然としていることが欲しい。だがヨラムは北を引き戻すどころか、ユダ自体を迷わせた。エリヤの嘆きはどれほどか。手紙の内容は、神からの宣告である。もしかするとこの時代、まともに動ける預言者そのものが枯渇していたということか。ますます愕然とさせられる。
 
第二歴代誌　21:8-10
　ヨラムの行動に、エドムが離反した。主なる神が導く民には勝てないと服従していた彼らは、すでにその加護はなくなったと見なしたのだろう。ヨラムは力で抑え込もうとしているが、もともと神の助けに基づくエドム支配である。抑えきれるものではない。エドムを支配下に収められるかどうかは、国としての安定度に大きく影響するのだが、神はその恩恵を取り上げたということである。士師記の時代にも、民が神に忠実ではなかったとき、神はカナンの民を残して、イスラエルに難儀をもたらしたと記されていた。神を捨てた代償は大きい。当たり前のことだが。
 
第二歴代誌　21:16-17
　ダビデ以降、イスラエルは周辺諸国を抑え込んでいたが、エドムに続いてペリシテとアラビアも反旗を翻した。これらの民族は国内にも攻め入ってきて、王宮も侵略されている。略奪隊的なものだったのだろう。占領されてユダ全体が屈服したわけではなく、通り過ぎたという感じである。だが、財宝と、それからヨラムの息子や妻たちが奪い去られた。つまりは、この場で殺されたというよりは、奴隷として取り去られたということだろう。王としては最大の屈辱であり、国民はもはやヨラムを信頼しなくなった。ヨラムは兄弟を殺して王家をか細くしたが、息子も一人だけしかいなくなった。ということは、ダビデ王家が存続するかどうかは、この一人次第ということになる。瀕死の状態である。彼が招いたことであるのだが。
 
第二歴代誌　21:18-20
　ヨラムの最期は、エリヤを通して宣告された通りに、病によるものだった。まだ40歳である。彼は8年しか王として活躍していない。それ以上の悪影響を神が押しとどめられたのだと見る方がよいだろう。そして、誰も彼を惜しまなかったのだと辛辣に書かれている。王としての扱いではない。極悪非道な犯罪者、のようなものだ。王家の墓にも入れてもらえなかった。そして、後継者を指名することもなかった。ヨラムは退場させられたのである。ただ、それで終わりではなかった。
 
第二歴代誌　21:7
　ヨラムの言動は、ダビデ王家の終わりを宣告するほどのものだった。実際、彼自身の行動は、神の介入を別にしても、まさに家を破壊するものでしかなかった。ただ、神にはダビデの家系について、そして、ユダ王国のこれからについて、考えがおありだった。ダビデとの約束もあり、神はなお、この一族を用いてユダ王国を導くことを諦めていない。ただし、それが再開されるまでには、しばらくの日々が必要だった。民は苦しむのだが、それは王と共に愚かな道を進んだ民の、自業自得でもある。それでも神は諦めてはいない。
 
第二歴代誌　22:1-4
　ヨラムが病死した後、民は彼の息子アハズヤを王にした。それ以外の息子たちは21:17で殺されていたからだ。21章ではエホアハズと記されているが、名前の変更は聖書にはよく見られる。改名したのか、いくつかの名前を持っていたのか、いずれにしても最初の読者たちはそれが気にならなかったようだ。アハズヤはヨラム同様に神から離れた歩みをした。原因は母が北イスラエルの王女だったからで、元をたどればヨシャファテが決めたことだが、それが王国にも王家にも壊滅の危機をもたらしたのだ。ヨシャファテは善王であるが、彼の責任は非常に重い。アハズヤの年齢はここにある数字では筋が通らないので、列王記のように22歳と見る方が良いだろう。書き継がれている間に混乱したのかもしれない。聖書が実に古い時代の書であること、それがこれほどに忠実に継承されていることに驚きを覚える（奇妙に見える箇所はほんのわずかなものだ）。
 
第二歴代誌　22:5-9
　アハズヤが北王国のヨラム王を見舞いに行ったのは、親戚関係だからさほど特異なことではない。だが、その結果、彼はヨラムを倒すために蜂起したエフーの攻撃に巻き込まれて死んだ。歴代誌はこれを、神が現状の王家について、放置することはできないと判断して断罪した結果であると告げている。王が巻き込まれて死んだと言えば、不幸な事態であるとか、運が悪いとか、あるいは、神の守りはどこに、というふうに受け止めるほうがよくあることだろうが、ヨラム、アハズヤ二代の行動は、ユダ王国にとって排除されるべきものと見なされたのである。なお、歴代誌に書かれていることに限って見るならば、彼らの代に至るまでは、ユダの王家はそれなりに神の民としての歩みを継承していたと言える。問題は多々見られるが、それでも自分たちが主のもとにあることは理解していた様子だ。でもこの二代はその観念を徹底的に捨て去ってしまった。ユダの社会が大きく変質した時、と言えるだろう。
 
第二歴代誌　22:10-12
　アハズヤの死は、ダビデ王家に消滅の危機をもたらした。彼の母アタルヤ、つまりは北王国の王女は、この気に国を乗っ取る計略を立て、6年にわたる日々、ユダ王国を支配したのだ。彼女は、王位を継承できる者を全て殺したつもりであったので、その時点で、民も含めて、もはやダビデ王家の再興はあり得ないと考えたはずである。アタルヤがどのような統治をしたのかはここには何も書かれていないが、その資格のない者が勝手に簒奪した王位であるから、許容され得るものでないのは言うまでもない。でも、それほどの事態を招き寄せたのが、まさに神を捨てた王たちの悪行であったことを、歴代誌は鋭く告げる。読者は恐怖を覚えつつ、この戒めを聞いていたことだろう。
 
第二歴代誌　22:11-12
　アタルヤの策を覆したのは、勇者でも、祭司でもなく、王女の一人、である。むろん、彼女にできることは限られている。だが、生まれて間もない男の子を隠すのみであれば、どうにか対処できたのだろう。ダビデ王家の血筋は、これによってかろうじて保たれた。そこに祭司エホヤダが関与したことが、後のためにはとても有意義であった。もし社会が混乱することがあるなら、そこにぜひとも、神を信じる者が関わり続けることが望ましいと、この出来事からは言えるだろう。そうすれば、物事が復興していく際に、それが健全なものとなるための源泉をもたらすことができるだろうから。少年王ヨアシュが良い王として歩み始められたのは、エホヤダの影響のゆえであり、そして、それはユダ王国にとっては欠かせない力になったのだと言える。民は壊滅の危機を逃れた。王の娘エホシェバのおかげである。
 
第二歴代誌　23:1-11
　アタルヤがユダ王国を手中に収めてから6年が経ち、この支配は恒久的という思いを懐く人も多かっただろう。その権力も盤石のものになっていたはずだ。それでもエホヤダが待ち続けたのは、王となる者が少なくとも自覚的に物事に向き合える年齢までは待たないと、単なる操り人形で終わってしまうと考えたからだろう。その程度の存在では、アタルヤの代わりにエホヤダが支配するという印象にもなりかねず、国全体を揺り動かすことはできない（アタルヤよりは祭司が国を指導した方が正統的であるが）。エホヤダは、次の王は「王の子」（3節）であるという点を強調している。それは単なる血筋ではなく、ユダの王は神がダビデに与えた約束に基づく、ということを意識したものと考えられる。エホヤダは特別なことを言っているのではない。本来のあり方に戻せ、ということである。それが人々に受け止められた。この国もまだまだ捨てたものではない、ということである。
 
第二歴代誌　23:4-7
　この言葉だけを見ると、祭儀に関わることを整え直したようにも見えるが（ヨラム・アハズヤによって国の祭儀は甚だしく混乱、破壊されていた）、8節からのことを見ると、ヨアシュを王として擁立するための防御隊を形成するのが意図のようだ。ユダの軍隊がはたしてどちらに着くか分からない状況の中で、はるか昔のモーセ同様に（出エ33:26-）、彼はレビ人が神の側に立つことを期待し、彼らを頼りとしたのである。本来レビは戦いに長けた人々ではない。その点でも、ヨアシュによって取り戻そうとしているのが単なる権力ではなく、神の前に立つ民の姿であることが明示され得たのだと言えるだろう。
 
第二歴代誌　23:8
　組み分けとは、ダビデによって整えられたもの（第一歴代誌24章）のことだが、はるか昔の取り組みが役に立ったのである。この言い方からすると、エホダヤは当日の当番程度で何とか乗り切ろうとしていたのだが、組み分けがあることをすっかり忘れていて、でも、おかげで新王を防御するのに十分な人数が確保できた、ということのようだ。こういった取り組みに、各氏族の人々も（2節）、エルサレムの町の人々も同調して、こうしてヨアシュを王として即位させることができた。ユダの王は、神によって立てられ、神によって受け入れられて、その任を果たすことができる。その通りになり得たのである。
 
第二歴代誌　23:10-11
　イスラエルの政変を思い返してみると、北王国では武力によって王を圧倒、殺害してのクーデターが多い。南では、先に王として宣言することでライバルを圧倒するという部類のものが見られる。ソロモン即位の時は、アドニヤが先に動いたのを見て、一気に押し切ったという様相だ。それが成り立つ背景には、この国の王はやはり、神に認められ、民に認められてこそ、という大原則が機能していたからだろう。アタルヤはもともと何の資格もないままに王権を簒奪していたので（諸国では成り立つことだが）、こうやって正統な王が擁立されれば事態は一気に動く。
 
第二歴代誌　23:12-15
　アタルヤは王妃、王母ではあるが、ダビデ王家の血筋ではない。そのことがすぐさまの排除、殺害に至った理由だろう。後のための融和的対応の必要性も見られなかったということだ（アドニヤなどは平和的な解決が意図された）。そして、エホヤダたちの動きに軍も同調したことも注目される。実行力という観点では、軍の存在は大きい。だが、少なくとも南王国では、軍事隊が意思を持って国を動かすという形態は見られない。だからこそアタルヤを止められなかったのだとも言えるが、結果的には、この時を別にすれば、最後までダビデ王家が国を担い続けた南王国は、変動し続けた北王国よりは、民にとっても平穏だったのではないか。少なくとも聖書は、その違いを指し示している。
 
第二歴代誌　23:16-21
　良き王ヨシャファテの息子と孫は、南王国を混乱させた。バアル信仰も引っ張り込んで、民を惑わせた。その結末がアタルヤである。だからエホヤダと民は、主なる神への信仰を改めて確認し、主にあってこそ歩んでいく決意を表明する必要があった。アタルヤを排除しただけでは、国は立ち直ることができないからである。エホヤダが神殿の警護を重くしたのは、王宮では様々あるとして（それは覚悟せねばならない）、民が神への信仰だけは保ち続けられるようにとの願いである。民の喜びは、アタルヤからの解放によることが大きかっただろうが、主にある幸いは、様々な要素が絡み合って与えられるものであるから、純粋に信仰のみ、と規定しなくても構わない。
 
第二歴代誌　24:1-3
　ヨアシュの即位は7歳である。非常に若く、まだまだ、自分で物事を判断し、決められる年齢ではない。しかし、ヨアシュ以外にはユダ王国に王となるべき人はいなかったのだから、選択の余地はない。当然にエホヤダが全面的に補佐したのである。そのことの善し悪しは、後に問われることになる。ヨアシュの若さは、父王からの影響が少なくて済んだということでもあり、それはこの場合は幸いに働いた。彼は自分を助け出してくれたエホヤダが導いてくれる通りに、主に従う歩みを始めたのである。だが、環境が整っていることと、その本人がどう生きるのかは、また別の問題である。そのことを、私たちはユダ王国の様々な王たちの姿に教えられる。
 
第二歴代誌　24:4-7
　ヨアシュが神殿の修復を志したのがいつなのかは明記されていない。ただ、工事が進まないことに苦言を呈したのは治世の23年であるので（第二列王記12:6）、さすがに10年も20年もそのままにしていたとは考えにくい、おそらく即位後20年くらいしてから、つまりはヨアシュが20代になってからだと推測できる。彼としては、神に貢献し、また、国が混乱から回復したことを示す良き機会と考えたのだろう。もともと、民は神殿の維持管理のために税を納めることになっていたので、費用面での心配はない、はずだった。ところがうまく行かなかった。理由は明確ではないが、いくつか想定できる。人々の反応が鈍く、レビ人も強く呼びかけなかった。アタルヤのことがあり、国全体の信仰姿勢が落ちていたということになる。あるいは列王記からすると、レビ人や祭司は、修復費用として集まったものを自分たちの必要のために転用していたようでもある。本来は、そちらもきちんと満たしていかねばならないのだが、集まりが悪くて、祭司らの暮らしに支障を来したのだと考えられる。そういう祭司の姿を見ていて、民は信頼できなくなり、ますます集まらなかったということもありそうだ。抜本的な変革が必要とされていた。
 
第二歴代誌　24:8-14
　幸いにも、改めてしっかりとした布告がなされると、民は神殿の必要のために十分な献金を持ってきた。受け取った側も適切な処理をして、その費用は工事を請け負う者たちに渡され、それによって神殿は補修され、様々な器具も整えられていったと記されている。ソロモンの時代のような豊かさはないので、ふんだんに贅を尽くしてというわけにはいかなかっただろうが、でも、この様子は神殿のあり方として大いに健全である。9節に「モーセが定めた」と記されていることも意義があり、献金の原点に立ち返ったのだとも言える。この時期のユダが信仰的に復興してきている様子が手に取るようである。
 
第二歴代誌　24:15-19
　エホヤダの取り組みはとても良いものだったはずだ。彼はダビデ王家を守り、ユダの国を保つことに貢献した。ヨアシュを良き王として育てた。それなのに、彼の死後、ヨアシュは心を入れ替えてしまった。偶像礼拝を持ち込んだのは、ここに書いてあることからすれば、ヨアシュ自身ではなく、首長たちである。預言者の言葉に耳を貸さなかったのも、19節までのところでは人々である。人々の圧力に屈したということだろうか。でもこれは、ヨアシュ自身の責任であり、彼の課題である。しかし、こんなにも民は変化するのかと思う。直前まで、熱心に神に仕えていた姿が書き記されていたのに。だが、残念ながらそれが現実だと聖書は語る。人はあっけなく堕落する。悲しい。
 
第二歴代誌　24:20-22
　民の変化が語られたが、ここではヨアシュ自身も預言者を殺したと記されている。エホヤダの子である。人間的にも恩義のある相手なのに、鹿も、神の言葉が語られているのに、でもヨアシュは彼を殺した。ここでも歴代誌は、陰謀を企てたのは首長たちであると書く。ヨアシュは彼らの言葉に対抗できなかったということだろうか。でも、だとしたら彼は王として欠陥品だったことになる。そしてむろん、誰が言い出したことであるにしても、これはヨアシュの罪である。ユダ王国の混迷は、根深いものとなっていく。その真の回復を、残念ながら私たちは見ることができない。
 
第二歴代誌　24:23-27
　ヨアシュは、滅亡に瀕していたダビデ王家が再興されるという、まさに神の奇跡によって立てられた王である。神の偉大さと、恩義を強く意識していたはずである。そして、忠実な歩みを示していた。だが、違ったのだろうか。彼の本心は分からない。しかし、彼の行動は明らかに神への反逆であり、まさに裏切りであった。神の民の盛衰は、神の助けがあるかどうかがすべてだと、聖書はずっと言い続けている。イスラエルの歴史はそれをずっと指し示している。だが人々はそれに気づかない。あるいは無視している。自分たちは大丈夫ということか。でも、ヨアシュもまた、負けないはずの戦いで敗北し、そして、家来たちに殺された。謀反を起こしたのは、異国出身の家来たちだったと書いてある。でも、エルサレムの町の者たちも、ヨアシュを否定した。残念な、あまりにも悲しい結末である。それは、アタルヤの暴挙の影響が、ヨアシュにも、国の中にも、まだ残っていたということか。壊れるのは一瞬、再建には必死の長い努力が必要とされるのである。
 
第二歴代誌　25:1-4
　ヨアシュの後に王となったのは、その息子であるアマツヤである。その後、ウジヤ、ヨタムと３代にわたって、あるいはヨアシュを入れれば４代、それなりに神の側に立って歩んだ王が続いた。でも、その状態は危ういものであり、そして、王位としても不安定な時期を過ごす。それぞれの年数を単純に足すなら、40+29+52+16年だから137年も神を尊重して歩んでいたはずなのに、でも、国は安定しなかった。人の罪は、どれほど根深いのだろうかと、心が芯から震え上がる思いがする。
 
第二歴代誌　25:1-4
　アマツヤは、ヨアシュの晩年を見ていたはずだが、そのままアシェラに仕えたりはせず、主を尊重して歩んだ。しかし、おそらく、国全体の信仰を再興する所までは手が出せなかったのだろう。そういうあたりが、後で彼自身をも蝕むことになる。だが、即位して間もなくの状態は、ちゃんと律法を守り、自制的に歩んでいる。父の敵を打つのは、王殺しだから犯罪として当然でもある。王国が強くなると、と書いてあるが、王として安定した権力を掌握したら、という意味合いで、国自体の強さを再建してから、ということではないだろう。そのまま一族皆殺し、というのは、世の中ではよくあることだが、律法がそれを禁じていたことにちゃんと従ったのだ、と書いてある。こういう姿勢は、とても望ましいものであるのだが。
 
第二歴代誌　25:5-10
　この戦いは南のエドムに対するものである。父ヨアシュが北からの勢力にやられたので、南を掌握して、態勢を整えようとしたのである。それなりの軍勢が整った。金銭で傭兵を雇うのは世の中ではよくあることだが、ここは、神の民の戦いは常に、神ご自身と共にいるかどうかがすべて、という原則を思い出すべきである。だとすれば、金で雇う意味はなく、そして、それは望ましいことではない。神の人がもたらした勧告に、この時のアマツヤは従った。支払った金がもったいない、と思ったのだが、それもこの書き方からすると、そのまま与えて帰らせたようである。だとすれば、傭兵としては、満足のはずだ。そういう手はずでもある。だが、うまくいかなかった。愚かな行動は、簡単には解消しない、ということである。ユダ王国の行く末を見ている者としては、ハラハラするばかりである。でも、こういう様子を書き記しつつ、歴代誌は復興する国のあり方を問うているのだ。
 
第二歴代誌　25:11-13
　傭兵に頼らず神の助けを信頼して戦え、という指示に従って、アマツヤ王はエドムとの戦いに臨んだ。結果は大勝利であり、まさに神の人が告げたとおりであった。一万人を戦場で倒し一万人を生け捕りにしたのか、それとも生け捕りにした人数を「討った」と記しているのかは明瞭ではないが、ともかく圧倒的な勝利を収めたのである。問題は北王国から雇い入れた傭兵で、帰国の際に蛮行を働いている。おそらく、勝利に伴う略奪にありつけなかったことへの不満だろう。だが、戦わずして（つまり戦死者も負傷者もなく）賃金を得たのだから、得ばかりの話のはずである。人の欲求は愚かすぎるほどに尽きることがないと痛感させられる。
 
第二歴代誌　25:14-16
　預言者の指摘は実に常識的である。アマツヤはエドムの勝利したのだ。それなのに、負けた相手の神々、つまりは自分の民を守ることもできない神々を拝んでみても、何の御利益も期待できないはず、である。おそらく、きらびやかな神々の像を見て興味をそそられたのだろう。これが単なる文化の類なら、敗者の持つものを取り入れたとしても何の支障もない。自分自身が支配者であり、利用しているに過ぎないからだ。でも信仰はそのようにはいかない。相手に心も生涯も支配される。そんなつもりではないとしても（現代社会に見られるように、宗教は趣味の一種だと言い張っていたとしても）、拝む対象に人は支配される。
 
第二歴代誌　25:16
　預言者の言葉は、神から与えられたものというよりは、彼自身の思いを語ったものだろう。彼としてはアマツヤを大切に思うからこその苦言でもあったのだが、それを受け入れようとしないアマツヤの姿に、預言者は落胆して、また覚悟を決めたのである。このような言い方をせねばならない事態というのは、あまりにも悲しい。彼もまた、決して裁きを言い渡しているというのではなく、嘆きの言葉であるはずだ。
 
第二歴代誌　25:17-24
　アマツヤは神の助けの中でエドムに勝った。その時点では神の言葉に従う姿勢を持っていた。だが、勝利は彼を慢心させたようである。エドムの神々を拝んだことも彼の心を迷わせた。北イスラエルとの戦いは必要性がない。アタルヤの混乱、そしてヨアシュ晩年の国内混乱からの復興をこそ目指すべきであった。この侵攻には、25:13にあるイスラエルからの傭兵の蛮行も関係していたのかもしれないが、だとしても、愚かな行動である。神の支持がなければ神の民の戦いは勝てないのだという原則が、ここでも作用している。そしてユダ王国は再び激しく敗北した。せっかく立ち直り始めていたのに、国としての勢力も激減する。自ら滅びを招いている、という部類の光景である。
 
第二歴代誌　25:25-28
　北の王ヨアシュが、24節までの戦いの後どれだけ生きていたのか不明だが、アマツヤは敗北の後もさらに15年は生きていた。しかし、敗者として国は立ちゆかなくなっていったようである。この王ではどうにもならないと見切りをつけられたようで、彼は謀反によって殺された。この書き方からすると、殺した人々がアマツヤをエルサレムに連れ戻って葬ったようであるから、王家そのものを否定したわけではなく、アマツヤ個人への私憤でもないのだろう。国のために王の交代が必要だということになった、という理由だと考えられる。ラキシュはエルサレムの西南、ペリシテ寄りにある。逃げてはみたけれど、どうにもならなかったということでもある。
 
第二歴代誌　26:1-5
　アマツヤの後継者は息子のウジヤである。アマツヤは25歳で王となったが、ウジヤは16歳。それでもヨアシュのような子どもではないので、自覚的な取り組みを進め得ただろうと考えられる。52年という長い治世である。ここまでの王たちでは最長である。もっとも、病の問題が生じたので、全面的に活動できたのはその全てではない。それでも、この長さは驚きである。むろん、良い王は長く、悪い王は短いというような単純さはない。彼の治世、生涯について、確かめていくことにしよう。
 
第二歴代誌　26:1-5
　ウジヤ王について、歴代誌は肯定的な言葉でその歩みを語り始めている。彼には良き師がいて、神を求めて歩むようにと教えられ、ウジヤもそれに従っていたのだとある。アマツヤが行った通りに、という言い方を、後のアマツヤが崩れてしまったことも含むものとして聞く必要はないだろう。ウジヤはまっすぐな道を歩いていたのだ。そこには影は見当たらなかった。そして神もウジヤの治世を祝福してくださったのだとある。アマツヤ、そしてヨアシュは崩れたが、今度は大丈夫だろうと、当時の民も、そして歴代誌の読者も期待しながら読むのである。
 
第二歴代誌　26:6-10
　ウジヤは対外的に勝利を収めている。相手は異民族である。西側のペリシテを圧倒し、アンモンは東側である。エジプトの境まで勢力を伸ばしたというので、父アマツヤが手にした勝利をさらに推し進めたというところだろう。ただし、アマツヤとは異なり、北イスラエルには手を伸ばさなかったようである。これだけの勝利を手にしたのであれば、すでに父の時代にイスラエルからひどい目に遭わされた影響は克服していたと考える。だが、父の失敗から学んだのかもしれない。北王国には問題がある。だが、代々の王たちの推移を見ていると、神の意図は、南北の共存であって、どれほど神の前に従う民だったとしても、南が北を支配するというものではないようだ。イスラエル民族というものは、他では見られない特殊なあり方を持っているのだと言える。
 
第二歴代誌　26:10
　ちょっと趣の違うことが書き記されている。農地の開拓は、国の繁栄には必要な要素の一つであり、農場などを整えたこと自体はさほど珍しいことではない。だがここには、ウジヤは農業を好んだのだと書いてある。他の王たちが農業を無視していたわけではないだろう。これはむしろ、ウジヤが個人的な楽しみとして農業を趣味としていたということのように見受けられる。農業が好き、という描写の印象は何だろうか。思うに、やはり、強権的であるよりも、穏やかさを兼ね備えているという感覚ではないか。暇があれば、彼は自ら農場に出ていたのではないか。それは好ましい姿として書き留められている。もっとも、あのアハブ王（北王国）もぶどう畑を愛でていたことを思うと、人はこういった一面だけでは決定づけられないということを思わせられる。
 
第二歴代誌　26:11-15
　ウジヤは強い軍隊を手にした。常時戦える、ということは、戦いの際に呼び集められる軍ではなく、それを職業とする常備軍である。当然に、そういった軍は強い。訓練も行き届くのだし、また、必要なときにいくらでも動かすことができる。ダビデのもとにもそういう部隊があったことが記されていたが、ウジヤの軍はもっと強大なようである。武器も考案されて、他国を圧倒できるものとなっている。しかし、歴代誌はこう記している。「彼は驚くべき助けを得て強くなった」と。そう、この強さは与えられたものだと歴代誌は指摘する。むろん、神からである。それを忘れずに、神のもとで歩み続けるならば、この強さも繁栄も確かなものとなる。だがそれを忘れたとき、事態は転落へと進む。
 
第二歴代誌　26:16-21
　歴代誌は明確に、この事態の意味を記している。彼は高ぶって、そして、自分の身に滅びを招いたのである。自壊、自滅である。神によって助けられて立っている者が、神を忘れるならば、事は瓦解する。彼は神を否定したわけではなく、偶像に手を出したのでもない。だが、身をわきまえなかった。神が定めた礼拝のあり方を、自分は王なのだから何でもできるのだと考えた。神を礼拝する行為なのだから構わないではないか、と考えてしまうのである。でもそれは、自分が何者であるかを忘れる行為である。サウル王が同じ部類の過ちに陥ったことを思い出す。礼拝は良いことである。だが、そのことと、自分が物事を掌握していると考えるのは別の話である。
 
第二歴代誌　26:17-18
　祭司アザルヤたちは、まさに勇敢であった。彼らは王の権威を知っていたが、でも、祭司として告げねばならないことがあると理解し、だから、王に対して苦言を呈した。それは間違っている、と。サムエルがサウル王に対して告げたのと同じである。サムエルだって、あの後、サウル王による弾圧の可能性を考えていた。こういう行動は簡単ではない。だが、どうしても必要なことである。だから、神がこのような人々を置いてくださったことを、深く感謝したい。
 
第二歴代誌　26:19-21
　ウジヤに対する処置は神ご自身がなさったと歴代誌は告げる。彼はツァラアトに冒された。天からの火で焼き尽くされたのではない。ツァラアトは死病とは言えない。だが、事がまさに神の御手の中にあることを示すという意味では、圧倒的な意味合いを持っていた。祭司たちはそれ以上王を責めていることはなく、彼を連れ出して、ふさわしい対応ができる場所に移した。この様子は、祭司らが王を憎んでいたわけではなく、まさに、王の過ちを正そうとしたのだということをうかがわせる。祭司ら自身もショックを受けている様子である。そしてウジヤ王自身も、自分に起こったことの意味を悟り、抵抗せずに、すぐに神殿から退出している。彼は心の底まで堕落していたわけではなく、まさに思い上がりだったようだ。
 
第二歴代誌　26:21
　この事態は、ウジヤ王に対するさばきである。彼は自らに滅びを招いた。だが、同時に思わせられる。神はウジヤが決定的にだめになる前に押しとどめられたのだとも。ウジヤが何歳で病になったのかは不明だ。隔離された者として残りの生涯を、多分、それなりに長い日々を歩むことにはなった。でも、彼はそのことによって、決定的に神に逆らうことからは引き戻された。これはさばきであるが、同時に神からウジヤに対するあわれみでもあるように思う。この生涯がすべてではなく、その先もあることを考えるとなおさら、である。
 
第二歴代誌　26:19-21
　ツァラアトについては、その正体は限定できない。旧約聖書が語る現象は様々な面があって、今日の病名などでは特定できない。だから、いわゆるハンセン氏病も含んでいただろうが、それとは異なる皮膚病も、あるいはある種のカビの類も、そういったものをツァラアトと呼んでいた様子である。当時の人々には対処ができなかったので、広がることを警戒して、隔離するという手段のみが用いられた。これはどのような病気、あるいはカビの類でもなされることで、対処法があれば向き合えば良いのだが、それが難しけれど広がらないことのみを目指すしかない。今でもワクチンのない疫病の類は同様になされている。こういう対応がなされているので、ある種の象徴的な扱いを聖書はしているが、それは決して、ツァラアトになった人を否定したり、捨て去るというものではないことは忘れてはならない。律法はそのような扱いを告げてはいない。ツァラアトに対する過酷な扱いが示されているのは、新約に入ってからである。ここでもウジヤ王は隔離されたが、捨て去られたわけではない。
 
第二歴代誌　26:22-23
　ウジヤ王が統治できなくなったので（こういう事態はいくらでもありえる）、息子のヨタムが代理として統治をした。27:1には25歳で即位したとあるが、これは正式に王になった年齢だろう。国として幸いだったのは、そうやって取り組むことのできる息子がいたことである。王たちの墓地の野、に葬られたのは、病気のことがあるからである。現代日本のように火葬であれば問題はないが、イスラエルは土葬、それも土の中に埋めるわけでもなく、洞穴に安置するというものだから、王家の墓では、後々まで影響が出てしまう。ウジヤを虐げたのではなく、必要な処置だったのである。
 
第二歴代誌　27:1-9
　ヨタム王についての記述は短い。歴代誌は彼の歩みについて、良き傾向を報告するのみである。父のウジヤと同様に彼は主のみを礼拝し、そして、父とは違って、自分が祭司の役割を果たそうとするような思い上がりもしなかった。6節の「主の前に自分の道を確かなものにした」という表現はとても好ましく感じられる。詩篇90:17の願いを思い出させられる。だが、2節には「民は依然として滅びに向かっていた」とある。それは後の推移を知っているからこその言葉であるが、これだけ穏やかな日々を過ごしていたのに、でも、民は転げ落ちていこうとしていたのだという指摘は、読む者たちに対して、強い警告となったことだろう。
 
第二歴代誌　28:1-4
　ウジヤ、ヨタムと、偶像には手を出さなかった王が続いたのに（77年間である）、アハズ王は反転して、盛大に異教の神々を崇め奉った。彼は自分の子どもをいけにえにしたと書いてあるので（3節を、形だけまねたのだと理解することも可能だろうが）、徹底的にという様子である。なぜ彼がそこまで堕ちたのかについて、ここには何も記されていない。だが、どれほど安定した状況の中でも、時に人は、どうしようもないほどに悪になることがあるのを、私たちは知っているはずだ。アハズについては、そのような者だったのだと言う以外にはない。ただ、これを民全体の事として考えるならば、そういうアハズを止める者が誰もいなかったことの中に、ユダ王国全体の状態が悪化していたことを推察させられる。
 
第二歴代誌　28:5-8
　アハズに対して、神は明確な形で厳しい処置を下している。父の時代までは平穏が保たれていたのだから、ここまで一気に悪化したことを見るならば、それが自らの悪行のゆえであることは理解できるはずだ。むしろ神は、ガツンとやって、アハズを思いとどまらせようとしたのだと考えても良い。6節には、アハズだけでなく、民もまた主を捨てていたとの指摘もある。ユダ王国を襲ったのは、アラムの王であり、さらに徹底したのが北イスラエルの王である。せっかく北との関係も安定したのだが。そして両国の関係が壊れれば、アッシリアからすれば、まさに狙い目である。北王国も滅亡目前となっている。
 
第二歴代誌　28:9-15
　歴代誌は南王国に焦点を当てて語っているのだが、この箇所では北王国に対する呼びかけが記されている。むろん、南王国に関係する話でもあるのだが。預言者の語る内容は明白である。この勝利は神が与えたものであること、だから、捕虜については神の御心に沿った扱いをすべきであること。また、北王国自身もほめられたものではないのだから、ユダの惨状を自らの戒めとして受け止めて、しっかり反省すべきこと。だからこそ、捕虜は返せ、ということである。この時、イスラエル側のかしらの中に、この呼びかけに応じる人々がいたことが幸いであった。もし、彼らのような応答が安定的になされていったら、北王国の命運は大きく違っていただろうとも思わせられる。
 
第二歴代誌　28:16-21
　北王国側は主の呼びかけに応じて穏便に扱ってくれたのだが、南のアハズ王は、相変わらず主に寄り頼むことをせずに、アッシリアに救援を求めている。他国に助けを請うのは、イスラエルにおいては厳禁であることが何度も告げられているのだが、人々はそれを学ばない。それにしても、捕囚後の民にとって、この点はどんな意味を持つのだろうか。彼らはペルシアの支配から脱却はできない。独立した状態で何に頼るかではなくて、すでにその影響下に縛られているのだ。でも、だからこそなおさら、ここでだれに頼るのか、つまりは、主にこそ頼り求めるのだということを、強く意識していく必要があったのだと言える。それは、日本のようにクリスチャンが圧倒的に少ない社会の中でどう生きるのかにも、深く関わってくることである。
 
第二歴代誌　28:20-21
　アハズ王はアッシリアに頼ったが、それは何の意味もなかったのだと記されている。アッシリアはユダを助けてはくれなかったのだ。彼の策はこの世的には良さそうに見えるのだが、でも、実際には無駄なことだったと示されている。聖書は繰り返し、神以外には頼れる相手はいないことを告げている。色々ある中で神を選ぶかどうかではなく、ほかにはいない、ということを、聖書は重視している。しかし、アッシリアが助けにはならないのだということを悟ることは、ユダ王国のこれからのためには必要なことである。その脅威が目の前に押し寄せようとしているのだから。
 
第二歴代誌　28:22-25
　歴代誌は、アハズ王の所業にあきれている。善悪という点でももちろんだが、アハズはせっかく与えられていた神の助けを、愚かにも投げ捨てたのである。でも、考えてみると、人は苦境に立たされたからということで神を捨てることはほとんどないのかもしれない。むしろ、状態が良かったので慢心して、そして神を捨てる。いったん捨て始めると、つらい事態だから神に助けを求めれば良いところを、ますますほかの神に頼ったり、自分に頼ったりする。アハズはどこまでも神から目を背け続けて、立ち返る可能性を見いだせないほどである。呆然、という言葉がぴったり来る。
 
第二歴代誌　28:26-27
　王の堕落は、しばしば、民の堕落とも結びついているのだが、ここでは民はアハズの所業にあきれたようである。彼を、王家の墓に入れることを拒み、単にエルサレムの町に葬っただけだったと記されている。このような状況が、次のヒゼキヤ王と、彼と共に奮闘した民とにつながる。そして彼らは、ユダ王国が最も厳しい事態に立たされたときに、共に歩んでいくことになる。古代イスラエルの歩みを辿るとき、王たちの姿と共に、民はどうだったのかということを思わせられる。彼らが何とか踏みとどまるようにと、切に願わずにはいられないのだ。残念ながら、それはかなわなかったのだが。
 
第二歴代誌　29:1-2
　いよいよヒゼキヤ王の登場である。歴代の中で最もよく知られている王の一人であり、また良き王としても名高い。アッシリアの猛攻を受けた時期でもあり、ヒゼキヤが王でいてくれて良かった、と思わせられる存在だ。父アハズは主への信仰の道を外れたが、ヒゼキヤはそれをしっかり引き戻したと言える。興味深いのは彼の母が祭司ゼカリヤの娘と記されていることだ。ゼカリヤはヒゼキヤの曾祖父ウジヤを導いた信仰深い人物であり（26:5　年齢的に隔たりがあるが、年老いてからの娘か、あるいはゼカリヤの子孫ということか）、それがヒゼキヤの育成に良い影響をもたらしたようだ。アハズは信仰的に問題が多かったのに、良き信仰の妻を持っていたということは、ゼカリヤの一族がユダ王国の中で高い地位を持っていたからだろう。国を支える思いがあるのなら、こういった存在感を持つこともまた有意義なことだと考えさせられる。
 
第二歴代誌　29:3-11
　ヒゼキヤの言葉からすると、このときのユダ王国はかなり疲弊していたことになる。原因はアハズにあるが、その事態にヒゼキヤは強い危機感を抱いていたようだ。そして彼の決断は、国を立て直すためには、その根幹である主への信仰を整え直すしかない、ということだった。そのために彼は、祭司とレビ人を招集し、その職務を果たすようにと命じている。彼らの存在と活躍が信仰復興には欠かせないということだ。アハズの蛮行があるとは言え、祭司らもまた、自らの責務を果たしていなかったということだろう。神殿礼拝を基軸とする方向性は、復興後の民にとっても重要な視点となっている。
 
第二歴代誌　29:12-19
　この様子からすると、彼らは自分のなすべきことが何であるかをわかっていたようだ。アハズ王の時代に、したくてもできなかった、ということなのだろうと期待を込めて見ておきたい。この後、ヒゼキヤ王が主を礼拝するために来たことを考えると、彼は自分が行く前に、まず神殿を整えさせたということになる。もっともそれは、王のための備えをするということではなくて、人前に出る前に顔を洗って、汚れを落とす、みたいな感覚と考えるとよいだろう。自らの身だしなみであり、それがないと恥じ入ることになるから、である。神の宮への崇拝の思いがあるからこそ、礼拝の前に、まずそこを整えて、それから向かおうとする。ヒゼキヤの心を見るようだ。
 
第二歴代誌　29:20-24
　この出来事が、アハズ王によってエルサレムの町も神殿も、異教の偶像や祭儀によって汚された後のものである点が重要である。律法の定めによれば、主を礼拝するための場所はしっかり整えられ、特別なものとして聖別される必要があった。そういうものとしてずっと長く保たれてきていたはずだった（例外は多々あるとしても）。だがアハズはそれを覆した。ヒゼキヤたちがもう一度主を礼拝しようとする時には、場所を整え直す所から始めねばならなかった。だからこそ、念入りに、なされた所作が書き記されている。復興のユダヤで神殿が再建されたときも、同じようになされたはずである。そして歴代誌は警告する。もし、再び神殿が汚されるなら、それはこんななにも大変なことなのだ、と。アンティオコス・エピファネスやポンペイウスの時にユダヤ人が激しく反発した理由は、ここに見られるのかもしれない。
 
第二歴代誌　29:25-30
　レビ人が大事に用いられていく様子は、歴代誌が特に強調する点でもある。祭司の重要性を無視するものではないが、祭司だけでは足りないということが、この書を読んでいると考えさせられる。歴代誌はここに、ヒゼキヤたちの取り組みはダビデ以来の主の御心であるということを語っている。この後の部分を見ると、祭司たちよりもレビ人のほうが、アハズのような困難な時代にも、その誠実な取り組みを保ち続けたようでもある。それはともすると権力者側に立つことになる祭司よりも、市居の人々として活躍するレビ人の利点でもあるのだろう。
 
第二歴代誌　29:31-36
　会衆が持ってきたささげ物は、かつてのささげ物と比べると、ずっと少ない。それは決して人々の熱意の低さではなく、ヒゼキヤの当時、ユダ王国の繁栄の度合いが大きく下がっていたためだろう。原因はアハズ王にあるが。だが、その程度のものですら、祭司たちだけでは対応できなかったとある。「ほかの祭司が身を聖別するまで」とあるから、祭司の家系そのものが激減していたのではなく、その職務から離れてしまっていた者たちが多かったということだろう。アハズの時代は祭司たちに、もはやこの職に留まっても意味がないと思わせるものだったのだろう。もっとも、レビ人は保たれていたことからすると、つらい時代だったから、では済まない。
 
第二歴代誌　30:1-5
　ここでも祭司の人数が足りない事態が言及されている。人々の思いはあるのだが、祭司がそろわず、事が進められない。牧師不足と言われる現代のことを考えさせられる。牧師がいなくても一人一人のクリスチャンが取り組めばいい、という言い分には、それなりの真実も含まれているが、でも、不足していることをそれで補うというのは、この箇所からすると違うようにも思う。初めから牧師のような役割を不要とする考え方で進めているグループはそれで良いとしても、本来的には必要だと考えているグループは、もしその不足を他のことで「代用」しようとするならば、それは不都合が生じるだろう。ここにいる人々は、代用はせずに、祭司が整うまで待つことにしたと書いてある。
 
第二歴代誌　30:5
　ここに、気になることが書いてある。過越のいけにえを規定通りに捧げている者が多くなかった、とある。過越の祭は律法の定める行事の中でも最も重要なものとされている。だが、旧約には、過越が行われたという記述がごくわずかしか出てこない。検索をかけると、過越という言葉自体が、ヨシュア記に出てきた後、列王記ではヨシュア王の時代、歴代誌ではこのヒゼキヤ王の時代まで、見いだすことができない。書かれていないから行っていなかった、とは言えないのだが、この欠落は考えさせられる。少なくともここには、人々は定められた通りのやり方で過越を守ってきていなかったことが指摘されている。民は、自分たちの根幹について、曖昧になっていたということになる。ヒゼキヤが過越の祭りを行おうとしたのは重要なことだった。
 
第二歴代誌　30:6-9
　ヒゼキヤとユダの民は、神への信仰を自分たちユダ王国だけの話ではなく、北王国も含めて考えるべきだと理解した。これは、南北王国の分割以来、神が意図された本来のあり方である。神殿を持ち、ダビデの系統を保持するユダの役割は、共に主を拝して歩む両国を支えることである。この観念は、ヒゼキヤ以前の王たちの中にも、ごくたまにだが見られたのだと、歴代誌は語っている。年代を考えると、これがヒゼキヤの治世の初期だとすれば（29:3）、北王国がアッシリアに完全に滅ぼされる数年前ということになる。呼びかけの中には、すでに壊滅的な状況に陥っていることがうかがえる表現が含まれている。同胞のためにと必死に訴えるヒゼキヤたちであるのだ。
 
第二歴代誌　30:10-12
　残念ながら、北王国の大半は、ヒゼキヤたちの呼びかけにそっぽを向いた。かつて、ヨナがニネベに呼びかけたときには街全体が悔い改めたのに、北王国、イスラエルの民は、せっかくの呼びかけを嘲った。どれほど大切な呼びかけがなされても拒む人々はいる。しかも多い。かろうじて、一部の人々は耳を傾けてエルサレムにやってきたとある。アシェル・マナセ・ゼブルンが挙げられているが、この3部族だけに特別な意味があったとも考えられないので、ごく一部の人たちが、ということを指し示すための例示かもしれない。北王国は滅亡し、そこに属した部族は消滅した。だが、こうやって南に移住することで残った人々はいる。なお、この書き方は礼拝に来ただけのようにも見えるが、当時の状況を考えると、そのまま移住したと見る方が良いだろう。
 
第二歴代誌　30:13-16
　過越の祭りは、イスラエルの民が主なる神によってエジプトの苦境から救い出されたことを記念するものである。人々はこの祭を祝うことによって、主こそが我らの神であり、救い主であると確認し、告白し、共に歩むことを表明する。それは、ヒゼキヤ時代の人々のように、神から離れてしまった状態から立ち返ろうとする場面にも、まさにふさわしいと言える。過越の規定には、パン種を家の中から取り除き、神の前にしっかり立つことを志す趣旨も含まれていた。この時は、象徴として用いられていたパン種ではなく、偶像礼拝のための祭壇であったのだが。15節に恥じて、とあるのは、祭司とレビ人が、民よりも準備が遅れたことについてである。先頭に立って整えるべき彼らが、後追いになっていた。それでも、この恥は良い徴候である。
 
第二歴代誌　30:17-20
　過越はやはり、久しぶりのものだったのだろう。民もまた、それにふさわしい準備が整わなかった。過越の羊は各自が処理する規定だったが、準備ができずに、レビ人が代行したものがたくさんいた。それに、北王国からやってきた人々を初めとして（南の者たちも似たようなものだっただろうが）、規定に沿わない対処をしていた。悪意やごまかしではなく、気づかずに、であったようだ。主は彼らを受け入れてくださっている。様々に足りないことはあったのだが、でも民は、神を礼拝し、神の前に集うことを切に求めていた。それが価値あることである。
 
第二歴代誌　30:21-27
　過越の祭りは盛大に行われた。彼らは自分たちが確認できる限りのことを行って、主にあって歩む民であることを喜び、また、主の前に歩み続けることを誓ったのである。それは、ユダにいた人々、そして北側から来た人たち、皆が共に、であったと強調されている。大いなる祝福であったのだ。26節の言葉が過越そのものを言うのなら、民はソロモンの時代以降は、これを忘れていたことになる。欄外の注によれば、第二歴代誌7:8-10がソロモン時代の過越ということになる。ただ、時期がずれているので、これが過越なのか、別の祭なのかは論議の余地があるだろう。いずれにしても、民はようやく、神の前に立つ自分たちであることを確認する祭を行ったのである。
 
第二歴代誌　31:1
　民の思いは、エルサレムの町を整えるだけではなく、ユダの全土と、北側の地域に対しても、偶像の類を取り除く行動につながったとある。北側については実際には、それはあくまでも一部分に過ぎず、ヒゼキヤの勢力が及んだところまでであろう。アッシリアの圧力によって、北王国は自らの領土を保持できなくなっていたのだと考えられる。南は北に何度も苦しめられていたので、これはホッとする事態でもある。ただ、北がなくなれば南は直接にアッシリアの圧力と向き合うことになる。二王国制度を意図された神の計画は、とても意義深いものであった。最後の部分は、北側の人々の話とすれば、祭が終わって人々は帰宅したということになる。だが、たとえ一度は戻ったとしても、すぐにアッシリアの攻撃になるので、そうそうに移住しただろうが。移住の準備に戻った可能性もある。
 
第二歴代誌　31:2-10
　旧約では、神への信仰が整えられていく際には、祭司やレビ人の状態を整えることが重視されている。祭儀を重視する彼らの信仰形態においては、祭司らの存在は欠かせないものだったこともあるだろう。同時に、人々が祭司らによって教えを受け、道を指し示される必要性を、神は意識していたからでもある。個々人が神に対して熱心であることは重要だが、人の性質からすると、それだけでは足りない。民は常に、神の言葉によって教え導かれる必要があり、それには、伝えてくれる人々が欠かせない。預言者が重視されたように、祭司らも求められた。
 
第二歴代誌　31:5-10
　民の心は、捧げられたものが、必要に応じて用いられて、それでもなお大量に残ったということによって明示された。山と積まれたのは、残りのことであると、記されている。必要な程度に満たされる、のではなくて、有り余るほどに、ということが印となっているのは、印象深い。実際問題としては、有り余るならば、それをさらに他の人々に、必要とされているところにもたらすこともできる。今年度、教会の会計は幸いにも、コロナでかなり抑えて立てていた予算を大きく越えた。おかげで、外部に対する献金も、縮小した予算の額ではなく、例年規模で捧げることができた。それは大きな幸いであった。
 
第二歴代誌　31:11-21
　ヒゼキヤの際には、余剰は神殿において保管され、祭司やレビ人の関係者たちに配布されたとある。本来の規定よりも潤沢に配ったのは、長い不信仰の日々によって、彼らの暮らしが困窮していたからだ。北も南も、信仰的に堕ちている時にも、経済的には保たれていたことも少なくない。だが、民の信仰が堕ちれば、祭司らは飢えるのみである。それを考えると、この時の対処は妥当である。むろん、もっと幅広い必要に応えていくこともまた、有意義であるのだが。
 
第二歴代誌　32:1
　アッシリアの侵攻は、この帝国が中東一帯を支配しようとする計画の一部である。彼ら自身が、何か高邁な理念を持って行動していたわけではない。だが神は、それを用いて、北王国の所業に対して最終的な処罰を与えた。神は時に、悪を行う者たちを用いて、あるいは人間たちの愚行を用いて、御心を行うことがある。ただし、南ユダ王国への侵攻は神の罰ではない。これはあくまでも帝国としての意図であり、だから神の守りを期待することが出来、それは実現した。物事の現象だけを見ていても、そこに神の意志があるかどうかを見定めるのは容易ではない。やはり、神の言葉そのものに耳を傾けるしかない。
 
第二歴代誌　32:1-8
　侵攻してきたアッシリアに対して、ヒゼキヤは毅然とした態度で防戦の備えをした。彼の雄々しい姿勢は、民全体に力を与えたのだと書いてある。ヒゼキヤは、アッシリアの名を聞いて震え上がったのではない。彼は王として、できる限りの対処を施したのだ。こういう姿勢は列王記ではあまり触れられていない。彼は王としての良き資質を持っていた。だが、後に語られるように、彼の取り組みではどうにもならない事態が待っていた。彼は、今まで以上に、神に頼る以外にはないことを痛切に示されていくことになる。
 
第二歴代誌　32:9
　ユダはさほど大きな領土ではない。そこに十分な防衛体制を敷いたのだから、かなりの効果があっても良さそうなものである。だが、アッシリアの前にはそれは些細なものでしかなかった。アッシリアの王センナケリブは、ペリシテの町ラキシュを攻めながら、同時にエルサレム攻略を進めていた。片手間でも圧倒できる、という余裕が見てとれる。この時、アッシリアの猛攻を受けたのはユダだけではない。あの地域一帯の諸民族は存亡の危機に立たされたのである。攻撃能力という点だけで言えば、アッシリアはバビロンやペルシアよりも強かったとも言われている。
 
第二歴代誌　32:9-15
　センナケリブは、信仰のあり方についてユダの民を説得しようとしているわけではない。彼の言い分はこうである。アッシリアは国々を滅ぼし、それぞれの国が信奉してきた神々を圧倒してきた。どれほど多くの神々が相手でも、アッシリアは負けないのだ。一方、ユダはヒゼキヤのもとで、たくさんの神々を捨てて、一つの神だけに限定してしまった。たくさんの神々にも防止できないアッシリアの侵攻を、たった一人の神がどうにかできるわけがない。お前たちはヒゼキヤにだまされて貧乏くじを引いたのだ、と。むろん、賛同できるはずもないが、論理は分かりやすい。そして、世の中ではこういう論理がまかり通っているのだなとも思わせられる。そう、神々はたくさんいた方がいい。そのほうが強いのだ、と。でも、唯一の主がどのような方かを知っているなら、幾千、幾万の神々よりもただお一人の全能の主が確かであることに気づくはずだ。
 
第二歴代誌　32:16-19
　歴代誌は、センナケリブの言い分のどこが間違っているのかを、鋭く語り示している。それは、人の手によって作られたものに過ぎない神々と、天地の支配者である主なる神とを同列に見たことである。確かに神々はアッシリアを防止できない。どれほど多くの神がいても問題ないと言い切るセンナケリブの言葉は真実でもある。だが、ヒゼキヤたちが寄り頼んでいるのは主なる神である。その違いは決定的であるのだが、人は、この世は、そのことに気づいていない。
 
第二歴代誌　32:20-23
　列王記はこの時のヒゼキヤの祈りを詳しく語っているが、歴代誌はそこには触れていない。よく知られているので十分、ということでもあるだろう。ともかく、神はヒゼキヤたちの願いに応えて、ご自分の手でアッシリアを打ち、彼らが攻撃を諦めて帰国するように仕向けた。どういう形で「全滅」させたのかについては、歴代誌は語っていない。が、この敗北でセンナケリブの力が落ちたと考えた息子たちに、彼は殺されたとある。王家に混乱があれば、他国を攻撃する余裕はない。これをもってアッシリアの猛攻は終わりをつけている。
 
第二歴代誌　32:23
　奇妙なことが書いてある。ヒゼキヤが国々から尊敬の目で見られたのだと。なぜだろう。アッシリアを撃退したというふうに見られたのだろうか。確かに、神の御業を知らない人々からすれば、ヒゼキヤの力で勝利を手にしたとしか思えないのかもしれない。むろん、真実は違う。ヒゼキヤたちも頑張った。が、それは役に立たなかった。彼らにできたのは神に祈り求めることだけ。そのこと自体は素晴らしい。神に頼るのは大いなる業である。だが、それだからこそ、一切は神ご自身の祝福であって、ヒゼキヤが尊敬される理由はない。彼は明確にその尊敬を否定し、神ご自身の確かさを宣伝すべきだったろう。それを怠ったのだということが、この後の事態から推察できる。
 
第二歴代誌　32:24-26
　この事件について歴代誌は簡潔に記しているが、列王記にはもう少し詳しい話がある。それを参照すると、25節にあることは、バビロンからの使者を歓迎した、つまりはバビロンがアッシリアを抑制してくれるだろうと期待した、という話を指すようである。外交戦術は世間ではよくなされていることだが、聖書は一貫して、他国に頼らず、神にこそ頼れ、と言っている。つまりヒゼキヤは神にのみ頼るのでなく（捨てたわけではないだろうが）、他国に寄り頼もうとしたということである。この出来事だけで責めるのは酷かもしれないが、結局はこういう姿勢が神の民である人々にとっては大きな妨げとなる。どうやら民もバビロンからの使者を歓迎したようで、同様の扱いとなっている。だが、まだまだ大事には至らなかった。少なくともヒゼキヤの時代には、である。
 
第二歴代誌　32:27-31
　ヒゼキヤの繁栄は、財的な面でも現れた模様である。彼は豊かな人になった。国自体としても、である。バビロンからの使者は、彼の繁栄を耳にして、この時点では、友好関係を築くのが一番、と考えたからだろう。人は利益を基準にして物事を選択する。それが悪いわけではない。だが、奏であればなおさら、相手の好意は簡単にひっくり返るのだとも知るべきではある。ヒゼキヤは良く歩んできた人だが、その苦労の故か、遠い異国に期待するのは良いのではと考えたようだ。偶像礼拝に走ったわけではなく、邪悪な関係を築いたわけでもないのだから、と。でも、事態はこの後一気に悪化する。
 
第二歴代誌　32:32-33
　王たちがどのように埋葬されるのかに、歴代誌は注目している。神を捨て、結果として国を悲惨な目に遭わせて王は冷遇され、ヒゼキヤのように繁栄をもたらした王は丁重に葬られる。歴代誌が書くのは、神の前での善し悪しを前提とした評価に基づく様子である。民の意識は、実際的にはむしろ、その王が繁栄をもたらしてくれたかどうかだろうが、歴代誌においては両者は一致するものとされているので、その様子を見ていくと、その王がどう評価されているのかがわかる。ヒゼキヤは最高ランクと言える。人々は彼に栄誉を与えた。その上の世代が冷遇されていたのとは大きく違っている。
 
第二歴代誌　33:1-9
　ヒゼキヤは「良い王」である。だがその息子であるマナセはひどい王であった。どうしてこうなるのだろうか。個々人については様々にあることは事実である。だとしても、ヒゼキヤはマナセではない別の者を王にすることはできなかったのか。マナセが長子であったかどうかは記されていないが、他の息子はいなかったのか。いや、もしもいないとしても、誰かを養子にするなどはあり得なかったのか。北王国では神の意志により、王家は次々と差し替えられている。後に出てくるキリストのことを考えると、ダビデの家系を絶やすわけには、という話はあるが、彼らにはそれは知り得ない話である。国のため、民のために、最善の者を次の王にすることは、王としての最大の使命の一つであろう。ヒゼキヤに限らないが、大きなしくじりを冒した王たちが少なくない。
 
第二歴代誌　33:1-9
　マナセの治世は長い。ウジヤを越えて55年。だが、その日々は国にとっては悲惨なものとなった。それとも、民はこの王による忌まわしき所業を楽しんだのだろうか。ヒゼキヤではなく、マナセの方が歓迎されたのだろうか。悪に走る王に対して、時折、民が行動する場面が語られている。だがマナセについては、それは語られていない。南王国の命運もあと少しである。マナセの後のアモンもひどかったが、その後にヨシヤがいて、その後は混乱の中で滅亡である。マナセは国に最後をもたらした張本人のように言われることもある。その点については、もう少し考えねばならないだろう。
 
第二歴代誌　33:6-8
　マナセの所業がどれほどのものだったのかは、子どもたちを生け贄にする行為と、神殿の中に偶像を安置したことに、その様子を見ることができる。どちらも、決してあり得ないとされてきたことである。ただし、これはマナセだけではなく、他の王にも見られたことではある。残念ながら、ユダ王国、神殿を抱え、主なる神への礼拝を守り続けることを使命としていた国は、どんどんひどい姿になっている。そういう事態があるのだということを、読者としては肝に銘じておく必要がある。今は良くても、あっけなく崩れるのだということを、である。
 
第二歴代誌　33:9
　マナセは民を迷わせたと書かれている。王の行動は、民を間違った方に導いたのである。こんなことなら、王などはいない方がまし。そのようにも言いたくなるほどであるが。民は王を欲した。それが国のために役立つと考えた。ある意味ではそうである。ダビデやヒゼキヤは、国の危機に、民の先頭に立って、神に寄り頼むことを守り続けたとも言える。だが、逆の効果もある。どちらが良いのだろう。悩ましいことである。復興後のユダヤは、当面は王を持たなかった。ペルシアの支配下にあったためでもあるが。マカベア戦争に際して新たな王家が創設されても、かつての王たちほどの指導力はなかったようにも思う。ヘロデ王家はユダヤの内面を指導するものではない。本来は、王も含めて、適切な信仰指導者であるはずの大祭司に従うものであるべきなのだろうが、それが機能しなかったことは、この歴史の中で明らかでもある。
 
第二歴代誌　33:10-13
　マナセと民のしたことは極悪と呼ばれても当然のものであった。それに対する神の扱いは、王のマナセをアッシリアに捕らえさせるものだった。鈎で捕らえ、と書いてあるので、おそらく戦闘が行われ、王を生け捕りにしたということだろう。国としては保たれたが（アッシリア側がそこまでの勢力では来ていなかったのだろう）、王を捕らえられては面目は丸つぶれである。だがこれまでにも、戦いの中で王が打たれる場面はある。マナセの場合は戦死ではなく捕縛である。アッシリアとしては単なる戦略だろうが（王を手中に置けば、ユダ王国を隷属させたのと同じである）、聖書はそこに神の意志が働いていることを意識しているようだ。それ故、マナセの悔い改めが語られていく。
 
第二歴代誌　33:12-13
　マナセの悔い改めは、列王記では語られていない。後に出てくるように、国全体としては信仰の修復に届かなかったので、彼のもたらした悪行のほうだけを書き留めれば、国の推移を語る上では十分と判断されたのだろうか。でも歴代誌は、いったんは滅んだ後の民への呼びかけである。徹底的に堕ちてしまった者が、それでもなお回復することがありえるのだという記録は、この可能性にかけるしかないという思いを、民にもたらしたことだろう。マナセの行動は徹底的に糾弾されるべきものである。それでもなお、彼個人について言えば、悔い改めの機会は最後の最後まであるのだ。そして、この光景はソロモンが神殿建設時に願ったこと（捕らわれの地にいたとしても、そこで祈る時に聞き届けてくださいという願い）が実現していることを思い出させてくれる。
 
第二歴代誌　33:14-17
　さすがにマナセも思い知ったようである。彼は自分のした悪行を取り除いて、父ヒゼキヤの時代に戻そうとしている。そのこと自体は肯定されるべきだろう。ただ、17節にあるように、悪の影響というものは非常に重たい。個々人としては最後まで回復の道は残されているけれど、社会全体を良き方向に引っ張り戻すのはとても大変なことだ。堕とすのは簡単であるのに。民は、王の命令があるので主に対しての礼拝をしているが、自分たちのしたいようにするという部分は続けたのである。高き所とは、もともとは祭壇を築くのに良さそうな場所で、アブラハムなどの時代にはそれでも良かったのだが、会見の幕屋、神殿ができて、そういうやり方は排除された。自由を否定したのではなく、好き勝手な、自分の都合次第の礼拝ではなく神の指示に基づいて、という点が重要である。だが民は、偶像は捨てたが、自分が主導権を握って礼拝するという形は、手放そうとしなかったのである。
 
第二歴代誌　33:18-20
　マナセの一生については、悪行と悔い改めの両方が明記されたとある。彼は良い状態で最期を迎えたので、民の扱い、埋葬についても、きちんとしてもらえたようである。しかし、そうはしてもらえない者たちも多々いる。理由は、王の悪行というものは、国全体に害悪をもたらすからである。信仰面もそうだが、神の民であるユダにおいては、神を捨てるならば敗北しか残らない。民自身も偶像礼拝などにうつつを抜かしていたのだけれど、王がその好き勝手な行状によって民に害をもたらすことについては、とても厳しい対処をした模様である。見方によっては、それは民のわがままであり、横暴とも言えるだろう。だが歴代誌は埋葬の様子を、その王の評価と重ね合わせて語っている。神を捨てる王は、民にも捨てられるのである。
 
第二歴代誌　33:21-25
　マナセの子であるアモンは、父の経験から何も学ばなかった。この様子からすると、悔い改めた父の姿を、むしろ日和ったとでも受け止めたのだろうか。愚かである。そういう行動に出ることで何かの利益があるのか。何もない。ただの好き勝手。それも自分たちにとっての幸福につながりもしないのに、である。聖書の語り方は単純である。主なる神のもとには幸いがある。それなのに、その祝福を投げ捨てる愚かさを、なぜこの民はするのか、と。今日の私たちは、神と共に歩もうとすると大変で、離れてしまった方が楽、というような認識があるだろう。でも、聖書はそういうふうには語らず、幸いを手放すな、という一点で、人々に問い続けている。この単純さは、とても大事な意識でもある。
 
第二歴代誌　33:24-25
　アモンは家来たちに殺された。それほどひどかったのだろう。対外的な敵に攻められるのには、良いも悪いもないが、身近な者たちに害されるのだとしたら、それはまさに、極悪なことをしてきたから、である。家来たちだって、そんなに立派な者ではなかっただろう。でも、それでもなお排除せねばと考えられてしまうほどに、アモンは悪かったのである。ただし民は、王家を壊すつもりはなく、だから、「謀反」は認めず、その家来たちは殺されている。次の王はアモンの息子である。その点に固執する姿をどう考えれば良いか、悩ましい所がある。
 
第二歴代誌　34:1-2
　歴代誌は明らかに、ヨシヤ王が最後の頼みの綱であったという認識で書き記している。彼はダビデの道を歩んだのだと語り、34:33では、彼が生涯を神と共に歩み続けたことを語っている。残念ながら、良き王と呼ばれつつもその晩年に問題を抱えてしまう王たちが多く書き記されてきている。それを読むたびにがっかりしてきたのだが（現代の私たちも、歴代誌当時の読者もそうだろう）、ヨシヤはそういうブレがなかったのである。歴代誌はユダが滅んだことを知っているという前提に立って語っている。だからなおさら、この語り方の中に、口惜しいという思いが込められていたのだろうと推測するのだ。
 
第二歴代誌　34:3
　ヨシヤが即位したのは8歳であるが、彼が自らのこととして信仰に心が開かれたのは16歳である。そして20歳の時に国全体の信仰改革に着手したということになる。この推移はとてもよく分かる。幼児期にはまだよく分からずにいたものが（おそらく国の中は偶像に満ちていたのだろう。ヨシヤには、ヨアシュの時のような指導してくれる師匠は見当たらない）、思春期に入り、彼自身の思いとして信仰に目覚め、当初は自分一人の領域でそれを培っていき、それから意を決して、国全体の改革に乗り出したのだ。そのことは理想的な展開と言うことができる。だからこそ、彼は生涯を通じて、神の前に誠実であり得たのだとも言える。だがこれは視点を変えるなら、幼王のヨシヤを適切に導いてくれるような信仰人は誰もいなかったのだということでもある。彼の苦闘と、そしてユダ王国の惨状を思う。
 
第二歴代誌　34:3-5
　曾祖父ヒゼキヤの進めた改革は、マナセとアモンによって破壊されてしまっていた。ヨシヤはそれを元に戻すという大変な取り組みを進めたのである。ヨシヤは異教の神々を排除し、その像や祭壇を否定する取り組みを進めた。5節は、異教を祀っていた祭司たちの骨を、異教の祭壇で焼いたということだろう。こういった行動は、神秘的な効力を意図したものと考えなくても良いだろう。聖書全体からすれば、異教などは単なる人々の空想に過ぎず、実質的な力などはない。だが、民に対しては、こうやって否定してみせることによって、主なる神への信仰の確かさを知る機会となり得る。ヨシヤはユダ王国全体に対して、徹底的な取り組みを進めたのである。
 
第二歴代誌　34:6-7
　この時代は、すでに北王国は滅亡している。だからこそヨシヤは、その地域もまた自分たちの責任範囲だという認識を持ったのだろう。異民族との混在はすでになされて、イスラエルの民と明示できる状態ではなくなっていたが、神がご自分の民に与えるとおっしゃった地である。ヨシヤ王が責任領域として意識したのは必然でもある。私たちもまた、自分の身の回りのことだけでなく、この世全体を意識すべきだろう。そしてこの視点が常に失われ続けているものの一つであるのだが。
 
第二歴代誌　34:8-13
　ヨシヤ王は神殿の修復を志した。マナセが神殿の中に築いた偶像はすでに破棄されていたが、息子のアモンによって、再び戻されていた可能性がある。ヨシヤがその回復を願ったのは当然である。と同時に、まずは自分自身の信仰再確認から始まり、次に民の間のものを片付け、その上で今、ようやく神殿再興に取り組んでいるのは、一人の少年が神と出会い、その関係を育んでいく姿は、なかなかに心地よい。彼はこの復興のために、まさに選び出された人と言えそうである。
 
第二歴代誌　34:8-13
　修復事業には多額の資金が用いられる。その費用として、ヨシヤは国全体から献金を集めていたようである。王の倉から出すのも良いが、民が心から願って捧げていくならば、それは神殿にとっては最も好ましいあり方である。小さな記載ではあるが、ここにも神殿に携わる人たちは多岐にわたることが記録されており、決して一部の人たちの頑張りだけではないことが分かる。捕囚後の民も神殿再建に取り組んだが、この記事はその人たちのことを褒め、励ます思いが込められているようである。
 
第二歴代誌　34:14-18
　修復工事のために支払いをしようとしていた時、祭司ヒルキヤは律法の書を見つけた。おそらく申命記、あるいはその一部だろうと思われる。書かれている様子からすると、長く忘れられていたもののようだ。そのようなものを見いだせたのも、ヨシヤたちが神殿修復のために尽力していたからである。良き業は、良き事柄を生み出していく。そのように言っても良いのではないか。それはきっと人々にとって大きな励ましになるだろうから。
 
第二歴代誌　34:19
　この書、たまたま古い写本が出てきたという話ではあるまい。人々はそこに書いてあることを知らなかったのだ。知らず、だからそれに応答もせずにずっと放置していた。しかもその内容は厳しい警告であったから、ヨシヤが唖然としたのは当然である。申命記全体かどうかは別としても、ヨシヤの前で朗読されたのは、例えば申命記29:20-29のようなものではないか。ヨシヤたちは自分らの先人たちがどのように歩んできたのかを知っている。それで改革を志しているのだが、思っていたよりもはるかに危機的、崖っぷちにいることに気づいたのである。王が衣を引き裂いたのも当然である。この危機感、この切迫感を、私たちはずいぶんと忘れているようにも思う。
 
第二歴代誌　34:20-21
　律法の書に記されていることを聞いて、ヨシヤ王は呆然とした。彼としては、神に対して熱し何、また真剣にやってきたという、自分なりの満足感があったのだろう。そして、そのこと自体は決して間違いではなく、妥当な認識でもある。だが、その書が告げる厳しさを見ると、自分たちが頑張ってきたことが果たして意味を持ち得たのかどうか、非常に不安になったと言うことだ。それほどに、民の罪は重く、そして、神の言葉は厳しい。ヨシヤの良い点は様々あるが、このような姿勢、つまり、神の前に真剣であるということが、大きな意味を持っていると、そう思う。
 
第二歴代誌　34:22-25
　女預言者フルダによって告げられた神の言葉は、まさに厳しいものだった。それは律法の書にあったのと同じ論調で、その危機感は真実であることを、ヨシヤたちは思い知らされることになる。私たちは神が寛容な方であることを知っている。赦しが与えられていることも知っている。だがそれは決して、神が罪に対して甘い、ということを意味するのではない。その点の厳しさは何一つ軽減されていない。ただし、そういう者たちを受け入れるために神ご自身が犠牲を払ってくださっている。それゆえの受容であることを、忘れてはならないのだと思う。そこを見逃すと、人だって頑張っているとか、キリストの十字架はさほど気にしなくてもいい、とか、そういうふうになってしまう。神のあわれみは何一つ疑う必要はない。案ずる必要はない。ただ、その源は神の激しいばかりの痛みであるのだ。
 
第二歴代誌　34:26-28
　フルダの言葉は、前半の厳しさだけで終わらせてはならない。続けて彼女は、そんな民に対する神の扱いを告げている。ただ、この言葉はなおも厳しい。ヨシヤたちの取り組みは、国を全面的な赦しには至らせていないのである。神が与えてくださっているのは、一時保留、刑罰の延期であると告げられている。赦した、ではないのだ。人には人の罪を贖うことはできないと痛感する。ただ、同時に思う。神は延期してくださった。では、この後も人々が誠実に歩み続けるならば、滅ぼされても当然というほどの状態に一度は陥ったとしても、それでもなお、留保され続けるということでもある。一度は底まで落ちても、それでもまだ可能性はある。完全な改善ができない自分たちであることを知るならば、なおさらのこと、すがり続ける必要があると、思い至ることだろう。
 
第二歴代誌　34:29-33
　ヨシヤ王は、この事態を民全体にも呼びかけている。大事なことである。王が一人で頑張っても、それではどうにもならない。民が自らのこととして受け止めて、ちゃんと向き合ってこそ、である。神からは全面的な赦しは語られなかった。だとしたら、自分たちになしえることをするのみである。たとえ一時しのぎだとしても、それには意義がある。ドラマか何かの台詞で聞いたことがある。「世界の恒久平和など、どうすればいいのか全くわからない。争い続ける世界を根本から変えることなどできない。でも、ほんの数十年でも、何とか穏やかな日々が与えられるなら、そのために必死になって取り組むのは、大いに意味があることではないか」と。そういう覚悟が、大切なことをなさせえる。
 
第二歴代誌　35:1-6
　律法の書を見て、自分たちが律法に従っていなかったことに愕然としたヨシヤ王たちが、律法に従う（つまりは神の定められたことに従う）行動の集大成として過越の祭りを行っていることからすると、過越の祭りが長く忘れ去られていたのではないか、という推測が可能になる。35:18の言葉は、祭そのものではなく、その内容に関しての評価とも受け止めることはできるが。むろん、ヨシヤよりも前にヒゼキヤが過越を盛大に行ったことは明記されている。が、それ以前となると、過越という言葉が聖書に出てくるのは、実にヨシュア記まで遡る必要があり、ダビデやソロモンの時代にも、サムエルにおいても、この言葉は登場しない。言葉がないから行われなかったのだとは言えないのだが、それでもやはり、大きく軽視されていたことは間違いないだろう。これは重大なことである。
 
第二歴代誌　35:1-6
　過越は、イスラエルの民にとって、自分たちの出発点を指し示すものである。それを見失っていたとするなら、民が神への信仰を見失うのも必然と言わざるをえない。聖書の語る信仰は、まず神が祝福を与えてくださり、人はそれに応答して神に従うようになる、というものだ。神が祝福を与えてくださった出来事を忘れ、そこへの感謝や喜びを忘れてしまったら、信仰が育まれるはずもない。なお、過越は感謝と喜びの時であり、罪を犯した際に赦しを求めるための儀式ではない。その意味でも、ヨシヤたちが一連の改革の集大成として過越を行ったということは、悔い改めの表明ではなくて、まさに過越を忘れていた、ということである可能性は高い。
 
第二歴代誌　35:3
　この言葉はどういう意味だろうか。神殿に安置された神の箱は、もはやそこから動くことはなかったはずである。それなのにこのようなことが告げられているということは、動乱の中でレビ人は神の箱を守るために退避させることが多かったということか。状況としては十分にあり得ることだ。神殿が異教の神々によって汚されたこともしばしば、心ある人たちが神の箱を守ろうと、持ち出したとしても不思議ではない。荒野時代のことを考えれば、それは決して律法に反する行動ではない。ヨシヤは人々の不安を取り除き、もう大丈夫だと告げたのだろう。それは彼の本心だったはずである。だが歴史の現実は、そうではなかったことを示している。そして遠くない時期に神の箱は失われる。
 
第二歴代誌　35:7-15
　定めに従って、と書いてあるのだが、ここにある様子には違和感を抱く。ヨシヤたちの熱心さはよく分かるのだが、過越の祭りとして定められているのは本来、各人が家庭において過越の食事を取ることである。このように盛大なささげ物をするのではなく、一家で羊一匹で十分である。過越の羊をほふるのは祭司ではなく、家の者たちである。自分たちで準備をして、自分たちで食べるのである。神殿や幕屋での様々なささげ物については祭司の関与が必要だが、過越に関しては、祭司の携わる事柄はないはずだ。この点では、新約時代の様子や、あるいは今日のユダヤ教の様子のほうが、ここに出ている例大祭のようなものよりも、ずっと本来の形に近いと思われる。この違和感を歴代誌著者は意識していたのかどうか分からないのだが、私は、彼らの熱心さを思うのと同時に、これでは過越の本来の意図には沿わないように思えてならない。
 
第二歴代誌　35:10-15
　昨日述べた違和感を横に置くと、良き祭を行うために精一杯の取り組みがなされていたのだな、ということはよく分かる。とりわけここには、儀式に携わる役目の人たちのために、回りの人々が準備を整えてあげている、という様子が強く語られている。用いる動物を用意したり、ささげ物の対処についても、他の役割がある人たちのために代わりに取り組んだり。こういう姿勢は、信仰を歩んで行くに当たっては有意義なことである。人は誰でも、自分だけでは歩んでいけない。互いに補い合ってこそ、である。
 
第二歴代誌　35:16-19
　18節の言葉は、そのまま素直に読むと、こんなに盛大で立派な過越は長く行われていなかった、というふうになる。それでいいのだが、前にも述べたように、過越自体がずっとなされていなかったという指摘にも読める。あるいは、違和感のほうを意識した書き方なのだとしたら、ヨシヤたちの取り組み方は、古来の取り組み方から離れてしまっていることを暗に指摘しているようにも思える。もっともその点はヒゼキヤの時も同様なので、この違和感に関して歴代誌がヨシヤたちを批判している可能性はほとんどないとは思う。だから、いろんな論議を横に置くなら、ヨシヤたちはこの過越において、神の前に生きる自分たちであることを、強く表明したということになる。ああそれなのに、であるのだが。どうもこの過越の祝いは、その後も毎年継続されたのかどうか、聖書にはその気配が感じられない。
 
第二歴代誌　35:20-24
　ヨシヤの取り組みについて歴代誌も列王記も、ほぼ全面的に評価している。彼が改革に取り組み始めたのは大人になってからだが、それでも20年ほどもこの姿勢は続いたのだから、国にとっても良き影響になり得たことだろうと期待するところだ。だがその一切が、あっけなく崩れた。ヨシヤが政治的判断を誤ったからである。信仰的な間違いではない。神に尋ねなかった可能性はあるとしても、本人は逆らっているという自覚は皆無だっただろう。エジプト王の言葉に神の指示が込められている（22）とは、気づきもしなかったのだろう。でも、理由がどうあれ、結果、彼はエジプトとの戦いで戦死して、そして、改革は潰えた。彼の息子たちはその信仰を受け継がなかった。民もまた同様だった。厳しい言い方をするなら、ヨシヤの熱心は、彼一人のものにしかなりえなかった。
 
第二歴代誌　35:25-27
　ヨシヤ王の死が意味することに、最も良く気づいていたのは預言者エレミヤであったようだ。ここに出てくる「哀歌」とは、聖書にある哀歌とは別のものだが、エレミヤはヨシヤの死が事態を暗転させることを察知していたのだろう。国はまさに滅亡へと転げ落ちていく。まさに嘆きである。
 
第二歴代誌　36:1-4
　歴代誌は残り1章である。列王記ではこの時期のことをもう少し詳しく語っている。聖書に出ている数字を並べると22年半の期間があるので、もっと様々に語り得ることはあったはずだ。でも、歴代誌は王国の歴史を記録するものではない。そして、読者たちはこの時期の出来事についてはよく知っている。だからあっさりと話を進め、その中で注目すべき点を述べて行っている。私たちも、そういう書き手の姿勢を意識しつつ、この最後の部分をしっかり読んでおきたい。
 
第二歴代誌　36:1-4
　ヨシヤ王の急死を嘆く民は、順当な対応として息子を王に据えた。だが、彼の是非について歴代誌は何も告げていない。列王記には、彼が父ヨシヤとは異なる道を歩んだこと、主に背いたことを記しているが、歴代誌はそのことすら語られない。彼がエジプトによって廃位されたのは、彼の資質や姿勢以前に、すでに命運は定まっていたのだと言いたいのだと考えられる。エジプトが彼を排除したのは、エジプトに逆らいそうだったので早い内に芽を摘んでしまったということか、あるいは、ユダ王国を支配するのはエジプトだということを明示するための見せしめであったのか。人の生涯は時代によって翻弄されることを痛感する。
 
第二歴代誌　36:4
　エホヤキムは、エジプト王によって擁立された傀儡である。ヨシヤ王の息子だから王位に立つ資格はあるが、名前まで変えられて、全面的にエジプトの支配下に組み込まれている様子だ。もはや、国としての威厳もない。ユダ王国はまだ続いているが、神によって建てられ、神によって導かれている存在としての意義を失ってしまったのだと言われても仕方がない。それにしても、ヨシヤ王が死んでまもなくの話である。34章で告げられていたこと、ぎりぎりのところで免除されているのだという神の言葉が、まさに現実であったことを思わせられる。バビロンによる崩壊がよく知られているが、すでに終焉を迎えている。
 
第二歴代誌　36:5-7
　エホヤキムの治世は11年、それは、人の目から見れば、エジプトとバビロンの勢力図が変化するまでの期間ということになるだろう。エジプトが退いたので、バビロンが出てきて、エジプトが支配していた国をバビロンが支配下に置いたということだ。エホヤキムについては、「主の目の前に悪であることを行った」と記されている。大国に翻弄される危機的状況の中でも、王も、また国全体も、主に寄り頼もうとはしなかったということである。溺れる者は藁にもすがる、とも言われているのに、それでもなおすがろうとしない光景は、しかし、人の現実であることを痛感する。
 
第二歴代誌　36:5-7
　エホヤキムについては、列王記ではもっと長く書いてあるのだが、歴代誌はあっさりと通り過ぎている。もはや、この国が保たれる可能性が断たれていたということを、歴代誌の人々は改めて思い知る必要性があったからだろう。この王は、エレミヤ書にも登場し、神からの言葉を切り捨てて、火で燃やしてしまった人として書かれている（36章）。彼の姿勢がまさに悪であったことを痛感させられる出来事でもある。
 
第二歴代誌　36:5-10
　バビロンへの捕囚は、何度かなされたことが分かっている。少し、整理してみると、まずはエホヤキムの時。この際に王と、それから優秀な若者たちが連れ去られたようで、ダニエルたちもその中に含まれている。この時点では、バビロンはまだユダを終わらせるつもりではなかったということか。続くエホヤキンの時にも、バビロンは再び王を捕らえていく。エホヤキムはバビロンに服従した後、反旗を翻したが、エホヤキンは比較的早くに降伏したようだ。で、ごっそり連れ去られている。この時には指導者層がいなくなったのだと考えられる。もはや、国と言うよりも、バビロンの貧弱な属州のようなものである。そしてゼデキヤの時に徹底的に、今度は奴隷のようにして連れ去られた模様だ。すべての民がいなくなったわけではないが、捕囚から帰還する人々を待たなくては、もはや、立ち直るきっかけすらつかめない状態となる。なお、エレミヤ書によれば、壊滅の最後の後押しは、民自身がしたのだと言うべきだろうが。
 
第二歴代誌　36:7
　バビロンは、王と共に、神殿の器具を持ち去ったのだと記されている。この時点では一部に過ぎないかもしれないが、この記述は、かつてヒゼキヤに対して神が告げたことを思い出させるものだ（第二列王記20:17）。エホヤキムの問題はむろんだが、一連の出来事、ユダ王国の滅亡は、これまでの民の歩み全体の結果でもある。神は忍耐強く待ち続けてくださり、しかし、再生のためにはひとたび終焉を与える必要があると判断されたのである。
 
第二歴代誌　36:8-10
　後を継いだのは息子のエホヤキンである。似たような名前が続いて、混同しそうであるが。彼にも回復の可能性が見られず、彼はすぐさま取り去られている。ただし、バビロンの側としては、反抗したエホヤキムとは違い、すぐに屈服したエホヤキンは、扱いが多少異なっている。また、支配する際の都合によるものでもあったのだろう。エホヤキンについては、第二列王記25:27-によれば、すでに滅んだ国の高貴な者として、バビロンの王宮で優遇したのだと書いてある。それは、バビロンの勢力を誇示するためでもあり、また、国内にいるユダヤ人を懐柔するためでもあっただろう。これはまあ、よくあることである。
 
第二歴代誌　36:11-21
　ユダ王国最後の王はゼデキヤである。彼はヨシヤ王の息子であり、エホヤキンの叔父に当たる。が、年齢的には似たようなものなので、エホヤキムとは年の離れた兄弟ということになる。彼を王にしたのは、明らかに傀儡とするためである。だが、その彼が反抗したので、バビロンは徹底的な壊滅策をとり、エルサレムも神殿も灰燼に帰すことになる。多くの民は殺され、捕らえられた者たちも、それ以前の捕囚とは異なり、奴隷として扱われた。まさに国の滅亡である。ここに南ユダ王国は消え失せた。
 
第二歴代誌　36:11-16
　ゼデキヤについては、エレミヤ書によると、信仰的には悩み続け、迷い続けた王のようでもある。エレミヤの言葉にも関心を示したこともある。だが、結局は彼は、エレミヤを通して与えられた神の言葉に従わなかった。偶像礼拝の問題はもちろんだが、それでもなお、国が保たれるために神が与えてくださった警告をも無視して（おとなしくバビロンに従えということ）、バビロンに反抗した。それが最終的な事態を招いている。その様子は、人の悪の姿と、そして、神がそこまであわれんでくださっているのかということを思わせられるものだ。このあたりの箇所を読んでいると、エレミヤ書を読み直したくなる。それから、14-16節はゼデキヤの時代だけでなく、代々の様子を含めてのものと考えたほうが良いだろう。
 
第二歴代誌　36:22-23
　ユダ王国の徹底的な滅亡を語り、それが民の罪の結果であることを語り、その上で歴代誌は、彼ら自身の時代へとつながることを書き記して、幕を閉じている。神が預言者を通して与えられた約束のとおりに、回復が与えられたこと、である。キュロス王の命令は、ユダヤ再興の始まりとなっている。キュロス自身は決して主を信じる者ではないが、この書き方からすれば、何らかの啓示が与えられたのだろう。ペルシアの王は様々な民の様々な神々を尊重する姿勢を持っていたので、ユダヤの再興を呼びかける主からの声（預言者か何かだったのかどうか）にも応じたのだと考えられる。それはペルシアの政策にも合致するものだった。
 
歴代誌終わり
　ということで、歴代誌は終わりです。最後のあたりは、列王記、あるいはダニエル書、エレミヤ書などと重ねつつ読んだ方が良いとも思いますが、このシリーズでは、一応、歴代誌の語る範囲を前提にしています。壮絶な形での滅亡を、しかし、ユダヤの民はしっかり受け止めていかなければ、ここから先の復興の歩みが成り立たない。歴代誌はそういう覚悟を持って、強く、厳しく、激しく、語っているのだと言えるでしょう。それにしても、一連のことを見ていくと、神がどれほど忍耐強い方であるのかを痛感します。だからこそ、人はその御声に聞かねばならない。詩篇95:6-11はヘブル書などで引用されていきますが、こういう呼びかけの重みを、しっかり受け止めねばならないのだと、歴代誌を読み直して、考えさせられています。あっ、それから、歴代誌は、復興していく民の歩むべき良き手本についても示してきましたから、それもまた、大切に考えていきたい事柄でした。
 
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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